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　プロローグ




　魔ま剣けんクラウ・ソラス。

　ダヌー神族の長おさヌァザが使用した剣。

　その切っ先からは光や炎ほのおが自在に飛び出し、あらゆる敵を鎧よろいごと斬きった。そして数々の武ぶ勲くんの果てに、邪じや竜りゆうを打ち倒たおした。

　おそらく世界でも五本の指に入る、最強クラスのＤアーム。

　今、彼は東京の病院にいる。

　粗そ末まつなパイプ椅い子すに腰こし掛かけ、哀あわれむような目で世界を見ていた。

　視線の端はしにいる少年は、そんな彼を恨うらみがましい目で見ている。

　クラウ・ソラスは少年に詫わびなければならない。

　少年の大切な人を奪うばったのは、他ほかならぬ彼自身だ。

　だからこそ、聞いて欲しかった。

　クラウ・ソラスは自身の金きん髪ぱつに触ふれると、視線を彷徨さまよわせる。

　どこから話すべきか考え、結局、最初から語る事にした。

「日本に立ち寄ったのは、本当に偶ぐう然ぜんだったんだ」

　目を閉じると、思い出す。

　日本を発たつ時に乗った旅客機。

「彼女は、僕の隣となりの席に座っていた──」








　１　Ｄｅｓｔｉｎｙ




　その日、一いち条じよういすかは腹を立てていた。

　空港の手荷物検査で引っかかったからでも、免めん税ぜい店てんで気に入ったアクセサリがなかったからでも、ましてや数日前に幼おさな馴な染じみとケンカをしたからでもない。

　──謝れなかったなぁ。

　最後のチャンスだったのに、頭を下げられなかった。

　くだらないケンカだったのだ。

　カレーの具材がどうのとか、それを咎とがめられた時の子供のような態度とか。本当にくだらない、いつでも仲直りできるような、小さなケンカだった。それがまるで指に刺ささったトゲのように、ちくちくと痛む。

　今度、彼に会えるのは旅行から帰った後。

　その時に、土産みやげの一つでも渡わたせば機き嫌げんを直してくれるだろう。あいつは香港ホンコン旅行の土産にマカダミアナッツをあげても喜ぶ単純なヤツだ。

　思い詰つめる事はない。

　また、いつだって会える関係なのだから。

　それなのに──気になる。

　腹を立てているのは、あの時とっとと謝っておけば良かったのにいつまでも意地を張っている自分自身にだった。

『間もなく、当機は離り陸りくいたします。シートベルトをご確かく認にん下さい──』

　今日、何度目かも分からないため息。

　日本に帰る頃ころには、彼の機嫌も直っている。そう信じるしかない。

　もともとバカで単純なので、嫌いやな事もすぐに忘れる性格だ。それは自分も同じなのだけれど。

　分かりやすく、素す直なおで、裏表のない関係。

　どちらがマネをしたわけでもなく、二人とも自然にそうなっていた。だから衝しよう突とつもするし、仲直りも早かった。

　そんな関係が、いすかには心地ここちよかった。

　きっと十年先の未来でも、同じようにケンカをしては元通りになっているだろう。

　その時、自分が彼の近くにいるかどうか分からないけど──できれば、ずっと傍そばにいたいけど。

　って、何を考えているのだ。

　バカ！　私のバカ！

「いすか……なんで肘ひじ掛かけを叩たたいているのか分からないけど、早く締しめなさい」

　左を見ると、通路を挟はさんで隣の座席にいる両親が下を指している。

　そうだ、シートベルトをまだ締めていない。

　両親の提案した海外旅行だったが、こうして席まで離はなれていると、なんとなく疎そ外がい感がある。だけど一人になりたい今の気分だとありがたかった。

「んっ……と」

　ベルトの留め具を探す。

「はい、これ」

「あ、ありがとうございます」

　隣の席の人が、いすかの留め具を差し出してくれた。

　カチンと音がするまで留めてから、隣を見る。

「あ──」

　にっこり笑っている金髪の美少年。

　日本人ではない。

「飛行機に乗るのは、初めて？」

　流りゆう暢ちような日本語で話しかけられて、一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。

「あ、ううん。前にも海外旅行行った事あるから……っていうか、日本語すごく上手だね。日本に住んでるの？」

「いいや。僕は世界中を旅してるんだ」

「お父さんとお母さんは？」

「え……と、そう、両親、のような人に会うために飛行機に乗ったんだ」

　はて、飛行機とは未成年でも乗れる乗り物だったか。法律に詳くわしくないいすかには、よく分からない。ここにいる、という事は大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　それに、なんだか今になって理由を考えているような口ぶりだが、そんな事より日本語が達者な少年が一人で飛行機に乗っている事実が面おも白しろくて、つい話したくなってしまう。

『離陸致いたします。機体が安定するまで、絶対に席をお立ちにならないよう、お願い申し上げます』

　ゆっくりと動き出す飛行機に、いすかは僅わずかに身体からだをこわばらせる。

　飛行機に乗るのはこれで二度目だが、いつもこの瞬間が怖こわい。

　両手を胸の前で握にぎり、深呼吸をする。

「怖いの？」

　少年は余よ裕ゆうの表情。

「そりゃそうだよ。こんな鉄の塊かたまりが空を飛ぶなんて、ありえないもん」

「鉄の塊……か」

　その単語を繰くり返して、苦く笑しようする少年。はて、よく使われる言い回しだと思ったのだけれど。

　などと考えているうちに、身体にＧがかかった。僅かに傾かたむいているのが分かる。飛行機が地面を離れ、徐じよ々じよに上じよう昇しようしていく。窓の外の景色が斜ななめになり、そして飛行場の建物が見えなくなり、空が広がっていく。

　それでも機体は揺ゆれ続け、いすかに不安を与あたえ続ける。

　早く安定してくれないかな。

　ところが、不安はいつまで経たっても消えない。

　もう五分ほどこのままだ。

「……？」

　なんだか、ずっと機体が震ふるえている気がする。

　おかしい。

　周りの乗客を見てみると、やはりボソボソと話し合っている。彼らもこの状態がおかしいと感じたのだろうか。

　少年はどうだ。

　飛行機に慣れているように見えたが──

「ど、どうしたの？」

　少年は青ざめていた。

　今までの余裕はまったくなく、窓の外をチラチラ見ながら震えている。

　何事か尋たずねようと思った、その時だった。

「来る──！」




　一瞬で、視界が白くなった。




　まるで突とつ然ぜんチャンネルを変えられたような、唐とう突とつな場面転てん換かん。

　そして轟ごう音おん。

　熱い炎と閃せん光こうが襲おそってくる。

　いすかの視界には何も映らなくなり、耳も聞こえなくなった。身体は大きく揺さぶられ、前後左右の区別もつかない。

　そんな状じよう況きように陥おちいると、過去の記き憶おくに縋すがりたくなる。

　それまで何をしていたのか思い出すが、やはり飛行機の座席に座っていた記憶しかない。少年と話していて、いきなり──

　そこで目が覚めた。

　いすかは空中にいた。

　強い風が身体を揺すり、風圧で目が開けられない。耳はごうごうと鳴るばかり。

　──どうして。

　考えられない。

　目の前に広がる、大空。

　眼下には海。

　──私、どうして落ちてるの。

　飛行機事故、なのか。

　では、自分を抱だきしめているこの感かん触しよくは何だ。

「しっかり……しっかりして！」

　あの少年の声。

　彼がいすかを抱きしめているのは理解した。

　でも、どうして。

　パラシュートもつけていないのに、空中で静止しているのは何な故ぜだ。

「私……」

　私は、死んだのか。

　彼は、天使か悪あく魔まか。

　ぼんやりとした思考回路で、ようやく事態を把は握あくする。

　バラバラになった飛行機の破は片へん。

　燃えさかる金属。

　朦もう朧ろうとしていても、そのくらい推理できる。

　飛行機が爆ばく発はつしたのだ。

「ごめん。本当にごめん。君しか助けられなかった」

　少年の声。

　よく見ると、彼の周囲に光のカーテンのようなものが張られているではないか。

　これでいすかを守ってくれたのだろう。
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　では、この少年は魔法使いか何かか？

　そして──

「ハッハハハハハハハハ！　今の一いち撃げきを避よけたか！　千年ぶりだがクラウ・ソラスよ、腕うでは鈍にぶっていないな！」

　空中に立って高笑いしている、あの男は誰だれだ。

　声で男だと分かったが、姿はよく分からない。全身が光に包まれているからだ。

「だが、人間を抱かかえたままで戦えるのか？　さっさとそんなもの捨ててしまえ！」

　捨てろ、と言ったのか。

　──私を。

　下に広がる海を見て、いすかはぞっとする。

「そしてもう一度戦うぞ！　貴様は復活した余の最初の相手に相応ふさわしい！　今こそ貴様を手にし、我が最強の軍団の将軍にしてやろう！」

　やっと、朧おぼろ気げながら全容が分かってきた。

　あの光に包まれた男が、飛行機を──

　だとすると、父は。

　母は──

「それともその人間と契けい約やくするのか？　それも良かろう、伝承者テイルキーパーがいなければ力が半減してしまうからな！　未いまだ誰とも契約していない余なら、倒たおせるかもしれんぞ？」

　高笑いしている、光の男。

　彼が何を言っているのか理解できない。

「あなたたちは……誰？」

　単純にして、全すべてを集約した疑問を投げかける。

　その答えと言わんばかりに、少年はいすかに顔を近づける。

「巻き込むつもりはなかったんだ。けど、君には決断してもらう」

「決断……何を？」

「僕と契約してアイツと戦うか、ここで死ぬか」

「契約……？」

　なんなんだ。

　こんな時に、こんな場所で。

　意味が分からない。

　バカを言うな、と怒ど鳴なりたくなる。

　さっきまで飛行機の座席に座っていたのに、空中に投げ出されて命の選せん択たくを強しいられて、冷静な判断が下せるわけがない。むしろ少年の言葉を理解できただけでも大したものだと、自分を褒ほめたかった。

　でも、少年の顔を見れば分かる。

　本気だ。

　そして、本物だ。

　この空も、周囲を飛び散る残ざん骸がいも。

　自分が今、本当に生死の境を彷徨さまよっている事を、いすかは頭で理解する。

　少年が提示した二択も、冗じよう談だんなんかではないと。

　決断しなければならない。

「戦うか……死ぬか」

「戦いはとても厳しいものになる。もう普ふ通つうの生活は送れない。それが嫌いやなら、ここで死ぬしかない」

「死ぬ……」

　死んだら、どうなるのか。

　最初にアイツの顔が浮うかんだ。

　──練れん司じ。

　もう会えないなんて。

　そう思うと、急に空が高く見えた。

　自分を取り巻く空も海も、目の前の少年ですら、手を伸のばさないと離はなれていってしまう気がした。

　彼の事を思い出して、初めていすかは死の恐きよう怖ふを感じた。

　このまま決断しなければ、もう二度とケンカをする事ができない。

　──ひどいよ。

　どうして自分なのだ。

　これだけ乗客がいて、どうして自分だけが選択をしなければならないのだ。

　いや、そうじゃない。

　少年に強制されているんじゃない。これは与えられたものだ。

　最後のチャンスなんだ。

「イヤ……私、もう一度会いたい」

　他ほかにも様々な可能性が浮かんでは消えたが、最後まで残ったのは憎にくたらしいアイツの顔だけだった。

　──生きたい。

　その意志だけが、いすかの心を支配した。

「うん」

　少年は、手を差し伸べる。

「君の名前は？」

「……一条いすか」

「約束するよ、いすか。これから辛つらい戦いが待ってるけど、僕は君の事を助ける。君を傷つけようとする全てのモノから、君を守り続ける」

　強い風に煽あおられているのに、少年の声はスッと耳に入った。

　差し出された手を、いすかは強く握にぎる。

　次の瞬しゆん間かん、少年の身体からだが光った。

　強きよう烈れつな光に目を閉じると、いすかの手に硬かたい感触が残る。

　目を開けると、一ひと振ふりの剣けんを手にしていた。

　名乗られた覚えはない。

　だが、その剣の名はいすかの脳内にはっきりと刻み込まれていた。

　──クラウ・ソラス。

　そして自分から全てを奪うばった、あの男。

　あの、槍やりのような十字の光を帯びた男が、倒すべき敵。

「契約したかクラウ・ソラス！　それでこそ、このグングニルの好敵手だ！」

「グングニル……！」

　この瞬間、普通の女の子の一条いすかは死んだ。

　そして新たに、最強の伝承者テイルキーパーが生まれたのである。







　時計の音が気になるほどの静せい寂じやく。

　クラウ・ソラスの独白を、ベッドの上の若わか林ばやし練司は神しん妙みような面おも持もちで聞いていた。

　病室には彼の他に、パートナーの薄うす緑みどり。そして見み舞まいに来た上司の片かた剣つるぎライラと、居い候そうろうの大おお森もり山やま杏あん。この場にいる全員が絶大な戦せん闘とう力を秘ひめている。

　Ｄアーム。

　世界を破は壊かいする事ができる、伝説の武器。

　彼らはその使い手──伝承者テイルキーパー。

　そして薄緑とクラウ・ソラスは紛まぎれもないＤアームそのもの。霊れい力りよくを持ち、人間の姿に変身できるほどの超ちよう常じよう的てきな道具。

　練司がその世界に巻き込まれたのは、ちょうど今しがたクラウ・ソラスが話した出来事によるものだった。

　否定したくなるような事実だが、彼の記き憶おくと整合性が取れている。

　あの日、いすかを見送った日。

　彼女を乗せた飛行機が爆ばく発はつした日。

　練司の脳のう裏りに焼き付いた、あの槍。

　全てを奪ったと思っていた。

　だが、そうではなかった。

　練司の心に大きな安心が生まれた。

「……そうか」

　夢物語ではなかった。

　いすかは、ちゃんと生きていた。

　重い宿命を背負ってしまったが、それでも生きていたのだ。

「はっきり言わせてもらうけど、いすかを助けられたのは偶ぐう然ぜんだよ。たまたま僕の隣となりの席に座っていたから、彼女しか守れなかったんだ」

　申し訳なさそうに語るクラウ・ソラス。

　いすかの両親や他の乗客を守れなかった事に対して罪悪感を抱いだいているようだ。

「それでも……感謝する」

　練司はクラウ・ソラスに向き直り、痛む身体を曲げて礼をした。

「いすかを助けてくれて、本当にありがとう」

　クラウ・ソラスが側そばにいてくれた幸運を喜ぶべきだ。

　いすかの悪運は、あんな所で尽つきるわけがないのだ。

「それから先は、どうなったのじゃ？」

　練司の側に立つ薄緑が促うながすと、クラウ・ソラスは首を横に振った。

「そこからは大した話じゃない。契約してすぐ戦えるわけじゃないから、僕といすかはとにかく逃にげた。光の姿になれば、捕つかまえられるＤアームは少ないからね」

　クラウ・ソラスは光の剣と呼ばれている。

　その力は本体と伝承者テイルキーパーを光に変えて飛ばす事もできるのだ。一見、最強に見えるが、人間の脳は光速についていけない。そのため、とにかくまっすぐに進もうとしないかぎり、そこまで速く動けないらしい。

「だけどグングニルはどこまでも追ってきた。世界中どこまでも、僕たちを探して戦いを挑いどんできた。あいつは執しゆう念ねん深ぶかいからね。その度たびに逃げ続けたよ」

　謙けん遜そんするほど小さな話ではない。

　飛行機をあっさり爆破するようなＤアームが世界中どこまでも追ってくるという恐怖は、けして軽かろんじられるものではないはずだ。

「逃とう亡ぼう生活は長かったし、いすかにも辛い思いをさせた。けど、彼女は耐たえてくれた。そんなある日、Ｊに出会った。彼女は世界中を回ってグングニルを倒すための仲間とＤアームを探していたんだ」

「それでロキに入ったのか……」

「いすかも寂さびしかったんだ。味方が欲ほしかったんだ」

「ああ」

　その事については、練司は否定しない。

　彼女の気持ちを考えれば、クラウ・ソラスと二人きりで逃げ回るのには限界がある。肉体よりも精神が疲つかれ果ててしまうだろう。同じ境きよう遇ぐうの仲間を欲ほつするのは当然だ。

　練司とて──彼を支えてくれる仲間がいなければ、どうなっていたか。

　その最たるパートナーの薄緑を見る。

　いすかを取り戻もどすためだけに渋しぶ々しぶ契けい約やくした彼女だが、戦闘以外でも様々な場面で助けられてきた。直接は言わないが、本当に感謝している。

「過去の話だよ」

　練司は腹の傷に触ふれる。

　ベッドの上で退たい屈くつな生活を送っていれば、考える時間は山ほどもらえる。いすかの立場になって考える事もできる。ゲイ・ボルグの使い手だった瀬せ田たは正々堂々全力で戦った敵だが、いすかにしてみれば大切な仲間だ。それを傷つける敵に攻こう撃げきするのは必然。

　あの絶望的ないすかの表情を見れば、本意でなかった事くらい分かる。もしもあの時、背中を向けてさえいなければ、きっといすかは攻撃してこなかった。

　そして、アイツの事だ。

　きっと練司を刺さした事を死ぬほど後こう悔かいしているに決まっている。

「──しかし水くさいのう、いすかは」

　薄緑が肩かたをすくめる。

「そんなに練司に会いたければ、さっさと会えばよかろうものを。ケータイや手紙などで、いくらでも連れん絡らくは取れたじゃろうに」

「そ～ゆ～わけにもいかないでしょ～」

　椅い子すに座ってのんびりペットボトルの水を飲んでいた杏。彼女の優やさしいツッコミに、薄緑は眉まゆをひそめる。

「Ｄアームの戦いは熾し烈れつだからね～。一いつ般ぱん人の練ちゃんを巻き込みたくないって思うのはフツーでしょ～」

「む……そうか、いすかは練司が伝承者テイルキーパーになった事を知らなかったのじゃな」

　練司が弁べん慶けい機関の門を叩たたいたのは半年前だ。それまではＤアームの存在を知っているだけの、ただの一般人だった。

　クラウ・ソラスの話を聞く限り、グングニルはどこまでも追ってきたという。そんな状じよう況きようで普ふ通つうの人に助けを求められるか。いや、無理だ。練司でもできない。

　だけど、今は違ちがう。

　練司は強くなったのだ。

「クラウ・ソラス。いすかに会わせろ」

　きっぱりと、練司は告げた。

　もとよりそのために生きてきたようなものだ。

　ところがクラウ・ソラスは首を横に振る。

「ダメだよ」

「なんでだよ。俺はもう伝承者テイルキーパーだ。いすかに迷めい惑わくをかけないくらい、強くなった」

　この半年間、修しゆ行ぎようを積んだ。

　薄緑の使い方も徐じよ々じよに分かってきて、伝承者テイルキーパー同士の戦いでも勝てるようになってきた。

　これならグングニルが相手でも戦える。

　そう、思っていたのに。




「君では弱すぎる」




　クラウ・ソラスははっきりと言い放った。

「な──」

　辛しん辣らつな言葉に、練司も思考が停止する。

　驚おどろいたのは練司だけではない。薄緑も、ライラも固まっている。

「まぁ、しょーがないね～」

　ただ一人、杏だけは冷静だ。

「練ちゃんはとっても強くなったよ。だけどクラウ・ソラスちゃんには並べないよ～。なんたって相手は神話級のＤアームだし、その中でも最上位だからね～」

　神の王が使用した、光の魔ま剣けん。

　あらゆる敵を屠ほふったとされる伝説の剣が、それでも苦しむ相手がグングニルなのだ。

「グングニルは本当に強いんだ。並の伝承者テイルキーパーなら、戦いにもならない」

「しかし、練司は一人ではない。弁慶機関に所属している。いざとなれば機関で守る事もできる」

　反論したのはライラ。

　そうだ、強さとは個人の力だけではない。日本中のＤアームを管理している弁慶機関がいすかを守れば、あるいは。

「弁慶機関が信用できる組織なら、最初から助けを求めていたさ」

　暗く笑うクラウ・ソラス。

「僕たちがロキにいる理由も、それだ。弁慶機関は何もしてくれない。その時に起きた事件を解決するだけの組織だ。これからやってくるグングニルに討うって出る事もしない」

「なんだと……！」

　激げき昂こうして立ち上がるライラ。

「守るために戦って、何が悪い！」

「グングニルへの対策に関しては、臆おく病びようと言わざるを得ないよ。その代わり弁慶機関には独自の態勢ができているから、国内のＤアーム事件は世界で最も少ない。まさに守るための組織だ。だから今まで日本ではＤアームの脅きよう威いが伝わりにくかった。これは賞賛に値あたいするよ」

　瀬田が似たような事を言っていたのを、練司は思い出す。

　守る事しかできない弁慶に代わって、ロキは攻せめるのだと。

「だけど、グングニル相手には通じない」

　ずっとグングニルと戦って来たクラウ・ソラスの言葉には、重みがあった。

　それほど規格外の敵という事なのだ。

「そうだとしたら──」

　ある程度は、認める。

　クラウ・ソラスに比べたら、練司など虫けら同然の弱さなのかもしれない。

　弁慶機関が守りの組織というのも、事実だろう。

　だが、それなら。

「なんでお前、ここに来たんだ？」

「…………」

　このままいすかと会わせたくないのだとしたら、わざわざ真実を練司に話す必要などないではないか。いすかを連れて、どこか遠くへ逃げる事もできるのに。

「僕にだって、感情くらいある」

　俯うつむくクラウ・ソラス。

「いすかが命を懸かけてまで会いたいと願っている人に、わざわざ拒きよ絶ぜつの言葉なんて言いたくない。むしろ今すぐ君を連れていすかの元へ飛んでいきたい。そうすれば、きっといすかは喜ぶだろう。彼女の笑え顔がおを見ているだけで、僕は幸せなんだ」

「だったら──」

「けど、君は絶対に首を突つっ込む。いすかを守るためなら、命だって張れる」

　その通りだ。いすかのためなら、死んでもいいとすら思っている。

「それじゃあダメなんだ。君が死んだら、いすかはこれから先、何を心の支えにすればいいんだ。死なないかもしれない、じゃ意味がないんだよ」

　悲痛な少年の言葉が胸に響ひびく。

　彼は本当にいすかの事が好きなのだろう。いすかの事を第一に考え、常に彼女が幸せになる方法を考えてくれる。薄緑と比べて、なんと献けん身しん的なＤアームだ。

「だから、僕は迷っている。心が定まらない──初めてだ、こんな感情」

　顔を覆おおうクラウ・ソラスの気持ちを察すると、練司は何も言えなくなった。

　原因は自分だ。

「俺が──」

　全すべては、自分の弱さ。

　グングニルとの戦いでは、足手まといにしかならないから。

　しかし、それでも──

「俺は、もう巻き込まれてる。今さら逃にげるなんてできねぇよ」

「練司……」

「会わせてくれ、クラウ・ソラス。俺はいすかに会いたい」

　よく考えれば、いすかを失ったあの日から、もう事件に首を突っ込んでいるのだ。もはや何い時つどこにいても、練司はグングニルの事しか考えていない。

　だったら直接戦いに巻き込まれた方が、まだやきもきしない分、楽だ。

「クラウ・ソラスよ。一つ教えてやろう」

　腕うでを組み、神しん妙みような顔の薄緑。

「この男は、貴様が考えている以上にバカじゃ。後先など考えぬ」

「お前なぁ……」

　怒おころうかと思ったが、練司は否定するのをやめた。

「ま、そうかもな。この場合、賢さかしく考えても停てい滞たいするだけだ。行くか戻もどるか決めかねてるんなら、進んだ方が建設的だと思うぜ」

「バカは戦場だろうが地じ雷らい原げんだろうが、他ほかの者より一歩先に進むと言うからな。この場合、バカに従っておいた方がいいぞ」

　ライラまで追つい随ずいする。

　そこまでバカバカ言う必要はあったのか。

「君たち……」

　そんなバカの考えを突きつけられ、クラウ・ソラスは沈ちん黙もくする。

　考えるな、と言っているのに考えこむ。

　さっぱりした性格の薄緑に比べて、非常に慎しん重ちようだ。そういうＤアームなのだろう。

　練司は彼の返事を待つ。

　静せい寂じやくが戻った病室で、また時計の音のみを聞く。

　聞きたい事は聞いたし、言いたい事は言った。

　後は事態がどう流れるかだが──

「っ!?」

　クラウ・ソラスが顔を上げる。

「な──」

　同時に薄緑も。

　何事か尋たずねようとした、その時。




　病室が爆ばく発はつした。




　視界が真っ白になった。

　激しい衝しよう撃げきに、練司の身体からだが投げ出される。文字通り、空中に浮うかんで吹ふき飛んだ。平へい衡こう感かん覚かくを失った練司は、必死にベッドにしがみつこうとするも、そのベッドから吹き飛ばされて回転しているため、自分がどうなったか分からない。

「おわあぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　窓が割れる。そこに突っ込む。

　二階から病院の外に投げ出された。

　不思議と熱や痛みは感じず、練司はそのまま中庭に向かって落ちた。

「ぐはっ！」

　衝撃も少ない。が、腹の傷が激しく痛んだ。

「な、なんじゃ!?」

　練司の隣となりには薄緑が立っている。彼女が剣けん気きで守ってくれたのだと気づくまで、数秒を要した。そのくらい動転していた。

　他の人間の安否を確かく認にんするが、全員無事だった。ライラやクラウ・ソラスはともかく、杏も無事だ。クラウ・ソラスが剣気で守ってくれたようだ。

　この場に全員いる、という事は、第三者が攻こう撃げきをしたのか。

　練司は自分の病室を見上げる。

「え……!?」

　絶句する。

　窓ガラスどころか、壁かべに大きな穴が空いているではないか。

　爆発が起きたのかと思ったが、それにしては部屋が焦こげていない。では強い衝撃の正体は何だったのか。

　その答えは、空いた壁の穴にいた。

「うげっ……！」

　思わず練司が呻うめく。

　来て欲しくない人物が、そこにいた。

　二階からこちらを見下ろす、小こ柄がらな女性。

「──ふむ」
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　低い身長に似合わない巨きよ乳にゆうをスーツで隠かくし、タイトスカートで完全にガードしているその女は、虫けらを見るような目で練司たちを見ていた。この状じよう況きようでもまったく表情を変えない点が、彼女の性格を物語っている。

　彼女は二階の穴から飛び降りると、中庭に着地した。ヒールのかかとが石いし畳だたみを削けずるが、足にもバランスにも全く変化はないらしい。

　その冷たい視線は、クラウ・ソラスに定まる。

「仕留め損そこないましたか」

　ハスキーな声で呟つぶやく彼女に、

「ちょ、ちょっと待て！」

　思わず練司が叫さけぶ。

「アンタ、コイツをやるためだけに病室をブッ壊こわしたのかよ！」

「ええ、その通りですが？」

　よりにもよって、即そく答とうだ。

「って……あの、一応ここは病院で、俺の病室なんだけど……」

「わざわざお見み舞まいに来るくらいですから、油断していると思ったのです。しかしドアをぶつけた程度ではダメージにすらならないようですね。参考になりました」

　ああ、あの爆発と大穴は扉とびらをぶつけたのか。おそらく、そのヒールを履はいた足で思い切り叩たたきつけたのだろう。

　生死の境を彷徨さまよった練司が寝ねている病室で、なんの躊ちゆう躇ちよもなくそれをやったのだ。

「君は……!?」

　その荒こう唐とう無む稽けいな行動に、さすがのクラウ・ソラスも面めん食くらう。

「申し遅おくれました。私、こういう者です」

　そう言って彼女はポケットから名めい刺しを取り出し、投げた。

　指の先からナイフのように飛び出した名刺は、クラウ・ソラスの手にあっさりと収まる。ちなみにそのやりとり、練司にはかろうじて目で追える速度であった。

　殺意の籠こもった名刺を受け取ったクラウ・ソラスは、それを読み上げる。

「弁慶機関第一課、三み倉くら玄くろ恵え──」

　そう、彼女──三倉こそ弁慶機関の戦せん闘とう集団である一課を束ねる課長。

　弁慶機関最強の暴力、と呼ばれる女だ。

　彼女の事を紹しよう介かいするのには、あの病室の穴で充じゆう分ぶんだろう。

　その規格外の破は壊かい力こそが彼女の象しよう徴ちようであり、仕事内容なのだ。

　こと剣に関してはライラの父、片剣剛ごう善ぜんが最強である。刃は物ものを使った格かく闘とう術ならば彼の右に出る者はいない。

　だが単純な暴力、つまり相手を無力化させるだけなら三倉が最強だ。

　それは自他共に認める事実であり、誰だれにも覆くつがえせない事実なのだ。

「僕を殺しに来たのか」

　クラウ・ソラスが身構えるが、三倉は両手を降ろしたまま。

「ロキのＤアームを見み逃のがしはしません。あなたは弁慶機関の、いえ、世界の敵という自覚がおありですか？」

「──それは、そうだね」

　俯うつむくクラウ・ソラス。

　三倉の言葉は正しい。彼だけでなく、いすかも世界の敵なのだ。

「抵てい抗こうなさっても構いませんよ？　私は容よう赦しやなく叩き潰つぶします」

　ほんの少しだけ、三倉は指を動かした。

　構えも予備動作もない彼女の動きが、練司には恐おそろしい。唾つばを飲み込む余よ裕ゆうすらない。それほどの剣気が彼女自身から溢あふれているのだ。

　しかし一方で、三倉のＤアームが何をしているのか気になる。

　練司は視線を病室の穴に移した。

　そこには三倉のＤアームが佇たたずんでいた。ヘラヘラと笑いながら見下ろしているのは、金きん髪ぱつの大男。長いもみあげをいじりながら悠ゆう然ぜんと立っていたのだが、

「なんだ！　テロか！　これはあなたがやったんですか!?」

「げっ、ち、違ちがう！　オレじゃねぇ！」

「じゃあここで何をやっているんだ！　おい弁慶機関に連れん絡らくしろ！」

「だから、弁慶機関はオレたちで……ああもう、だからオレじゃねぇって！」

　騒さわぎを聞いて集まった医者に対して必死で否定している姿は、いたずらっ子が叱しかられているように見える。実際、彼がやったのではないから否定するに決まっている。

　そして、彼に目を向けている一いつ瞬しゆんだった。

「あっ！」

　ライラの声に振ふり返ると、クラウ・ソラスが消えていた。

　眩まぶしい光に顔を上げると、遥はるか上空を飛行機のように飛んでいく一条の光線が見えた。目にも留まらぬ速さではないが、捕つかまえる事は難しいだろう。

　クラウ・ソラスは光の剣。その身体を光に変化させられる。

「逃がしましたか」

　敵に逃げられても、三倉は涼すずしい顔。

「見舞いのついでに捕とらえられればラッキー程度に考えていましたので、今回は見逃しましょう」

「えっ!?」

　全員が三倉を見る。

　見舞いをするつもりだったのか、この女は。

　さらにあの爆発ですら、もののついでだったのか。

「改めまして、若林さん。お加減はどうですか？」

「アンタのせいで最悪だよ！」

「私は無む駄だが嫌きらいです。今日はお話を持ってきました」

「聞けよ！　頼たのむからさぁ！」

　練司の絶ぜつ叫きようにもまったく耳を貸さず、三倉は中庭に転がっていたベッドを掴つかむ。そしてベッドを起こすと、その上に座った。イス代わりらしい。

　そうして三倉が告げた言葉。

「退院後、若林さんには異動していただきます」

「ええっ!?」

　三倉の登場よりも予想外な展開だった。

「どういう……事ですか」

　杏やライラを見るが、彼女たちも驚おどろいている。それなりの立場にいる彼女たちも知らない人事異動なのか。

「まだ仮決定ですが、若林さんに限らず近々大規模な異動があります。これは来きたるべき戦いに備えて、戦力の強化を図はかるためです」

「戦力の……強化？」

「すでに聞いていると思いますが、グングニルの復活はこちらの予想以上の被ひ害がいを生みました。ここ最近のロキとの戦いは失態続きと言わざるを得ません」

　それは頷うなずかざるを得ない。

　ロキには複数のＤアームを奪うばわれた上、ヴィーナスフォートとサンシャインシティという巨きよ大だいなランドマークを破壊されてしまった。本来、弁慶機関はそれを未然に防ぐための組織だというのに。

　練司も力になれなかった。

　あれほど鍛きたえていたのに、この様ざまである。

「そこで一課をさらに細かく編成します。あらゆる戦闘の規模や種類に対応できるよう、Ｄアームの能力別に部隊を作ります。全すべてに対応するのではなく、状況に応じて適任者を派は遣けんする形になります」

「なるほど……」

　一課の人間は確かに強いが、クセが強い。ならばそのクセを生かした編成にするというわけか。

　例えばライラの八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしは、対象の切断を遅おくらせる能力を持つが、これは対人戦よりも建築物やオブジェクトを破壊する方が適している。そういう場面で彼女を上う手まく使えるようにするのだろう。

「けど、俺なんて」

　練司は自じ嘲ちようする。

　一課といえば弁慶機関最強の戦闘集団。冗じよう談だんではなく三倉のような規格外の連中がゴロゴロいる場所だ。

　伝承者テイルキーパーになって半年ほどのペーペーが、そんな所へ行けるわけがない。

　練司は強い。少なくとも、一いつ般ぱん人よりは。

　だからこそ自分の弱さが自覚できる。

　──俺は、まだ弱い。

　クラウ・ソラスに指し摘てきされるまでもなく、力不足は認にん識しきしているのだ。

「Ｄアームの脅きよう威いから町を守れないのに、俺が一課に入れるわけがない」

「練司……」

　薄緑の声。

　振り返ると、悲しそうな目でこちらを見ていた。

　彼女の前の使い手、源みなもとの義よし経つねに比べたら、練司はただの子供に過ぎない。誰よりも自分の力を知っているのは、彼女だ。

「お前にも随ずい分ぶん迷めい惑わくをかけてるしな」

「別に、妾わらわはそのような事が言いたいのではなく──」

「三倉さん。俺にはまだ三課が合ってるよ」

　これは三課が弱いと言っているのではなく、練司のような新人には様々な経験ができる三課が相応ふさわしいと思っていただけだ。

　ところが三倉はわずかに首を傾かたむけ、

「果たして、言うほど弱いでしょうか？」

「……？」

「ご存じですか。過去、弁慶機関は様々な敵と戦ってきました。が、今回のような失態は初めてです」

「それは……さっき言ったじゃないスか」

「そのような状じよう況きようで若林さん、あなたは伝承者を二人倒している」

　そう言われると、そうかもしれない。ある側面から見れば、事実だ。

「これは驚きよう異い的な成果です。もっと自信を持っていいですよ」

「って言われても……」

　しかしどちらも練司の未熟さのせいで、建物を守れなかった。敵には勝てたが、ロキの策略には負けてしまったではないか。

「そういうわけですので、ケガが治り次し第だい、新たに設立される〝悪魔殺しデーモンスレイヤー部隊〟に入っていただきます。これは人間や建物以外の異形の存在を斬きるための部隊です」

「悪魔……って、まさか！」

　それまで地べたに座っていた練司が立ち上がる。

　三倉の考えが読めてしまったからだ。

「ええ、そうです」

　彼女もそんな練司の表情から察し、頷く。

「ダメだ！　そんな部隊には入れない！」

「若林さんのＤアーム、薄緑には優すぐれた能力があります。状況に応じて形態を変えられる能力はとても貴重です。その才能を埋うもれさせてはいけない」

「だからって、〝蜘く蛛も切きり丸まる〟を使うのだけはダメだ！」

　強く叫さけんだせいで、また傷が痛んだ。

　しかしここで彼女に思いとどまってもらわないと、練司はいいように使われてしまう。

　薄緑に眠ねむる最後の人格──蜘蛛切丸。

　あれだけは外に出してはいけない。

　これまでの戦せん闘とうで、練司と薄緑の連れん携けいに自信がついたのは認める。

　だが蜘蛛切丸だけは制せい御ぎよできる気がしないのだ。

「若林さん」

　三倉は腕うでを組む。薄緑が嫉しつ妬とするほど大きな胸が押し上げられた。

「勘かん違ちがいしないでください。あなたに拒きよ否ひ権けんはないのです。組織に属し、給料をもらっている以上、人事権には逆らえません」

「それはそうだけど……」

「しかも我々には時間がありません。今は一刻も早く戦力が欲ほしいのです」

「焦あせっているのか、三倉課長？」

　練司にはそう見えなかったが、ライラが聞き咎とがめた。三倉はライラを一いち瞥べつすると、小さく息を吐はいて頷いた。

「これはもうすぐ弁慶機関全体に伝えられる事実ですが、すでにグングニルは動き出しています。昨日、それが判明しました」

「何か、事件が？」

「南極の〝牙の部隊ダブルタスク〟が壊かい滅めつしました」

「……!?」

　その名前を聞いて、全員が目を見開いた。

　グングニルとまともに戦うのは厳しいと言われている。最悪、組織が丸ごと潰つぶされる可能性もあると言われていた。

　だが、まさか〝牙の部隊ダブルタスク〟とは。

　あそこは特定の国が運営しておらず、世界中のＤアーム管理組織が出資していた研究機関だった。ある特とく殊しゆな能力を持つＤアームのみを集めて研究する機関で、その潜せん在ざい能力は世界最さい高こう峰ほうと呼ばれるほどだ。

　それがグングニルによって──

　三倉は淡たん々たんと告げているが、これは弁慶機関で大問題になっているはずだ。

　練司が欲しいと言うより、ネコの手も借りたい状況なのか。

「あらら、そこまで話しちゃったのか」

　男の声に振ふり向くと、病院の正門から歩いてくる人物がいた。

　大して頼たのもしい外見ではないのに、練司は彼を見て安心してしまった。

「課長……」

　ケーキの箱を持っている、痩やせたおじさん。練司が所属する第三課の課長だ。戦闘はからっきしだが、これでなかなかの曲くせ者ものなのだ。

「いやー、変なところで会うねぇ、玄恵ちゃん」

「……どうも」

「ところでさっき話してた人事の件、僕も聞いてなかったんだけど」

「まだ仮決定です。現在、総そう帥すいも交えて話しています」

「あ、そう」

　頷く課長だが、不服そうに見える。

　不服なのは三倉も同じだろう。彼がやってきたせいで、自分のペースで話ができなくなっている。

「……今日のところはこれで失礼します」

　あきらかに不ふ機き嫌げんな顔で、三倉は一礼した。

　ベッドから降り、そのまま歩き去ろうとするのだが、

「ちょっ、待てよお師し匠しようさん！　オレ忘れんなよ！」

　二階の病室で激げき怒どしている医者と押し問答をしているＤアームが叫んでいた。三倉が帰ると知って、窓の穴から飛び降りて三倉に追いつこうとする。

　そして練司たちの横をすれ違う時に、少しだけ立ち止まる。

「悪ぃな！　いっぱい迷めい惑わくかけちまって！」

　邪じや気きのない笑え顔がおで謝られ、練司は返す言葉がなかった。

　やがて彼が三倉に追いつくと、そのまま消えていった。

　暴風雨が過ぎ去ったような気持ちだ。三倉が見えなくなると、練司だけでなく、その場にいた全員が安あん堵どの息を吐ついた。

「玄恵ちゃん、いい子なんだけどね～」

　苦く笑しようする杏だが、まったく同意できない。

「うん、いい子だよ。彼女」

　しかし課長は同意する。

「ちょっと強すぎるのが玉に瑕きずなんだけどね」

　それは欠点と言えるのかどうか。







　全部、三倉が悪いのだ。

　なのに練司は医者からめちゃくちゃ怒おこられた。その練司の上司という事で、課長もめちゃくちゃ怒られた。責任転てん嫁かしたいが、病院側にとってはみんな同じ弁慶機関の人間だ。請せい求きゆう書しよと抗こう議ぎ文ぶんは近いうちに送ると言い置いて、ようやく解放してもらえた。

　そうこうしている間にも練司のケガは悪化したが、とりあえず貸してくれた部屋で寝ねる事ができた。今は新しい病室を用意してもらっている。

　全員分のパイプ椅い子すも用意してもらい、ようやく落ち着く事ができた。

「はい、ケーキ」

　落ち着いたところで、笑顔で箱を差し出す課長。

「あ、どうもありがとうございます」

「わーい、ケーキじゃ！」

　ベッドの練司の手から、薄緑の手まで移動するのに一秒。

「お前なぁ……」

「どうせ練司は食べられないのじゃろ！　だったら妾が食べてやらねばケーキが可哀かわい相そうじゃ！」

　腹が痛くてケーキが食べられないのは事実だが、それにしたってもう少し遠えん慮りよをすべきだろう。と、そこまで考えて、練司に遠慮する薄緑なぞ気持ち悪くて見ていられないだろうと思い至った。

　彼女は自然のままにしているのが一番良い。

　ありのままを受け入れ、下手に逆らわないのが上手に付き合っていくコツだと最近分かった。それは人間でもＤアームでも同じなのだろう。

「課長。それで今日はどのような用事で？」

　騒さわいでいる練司をよそに、ライラが尋たずねた。

「ああ、うん、お見み舞まいのついでに色々話しておこうと思って。もうみんなグングニルの復活は聞いたよね？」

　全員が頷うなずくのを見ると、課長は頭を搔かいた。

「悪いね、今まで話せなくて」

　グングニルというＤアームについては、末まつ端たんの戦闘員には全く知らされておらず、各国のトップが秘密裏りに会談をして対策が講じられてきた。練司はグングニルの存在は知っていたが、それは個人的に目もく撃げきしたからである。

「これね、なんでトップシークレットになってたかって言うと、知られちゃマズい人たちがいるからなんだ。だから全世界的に箝かん口こう令れいが敷しかれてたんだよ」

「そんな人たち、いるんですか？」

　事情がよく分からないが、グングニルは世界中が警けい戒かいしているＤアームだ。それが復活して、かつ野放しにして、得をする人がいるなんて。

「戦争と一いつ緒しよだよ。放ほうっておいたら世界が破滅するって言うのに、それを金かね儲もうけのチャンスにしたがる人間は絶対にいるさ」

「グングニルは戦争と同じって事ですか……」

「危険度はそれ以上だよ。ま、情報が公開されても、動向は予想より落ち着いてるね。一部の企き業ぎようの株価が動いてるけど、そこは予想の範はん囲い内だ」

　Ｄアーム管理組織に類する企業の株だろう。弁慶機関の表向きの顔であるベンケイ警備保障といい、大たい抵ていの組織は隠かくれ蓑みのを持っている。また機関に装備を提供する業者など、つながりは驚おどろくほど多い。そんな下した請うけの人間が今回の事件を事前に知ったら、なるほど大儲けするチャンスになるかもしれない。

「で、だ」

　課長は手を叩たたいて話題を変える。

「グングニルと戦う前に、ロキとの決着もそろそろつけなきゃいけない。そこで練司、君の問題もどうにかしなきゃならない、と」

「……はぁ」

「どうすんの、一条いすかって子？」

　ストレートに訊きかれ、練司は唾つばを飲む。

　一いつ瞬しゆんだけ考え、すぐに自分の意見を述べた。

「俺は、あいつに会いたいです」

「うん、それで？」

「……え？」

　虚きよを突つかれた。

「会ってどうするの？　いや、会いたいのは分かるよ。それで困難を乗り越こえて、お互たがいがようやく会えた。うん、嬉うれしいね。ぎゅっと抱だきしめて、キスしちゃってもいいよ。その先はまぁ、高校生の良識の範囲でさ。そんで、そこからどうするのさ？」

「それは──」

　考えていなかったわけではない。

　いすかは伝承者テイルキーパーであり、秘密結社ロキの使い手。

　つまり敵だ。

　今もテロリストとして弁慶機関から追われている。その捜そう査さは警察にも協力してもらっており、日本全国に包ほう囲い網もうを張り巡めぐらせている。

　そんないすかと出会って、練司はどうするべきなのか。

「いすかは悪い奴やつじゃない。俺が説得して、弁慶機関に保護してもらいます」

「悪い奴じゃないって、そういう保証はあるの？」

「ありますよ！」

　彼女の事はよく知っている。喜んで東京を破は壊かいするようなヤツではない。

「洗脳されてないって可能性は？」

「あ──」

「性格が変わったっていう可能性もあるね。悪い男と付き合ったとかね」

「課長！」

　ベッドから身を起こす練司。

　しかし課長は悪びれる様子もなく、

「可能性の話だよ。でも、ありえなくはないでしょ？」

「……そりゃ」

「君が会いたいのは分かるけど、向こうは会いたくないかもしれないし。会ったところで、その場で斬きられるかもしれないんだよ？　練司の思い通りにいくとは限らない」

　真ま面じ目めな顔で、痛いところを突いてくる。

　自分の考えが、いかに浅はかだったか思い知らされた。そもそもこれは練司の強い想おもいだけで、いすかの気持ちを全く考えていなかった。

　そう、練司を刺さしたのだって故意かもしれない。

「課長！　言い過ぎじゃ！」

　練司の代わりに薄緑が怒った。

「そうです課長。練司はいすかという人に会うために弁慶機関に入ったんですよ？　その気持ちを踏ふみにじるような言葉は慎つつしんでください」

　ライラも怒っている。

　てっきり二人とも課長と同じ意見で練司をなじると思っていたのに。薄緑はともかく、ライラなどは正論が大好きなので、この行動は意外だった。

「んふふ～」

　そんな二人を見た後に、なぜか練司を見て笑っている杏。

「ごめんねぇ、でも、こっちの気持ちも分かってよ」

　課長は拝むように手を合わせると、また話し始める。

「さっきも言ったけど、可能性はいっぱいあるんだよ。練司がそのへんの予定を決めないとさ。最悪、練司といすかちゃんが二人揃そろって逃とう避ひ行こうするかもしれないし」

「なっ!?」

　薄緑が目を見開く。

「……そうじゃな。練司の目的はいすかに会う事じゃからな。目的が達せられた今、そうしても不思議ではない」

「おい薄緑！　何言って──くっ！」

　抗議しようとするも、腹の傷が痛んで喋しやべれない。

「とにかくだ。練司、君には多くの選せん択たく肢しがある。その中のどれを選択するかで、君だけじゃなく弁慶機関の未来も左右されるんだ」

　痛みに顔をしかめる練司の肩かたに、課長の手が触ふれる。

「よく考えて、ちゃんと決めてくれ」

「だから、俺は──」

「自分でしっかり決めたつもりでも、他人の言葉で簡単に揺ゆれるもんだよ」

　そう言われて、練司は思い出す。

　三課の課長の交こう渉しよう力は、弁慶機関にとってなくてはならないもの。今まで数々のノーをイエスに変えてきた課長の言葉は、とても重い。

　未来は無限に広がっている。

　最悪のシナリオは、練司がロキに勧かん誘ゆうされる事だろう。練司としてはいすかと一緒にいられればいいという考えだ。弁慶機関にとって大きな傷いた手でになる。

　だが練司はいすかに会う以外にも、戦う理由ができた。

　今、こうして薄緑やライラが心配してくれているのも、その理念に従って戦ってきたからだ。

　すなわち、人を傷つけるＤアームの根絶。

　その意志が胸にある限り、練司はロキに入る事はない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　練司は課長に告げる。

「いすかは、俺が必ず連れてくる」

「ま、それが一番いいんだけどね」

　薄うすく笑う課長。

「君だって、ライラや玄恵ちゃんを敵に回したくないでしょ？」

「そりゃそうだ。こんなおっかない女とは、絶対に戦いたくないです」

　練司も一緒になって笑った。

　ところがライラは笑わなかった。

「……私は」

　座ったまま、ライラは膝ひざの上の拳こぶしを見ている。

「もしも練司が弁慶機関を裏切ったら、たぶん斬るだろう」

　ライラらしい結論だ。

「練司は友人で、仲間だ。それにいすかという人に会いたい気持ちも分かる。しかし、そんな練司を斬れと命令オーダーされたとしたら、私は斬る。そういう風に鍛きたえられた。だが、その後で後こう悔かいはする」

　絶対にないだろうが、もしもライラを斬れと命令オーダーされたら、練司なら悩なやむだろう。

　だがライラは聡そう明めいだ。自分の美学に従って生きると決めた彼女は、もう少し利己的な考え方をする。

「私は悩みたくないし、後悔もしたくない。ならば──きっと、全て受け入れるのが一番だろうな」

「おいおいおいおい、ライラまで裏切るって言うのかい？」

　課長がイスから腰こしを浮うかせるが、

「そうならないように、事前に手を打つのです。練司、決断するなら私に相談してくれ。私も一緒に考えさせて欲しい」

　それが彼女の結論だった。

　最悪の道に進まないために、助けを求められる相手がいるのは良い事だ。

「ありがとう、ライラ」

　彼女まで巻き込みたくはない。

　そのためにも、しっかり考えなくては。

「……練司よ」

　心配そうな目で見つめる薄緑。

「なんだ、薄緑」

「いや、なんでもない」

　目を伏ふせて、薄緑はそれきり黙だまったままだった。

　いつの間にか皿に載のせていたケーキだが、一口も食べていない。

「それ、食べないのか？」

「た、食べるとも！　妾わらわのモノじゃぞ！」

　そう言いつつも、結局薄緑はしばらくケーキを食べようとはしなかった。

　珍めずらしく見る彼女の憂うれいを帯びた表情は、それでも美しかった。




　　　　＊




　都内某ぼう所しよ。

　複数あるアジトのうち、六ろつ本ぽん木ぎにあるオフィスにＪはいた。机以外には何も置いていない部屋で、ノートＰＣに向かって作業をしている。うちっぱなしのコンクリートの壁かべには、彼女のＤアームであるミョルニルが無言で待機している。

「……？」

　と、Ｊの手が止まった。

　画面にはメールの着信を知らせる表示が。

　その内容を見て、Ｊの顔色が変わる。

「……これは」

　差出人の名は、武たけ守もり歌か深ふか。

　弁慶機関総そう帥すいの名前だ。

　繋つながりのある業者以外には教えていないはずのアドレスを、どうして彼が知っているのか。しかもこれは仕事用ではなくプライベートのアドレスだ。

　内容もふざけた一文のみ。

　──今度お茶でもしませんか？　ご家族も一いつ緒しよに。

　もちろん、そのまま受け取るはずはない。これは交渉の誘さそいだ。ご家族も、と言う事はロキ全員で来いと言っている。秘密の会談ではなく、公式な会議の誘いである。

　どういう意図なのか、大体の想像はつく。

　戦いの相手に交渉を持ちかける時というのは、戦いを止やめたい時だ。

　そして戦いを止める理由は、三つしかない。

　勝ちそうな場合か、負けそうな場合か、どちらも倒たおれそうな場合だ。

　では、今回の場合はどうなのか。

　おそらく弁慶機関でも、大きな動きがあったのだろう。そのためにあらゆる意味でロキが邪じや魔まになったと見える。

　ならば──

「どうしたの？」

　足音に顔を上げるＪ。

　この部屋にはミョルニルしかいない。命令オーダーされない限り動かない彼女が、ドアの方を向いていた。訪問者が現れたのだろう。

「いいわ、通して」

　ミョルニルは無言で頷うなずくと、ドアを開く。

　現れたのは、白い軍服を着た青年だった。

「今度は間ま違ちがえなかったぞ。建物が変わっていても、やはり六本木は六本木だな」

　自信に満ちた表情で入って来たのは、草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　先日、サンシャイン60の地下から解放した、日本最古のＤアームだ。

「来る時には連れん絡らくしてって言ったでしょう」

「しかし私は機械に疎うとくてな。この携けい帯たい電でん話わとやら、操作どころか表示すらよく分からんのだ」

　最新式のケータイを取り出し、タッチパネルをグリグリと押し込んでいる草薙の剣。今度からは老人でも使えるタイプを渡わたそうとＪは心に決めた。

　草薙の剣はロキに入る事はしなかった。

　彼はあくまで日本を守るために戦うと言い張り、誰だれかの命令オーダーで動くのは性しように合わないと語った。その代わり、「お友達」としてロキの構成員とは会うようにしている。彼も現代日本の情報が欲ほしいので、日々ブラついては楽しかった事を報告しにくる。

「今日はどこへ行ってきたの？」

「ああ、生まれて初めてパニーニというものを食べた。外国の食べ物はどれも美味だな。これは人気が出るのも頷ける」

　過去にアメリカを滅ほろぼそうと単身出しゆつ撃げきしようとした上、今でも軍服などを着ているので、てっきり西洋文化を毛け嫌ぎらいしているのかと思えば、意外と現実主義だ。

　封ふう印いんが解かれてから、草薙の剣は戦後の復興の早さに驚おどろいていた。彼の中では、今になってようやく戦争が終わろうとしているのだ。

「Ｊよ、何か困った顔をしているな」

「まぁね」

「私では力になれぬかな？」

「いいのよ。あなたの力は無む闇やみに振ふるっていいものじゃない。その時が来たら手伝ってもらうから」

「グングニルとか言う戦術神器だな。まぁいい、その時まで日本を楽しむとしよう」

　などと言うが、草薙の剣が退たい屈くつしているのは分かる。

　目的もなく歩くのはいいが、一つくらい道を示してもいいのかもしれない。

「あ、そうだわ」

　道という単語で、ふとＪは思い出す。

「だったらあなたに頼たのもうかしら。戦う仕事じゃないけど」

「何でも言ってくれ。お前には金や住処すみかを都合してもらった恩がある」

「ちょっとした事件で、道を失いかけてる子がいるの。助けになってもらえないかしら」

　あの戦いから一週間が過ぎるが、彼女とはいまだに連絡がとれない。居場所は分かっているのだが、電話やメールにも反応しない。

　一度、瀬田の家に見み舞まいに行ったそうだが、どちらが見舞われているのか分からないと報告を受けた。泣いてばかりのいすかを、ケガ人の瀬田が慰なぐさめるという構図が容易に想像できる。

　そんな彼女にとって、草薙の剣は劇薬に近いかもしれない。

　だが荒あら療りよう治じでも立ち直って欲しい。

　もうすぐ大きな戦いが待っている。戦力は一人も欠けてはならない。

　そんな事務的な理由とは別に、Ｊの心に別の感情が芽生えている事にも気づいている。

　彼女──いすかに対する、罪悪感だ。

　世界のためなら何人死んでも構わないと思っていたＪだが、凍とう結けつさせた心の中にそういう感情がまだ残っていた事に、自分でも驚いている。

「うむ、承知した！」

　理由も事情も聞かずに、草薙の剣は了りよう承しようする。

「私の力を切れ味だけでなく、相談事に使おうとは慧けい眼がんだな。私はそういう力も持っているのだぞ」

　任せろと言わんばかりに胸を叩たたく草薙の剣。

　言葉の真しん偽ぎはともかく、今は他ほかに頼たよれる人材がいなかった。

「よろしく頼むわ」

　Ｊは頷くと、今しがた来たメールに対する返信を書き始めた。
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　新しい病室を用意してもらった練れん司じは、迷めい惑わくついでにトレーニングの許可を申しん請せいした。リハビリでは生なま温ぬるい。今よりもっと強くならなくてはいけない。だから病院にいる間も身体からだは鍛きたえたかった。

　そう医師に告げると、「今まで許可を取ろうとした弁べん慶けい機関の人はいなかったよ」と感動していた。この病院は弁慶機関の人間がよく入院するため、そういうトラブルは日常茶さ飯はん事じだったらしい。

　死んでも知らない、という医師にあるまじきお墨すみ付つきをいただいたので、練司はそれから一週間、ひたすら剣の練習を続けた。なぜか病院に置いてあった竹刀しないを手に、ヒマさえあればそれを振り続けた。

「ふうっ……」

　竹刀の素す振ぶりを終えると、練司は空を見上げた。

　五階建ての病院の屋上から広がる景色は、あまりパッとしない。周囲にもっと高いビルが並んでいるからだ。それでも午後の落ち着いた空気は身体を元気にしてくれる。汗あせをかいたので、ジャージのファスナーを開けて風を送り込む。

　一週間で、腹の傷はほとんど治った。

　杏あんが持ってきてくれたロキ製の薬が効いたのだろう。Ｄアームの知ち恵えをもってして作られた薬は、効能も神クラスというわけか。

　完全に治ったら、いすかに会いに行きたい。

　その想おもいを胸に、練司はトレーニングを続けてきた。

「もっと、強くならねぇと……！」

　クラウ・ソラスに馬ば鹿かにされたままでは男がすたる。もっと強くなって、いすかの横に並び立てる伝承者テイルキーパーにならなくては。

　今のままだと薄うす緑みどりの信しん頼らいすら勝ち取れない。

　あの日から、彼女の様子もおかしくなった。

　──きっと、俺が弱いからだ。

　戦う度たびに悩なやみ、傷ついている練司など、義よし経つねに比べたら雑ざ魚こ同然だ。

　だから薄緑に認められるように、強くなる。それは今に限らず、契けい約やくした時から思っている事だ。

　いすかが手の届く所にいると分かった今でも、やる事は変わらない。

　きっといすかが側そばにいたとしても、練司は鍛え続けるだろう。今度は彼女を守れるように。

「練司さーん！」

　明るい声が屋上にやってきた。

　階段に続くドアを開けたのは、島しま原ばら糸いと。

　中学校の制服を着ている。きっと学校が終わってから、飛んできたのだろう。

「おう、糸！」

　彼女には入院してから家の事を頼んでいる。特に放ほうっておくとキノコが生えそうな生活をしている杏に人間らしい生活をさせるためには、糸の協力が必要不可欠だった。

　他にも必要なものを届けてもらったりと、何かと働いてもらっている。退院したらお礼に何をすべきか、まだ決めかねていた。

「どうですか、お腹なかの具合は？」

「ああ、ほとんど平気だ。もうすぐ退院できそうだ」

「すごいですねー！　普ふ通つう、お腹刺さされたら痛くてずっと寝ね込こんでますよ！」

「いや普通は死ぬだろ……」

　練司の腹を撫なでて喜ぶ糸。少しも痛まないわけではないのだが、糸の手前、平然としているほかない。

「で、今日はどうしたんだ？」

「そうそう、それです！」

　心なしか、怒おこっているようにも見える糸。

「練司さん、課長さんから聞きましたよ！」

「え、何が？」

「弁慶機関を裏切っちゃうかもしれないって！」

「だーかーらー、裏切らないって言ってるだろうが！」

　またこの話をしないといけないのか。

「でも練司さん、いすかって人に会おうとしてるんですよね？　サンシャインにいたロキの伝承者テイルキーパーなんでしょ？」

「そうだけど、会ったからって裏切りにはならないだろ」

「でもでも、二人でどこかへ逃にげちゃうかもしれないって」

「……そういう可能性もあるってだけだ。俺は逃げないし、ロキに寝返ったりもしないよ。いつまでも弁慶機関にいるさ」

「そうですか……よかったぁ」

　安あん堵どの息を漏もらす糸。

「なぁ糸。俺って、そんなに裏切りそうに見えるか？」

　そこまで信用されてないのは、少し傷つく。

「そういうわけじゃないんです。ただ──」

　練司の表情を見て、糸は慌あわてて訂てい正せいする。

　言葉に迷っている糸だが、やがて俯うつむいて苦く笑しようする。

「えっと……えへへ」

「？」

　たった数秒の恥はじらいだが、彼女には長い時間だっただろう。

　そして顔を上げた糸は、頬ほおを赤らめながらこう続けた。

「ただ、練司さんがいなくなっちゃったら、寂さびしいなって」

「糸……」

「だって今の私がここにいるのは、練司さんに助けてもらったおかげですから。せっかく伝承者テイルキーパーになって弁慶機関に入ったのに、そこまで導いてくれた人がいなくなるのは嫌いやですよ……」

　その通りだ。誘さそうだけ誘って、自分だけ抜ぬけるのは卑ひ怯きようだ。

　練司も理解している。もはや弁慶機関とは練司だけの場所ではない。練司と繋つながる様々な人間がいる、かけがえのない職場だ。

　その中には糸も入っている。

　一いつ緒しよに暮らし始めて日は浅いが、練司は彼女の事を妹のように思っている。薄緑や杏といった破は天てん荒こうな住人に揉もまれたせいか、家ではダラける事も甘える事も覚えてきた。そんな素す直なおな糸が、練司は好きだった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、糸」

　練司は糸の頭を撫でる。

「俺はどこにもいかない。いすかには会いたいけど、勝手な真ま似ねはしない。誰だれも傷つかないような方法を考えるさ」

「……はい！」

　糸は頭を撫でる練司の手に触ふれ、強く頷うなずいた。

「よかったです、練司さんがちゃんと考えてて！」

「お前、俺の事を欲望に忠実に生きる蛮ばん族ぞくみたいに思ってないか……？」

「いやいや、もしも練司さんが裏切るような事があったら、私もついていこうと思ってましたから！」

「ブッ！」

　思わず噴ふき出してしまった。

「何言ってんだ糸！」

「だって私の居場所に練司さんがいないのはヘンですもん」

「お前の方こそ、ちゃんと考えろ！」

「考えてますよ！　きっと私だけじゃなくて、ライラさんも同じだと思いますよ」

「はぁ!?」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんな糸はともかく、ライラがついてくるわけないだろうに。そもそも裏切り者についていく道理がない。

「と、とにかく！　俺は裏切らないし、命めい令れい違い反はんもしない！」

「はいっ」

　咳せき払ばらいをする練司を見て、おかしそうに笑う糸。そんなに動どう揺ようして見えたのか。それとも動揺させるために糸がついたウソだったのか。

　甘えたり困らせるだけでなく、こういう真似もしてくれるとは。

「けど、俺が迷ったら──また背中を押してくれ」

　救われたのは糸だけではない。

　彼女の真しん摯しな気持ちがあったからこそ、今の練司がいる。

　恩を感じているのは彼女だけではないのだ。

「任せてくださいっ！」

　細い腕うでを持ち上げる彼女は、いつも通りで安心する。

　そろそろ病室に戻もどろうと、竹刀を担かついだ時だった。

「あ、練司くん。そこにいたのね」

　階段を昇のぼってくる看護師。

「あのね、さっき弁慶さんからお電話いただいたんだけど、至急送って欲しい書類があるんだって。今日が期限だとか」

「書類？　何のヤツですか？」

「見み舞まい金きんの書類とか言ってたわね」

　はて、そんな書類はもらった覚えがない。

　こういうものはライラが管理しているはずなのだが──







　ライラに電話をして、ようやく真相が判明した。

　なんと書類は薄緑に預けていたらしい。

　アイツの事だ、きっと遊びに夢中で忘れていたに違ちがいない。さっさと書類のありかを訊きいて送り返さねば。

　そう考えながら病院内を歩き回っていた練司だが、事情が変わった。

　病院の休きゆう憩けい所で薄緑を見つけたのだが、様子がおかしいのだ。

　泣いている。

　それも、練司の書類を持って。

「……薄緑？」

　思わず声をかけても、彼女は返事もしない。

　ペンを持ったまま涙なみだを拭ふこうともしない。

「おい、どうしたんだ？」

　その書類によほど都合の悪い事実が書かれていたのだろうか。背後から歩み寄って、彼女が持つ書類を取り上げる。

「あっ」

　ようやく練司の存在に気づいたらしい。

　薄緑は袖そでで涙を拭いてから、

「何をするのじゃ！」

　と、カラ元気を出して書類を奪うばい取る。

　一いつ瞬しゆんだけ書類が見えたが、特におかしな点は見あたらなかった。もしかしてとんでもない大病を患わずらっているのではとドキドキしたのだが、あいにく練司のケガは普ふ通つうだった。命に関かかわる大ケガだったが、それでも普通と言えるのが弁慶機関の日常だ。

「なんで泣いてるんだ？」

「な、泣いてなどおらん！」

「けど、今──」

「ええい、うるさいうるさい！」

　持っていた紙を練司に押しつける薄緑。気き恥はずかしいのか、そっぽを向いてしまう。

　苦笑しつつ、改めて書類を見るが、やはり変な箇か所しよはない。

　しかし一部の記入欄らんが埋うめられてあった。

「これ、薄緑がやってくれたのか？」

　そういう事か。練司に代わって書類を書いてくれたのだ。

　珍めずらしく殊しゆ勝しような真似をするではないか。
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　練司に褒ほめられるのが嫌で、隠かくしていたわけだ。

　だが──ならば、どうして泣く？

「……すまぬ。妾わらわには途と中ちゆうまでしか書けなかった」

「ああ、いいよいいよ。分からないところもあるだろ。ハンコもいるし」

　名前と住所と電話番号くらい書いてあれば充じゆう分ぶんだ。残りは自分でちゃちゃっと記入して提出すればいい。

　練司にとっては、その程度の問題だった。

「──分からぬのじゃ」

「え？」

「妾は、お主の生年月日を知らぬ」

「ああ。そういや教えてなかったな」

「お主の両親の職業も知らぬ。お主の交友関係も知らぬ。好きな色、嫌きらいな虫、学校での成績──それらを、妾は知らぬのじゃ。パートナーのくせに」

　言われてみれば、それらを彼女に教えた事はない。

　これまで最悪の関係だったし、戦いを通じた契けい約やくだったので教える必要もないと考えていた事だ。

「そう思ったら、涙が出た。すまぬ」

　今、薄緑はそれを知ろうとしている。

　嬉うれしいが、彼女はどうしてそう思ったのだろう。

　分からない。

　いつもの薄緑からは想像もつかない反応で、練司も驚おどろいている。

　いや、思い返せば最近の薄緑は様子がおかしかった。

　クラウ・ソラスが来たあの日からだ。

　彼が薄緑に特別に何か言ったとも思えないが。

「妾は先に戻る。書類の残りを頼たのんだぞ」

　そう言って、薄緑は廊ろう下かを小走りに去っていった。

「……なんだってんだ」

　練司は彼女を追いかけもせず、ずっと書類を眺ながめている。

　あの、泣いている薄緑の顔。

　それが最後に会ったいすかの顔とダブって見えてしまい、頭の中から追い払はらうのに数分を要した。
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　夜空に伸のびる、白く細い腕。

　掴つかめそうで掴めない月に自分の手を透すかし、一いち条じよういすかはそっと目を伏ふせた。雑居ビルの屋上には誰もおらず、外の喧けん噪そうからも遠ざかるので非常に落ち着く。反面、誰にも触れられないので寂さびしい。

　けど、その寂しさが自分には似合っている。

　いすかは誰にも顔を見せられなかった。

　会いたくないという意味もあるが、今のいすかは自分でも分かるほど醜みにくかった。頬ほおはげっそりと痩こけ、目の下のクマもひどい。

　一週間ほど眠ねむっておらず、ほとんど食べていない。

　それでも身体からだが睡すい眠みんと食事を欲ほつしないのだ。

　理由を考え、いすかはある結論に達した。

　自らが死に近づこうとしている。

　後こう悔かいと罪悪感、そして取り返しのつかない想おもいが内部からいすかを殺そうとしているのだ。そして、それに抗あらがえない自分がいる。

　このままじゃ、いけない。

　理り屈くつでは分かっている。

　けど──

「いすか」

　背後の声にも、振ふり向く事はしない。

「……いい加減、目を覚ましておくれ。君が辛つらいと、僕も辛い」

「あなたには関係ないでしょ」

　冷たく言い放つ。

「関係あるよ。君と僕は契約関係にある。このまま立ち直ってもらわないと、僕たちはいずれ死んでしまう」

「…………」

　自分の身体を抱だきしめる。

　恐きよう怖ふで狂くるいそうになる。

「私の剣けんは、練司を傷つけるために使うものじゃないのに──一番傷つけたくない人を傷つけて、それで笑っていられるわけないよ」

「練司は気にしていなかった！　いすかを許すと言っていたよ！」

　クラウ・ソラスは練司のいる病院までわざわざ行ったそうだ。そこで弁慶機関の幹部に狙ねらわれ、なんとか逃にげ帰ったと聞く。そうまでしてくれて、本当に嬉しい。だけど今のいすかはそれすらも向き合えない。

「……練司なら、きっとそう言うよ。私だって練司に刺さされても許せるもん」

「それなら──」

「けど、それからどうすればいいの？」

　いすかは屋上の柵さくに手を乗せ、遠くの夜空を見る。

「練司を傷つけて、それを忘れてまたグングニルと戦えって言うの？　せっかく練司が私を追いかけてきてくれたのに、それを無視して命を懸かけろって言うの？」

　いすかの顔が歪ゆがむ。

「──会いたいよ」

　閉じた目から、涙がこぼれた。

　こんな時、練司ならどうしていたか。

「会いたい。会えば、きっと元気になれる」

　きっと練司なら、すぐに飛んでくるだろう。

　そして、普段のいすかなら、同じ行動を取っていた。

　ならば、そうするべきなのかもしれない。

「……練司に、会いに行く」

「それは、ダメだ」

　暗い声のクラウ・ソラス。

「どうして？　私は練司に会って、刺した事を謝りたい。いや、普通はそうしなけりゃダメだよ。だって刺したのは私だもん」

「謝罪なら僕がした。これ以上の接せつ触しよくは危険なんだ」

「──グングニルとの戦いに巻き込むから？」

「うん。練司たちの力じゃ、まだグングニルとは戦えない。巻き込めば、必ず死んでしまう。伝承者テイルキーパーになったのなら、その確率はさらに上がる」

　冷静に分ぶん析せきするクラウ・ソラス。

　聞けば練司が契約したＤアームは、日本の名刀らしい。非常に強いポテンシャルを秘ひめているそうだが、神話クラスのＤアームと戦うには力不足だ。

　グングニルの規格外の力は、直接戦ったいすかがよく知っている。

　過去、クラウ・ソラスより強いＤアームに出会った事がなかった。Ｊが持っているミョルニルですら凌りよう駕がすると思っている。しかし、それでもグングニルを相手にするのは恐おそろしいと感じる。

　そんな戦いに練司を巻き込めない。

　だから想いも全すべて封ふう印いんしたのに──

「どうして──クラウ・ソラスは私の邪じや魔まをするの？」

　初めて感じる、怒いかり。

　相棒の言う事に従って、今まで戦ってきた。

「邪魔なんてしていない。僕はいすかのために言っているんだ」

「本当に練司に会わない事が、私のためになるの？」

　今は、そう感じられない。

　気持ちが不完全燃焼して、燻くすぶっている。

「いすか……！」

　クラウ・ソラスはそんないすかを見て動どう揺ようしている。

　そうだろう、いすかは今までクラウ・ソラスの言う通りに動いてきた。

　お互たがい、ただ一つの目的のために契約した。

　すなわち、グングニルを倒たおして生き残る。

　クラウ・ソラスは外見の通り、とても素す直なおな良い子だ。だからこそ純じゆん粋すいにいすかに接してくる。そのまっすぐさに助けられた事もあれば、幼さにイライラした事もある。だけどこれまで、何度も辛い困難を乗り越こえてきた。

　もちろん彼に悪気がない事は、いすかも知っている。

　今までグングニルに狙われ続けていたせいで、心しん配ぱい性しようになっているのだ。彼の言うリスクは充分承知している。

　それでも、そのリスクを越えてまで、会いたいと思ったのだ。

「──練司」

　この東京のどこかにいるであろう、大切な人を想って月を見上げる。

　すると、月の表面に何か黒い影かげが見えた。

「あれ？」

　その影はどんどん大きく──いや、こちらに近づいている。




「ここにいたか！　探したぞ！」




　なんと、空から人が降ってきた。

　いすかたちの雑居ビルの柵の上にふわりと着地し、優ゆう雅がに立ったままこちらを見下ろしているのは──白い軍服を着た男の人。

「な、な、な……！」

　あまりの出来事に、声が出ない。

　いったい誰だれだ。いや、何だ。

「君は!?」

　知っているかのような口ぶりのクラウ・ソラス。

　そんな彼を無視して、男はいすかを見る。

「お主が一条いすかだな？」

「は、はい」

「Ｊからの頼みで、お主の面めん倒どうを見に来た」

「はい？」

「私の名は草くさ薙なぎ。日本最古の戦術神器──ああ、お主ら若者の間ではＤデーあーむと呼ばれていたのだったか」

　Ｄアーム、草薙の剣つるぎ。

　サンシャイン60の地下に眠っていた、禁断の武器。

　それがどうして、いすかの面倒を見に来たのだろう。

「うむ、見ればお主、貧相な面つら構がまえだな」

　ハッキリと言うではないか、このＤアーム。

「帰ってください」

　だからいすかもハッキリと告げた。

「そうはいかぬ。私はＪに頼たのまれたのだ。遂すい行こうするまで帰るわけにはいかぬ。どうもお主は何かよからぬ考えに囚とらわれているように見受けられるが」

「…………」

　返事のないいすかを肯こう定ていと受け取ったのか、草薙の剣は柵の上から降りて、いすかの隣となりに立った。

「話してみるが良い。私なら力になれるかもしれんぞ」

「そんな事……！」

「ないと思うか？　これでも私は長い時間、数多あまたの人間の悩なやみを聞いてきたのだぞ。神官や巫み女こだけでなく、大名や農民まで、あらゆる者が私を頼たよったものだ。時折、こっそり助言をした事もある」

　神社に奉たてまつられていた神剣に対し、多くの人が願い事をしたわけか。伝説などにある神しん託たくの裏側には、こういうタネがあったわけだ。

「君、確か名な古ご屋やの熱あつ田た神じん宮ぐうにいたんだっけ？」

　クラウ・ソラスの言う神社は、いすかの記き憶おくにはない。

「表向きはそうなっているがな。これでも多くの神社を転々としたものよ。さて娘むすめ、これで私の実績は分かっただろう。現代では悩み事を聞く商売もあるそうだが、この私は金など取らぬ。遠えん慮りよせずに話してみろ」

　どうするべきか迷い、クラウ・ソラスを見る。彼は肩かたをすくめて苦く笑しようしていた。いすかも同じポーズを取りたい気分だ。きっと拒きよ否ひしても無む駄だなのだろう。

　どのみち、悩みを他人に話せば楽になるかもしれない。クラウ・ソラスも聞き飽あきただろうし、ここは一つ頼ってみるのも手だ。

「じゃあ、話します」

「うむ」

　嬉うれしそうに頷うなずく草薙の剣。どっちが悩みを相談するのか分かったものではない。

「私、好きな人のために戦っていました。だけど手て違ちがいでその人を刺しちゃったんです」

「それは心中か？　この時代にも、まだそういう文化があったのか」

「違います！　死にたくもないし、殺したくもなかったんです！」

「その男は死んだのか？」

「いえ──」

「会う事はできぬのか？」

「そんな事はないんですけど……」

「会いたくないのか？」

「いいえ、会いたいです。けど……」

「ははぁ、さては遠くに住んでいるのか」

「すぐ近くの病院なんです。けど……」

　この話、前にも瀬せ田たとした気がする。

　しかし草薙の剣の反応は瀬田と大きく違っていた。

「なんだ、ならば話は簡単ではないか！」

　合点がいったとばかりに頷くと、手が伸のびた。

「へっ？」

　いすかの腰こしに手が回ったと思うと、瞬しゆん時じに抱だきかかえられた。

「えっ？　えっ？」

　太くはないが力強い腕うでにがっしりと抱かれ、いすかは身動きが取れなくなる。

「いすか！」

　クラウ・ソラスが駆かけ寄るも、

「ほれ、そこの子供も来い！」

　もう片方の手で肩に担かつぎ上げられるクラウ・ソラス。

「ええっ!?」

　何が起こっているのか把は握あくする前に──




　いすかの身体からだが飛んだ。




　草薙の剣から放たれる剣気がビルの柵さくを掴つかみ、持ち上げると三人の身体が宙を舞まう。さらに別の剣気が触しよく手しゆのように伸び、別のビルを掴む。その反動でまた高く飛ぶ。

　空中で何度もジャンプをしているかのようだ。

　見えないジェットコースターに乗っているかのようで、内臓がフワフワと浮ういている感覚になる。

「ハッハッハ！　さぁ、行くぞ！」

　いすかを抱きながら、何が楽しいのか大笑いする草薙の剣。

「会いたいのなら、会えばいい！　それが解決法だ！」

　まさに問答無用。

　言葉のやりとりなど無視して、強ごう引いんに連れて行ってしまう。

「あ、あのっ！」

「見てみろ、下を！　美しい街ではないか！」

　草薙の剣に言われて下を見る。

　高度二百メートルほどから見える東京の街は、本当に美しかった。ネオンに照らされた地面がキラキラと宝石箱のように輝かがやいている。

　いすかは東京が好きだった。

　便利だし、交通手段が充じゆう実じつしているという実用的な理由もあれば、おしゃれな人が多いという憧あこがれもある。それに他県からはどこも開発されている印象を持たれているが、自然はかなり残っているし、ゴミなども少ない。

　そして何より、大好きな人たちがいる。

　この宝石の一つ一つが、彼女が守りたかったものだ。

「ところで娘よ」

「は、はいっ！」

「その男はどこにいるのだ？」

「今ごろそれを訊きくの!?　文ぶん京きよう区くの病院だよ！」

「あいわかった！　しっかり掴つかまっていろ！」

　いすかたちの身体が大きく跳はねる。

　草薙の剣は複数の剣気を飛ばして、あらゆる場所を掴む。迷いもなく進んでいく姿は頼もしいが、話を聞かない性格は困ったものである。

「けどね、草薙さん、私──」

「考えるな、娘よ」

　言いかけたいすかの言葉を、草薙の剣はぴしゃりと止める。

「どうせ人の命は短く、儚はかない。ならば思うように生きよ。進みたいと思った道に進め。それこそが人生を謳おう歌かする秘ひ訣けつだ」

「……！」

　Ｄアームの視点で見れば、いすかの悩みなど砂すな粒つぶほどに小さいだろう。

　いや、いすか以外の人間が見ても、とるに足らない事なのかもしれない。

「小こ僧ぞう、お主もだ」

　草薙の剣の矛ほこ先さきはクラウ・ソラスにも向けられる。

「娘を後ろから見守るのも結構だが、時には背中を押してやれ。水は一所に留とどまると澱よどんでしまうからな」

「……そうかもしれない」

　クラウ・ソラスはそういう性格だった。いすかが悩めば一いつ緒しよに悩み、いすかが喜べば一緒に笑ってくれる。だけどいすかに反発する事はあまりなかった。

「だから、たまには私のような強い人間に背中を押されてみるのも良かろう」

「自分で強いとか言わないでよ」

　思わずツッコミを入れるいすか。

　その間まが、いつも練司に対するタイミングと似ている。

　そう思ったら、なんだか笑えた。

「プッ……アハハハハハ！」

　自分は何をやっているのだろう。

　こんな時間に、こんな上空で。

　日本最古のＤアームに説教されながら、空をジャンプしている。

　こんなの、誰に話しても信じてもらえなさそうだ。

「アハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　腹の底から笑いが出た。

　こんなに笑ったのは久しぶりだ。

　しかも、こんなに馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由で。

「アハハ、アハハハッ！」

「楽しいか、娘！」

「うん！」

　いすかは腹の底から返事をする。

　まだ自分は動ける。

　背中を押してくれれば、まだ進める。

「草薙さん」

「なんだ、娘」

「連れて行ってくれて、本当にありがとう」

　いすかは草薙の剣の服をぎゅっと掴んだ。

「うむ！　もうすぐ文京区だが、どこに行けばいい？」

　下を見ると、大きなビルとジェットコースターが見えた。あれは東京ドームシティだ。大きなビルは東京ドームシティホテルだろう。あの奥に東京ドームがあるはず。

「もう少し左──あのへんだよ」

　クラウ・ソラスが指さすのは、ホテルの左側にある公園。山手線の駅周辺だというのに、鬱うつ蒼そうとした森のように見える。

「では、そこで降ろそう」

　草薙の剣が剣気を伸ばすと、もう一度高く跳ちよう躍やくした。

　そして指定された森の中に飛び込む。

　着地したのは、公園の中の歩道。

　街灯も何もない、静かな公園だった。

「ここは……」

　中央に、大きな池。

　すでに桜の季節は終わっているので、枝だけの垂しだれ桜がちらほら。それに松の木が多く見られる。時代劇に使われそうな、古い日本の庭園だ。いや、どちらかと言えば中国っぽい雰ふん囲い気きもある。

「小こ石いし川かわ後こう楽らく園えんだ」

　答えたのは、草薙の剣。

「はて、以前はこのあたりに兵器工こう廠しようがあったのだが。見えぬな」

「戦争に使われてたんですか？」

「私の知っている時代では、そういう場所だった。しかしもともとは中国の意い匠しようにかぶれた水み戸との小僧が作ったものだ。見物以外の用よう途とはないぞ」

　水戸の小僧、と草薙の剣は言うが、きっと大名とかそのくらい偉えらい人なのだろう。そうでなければこんなに美しい庭園が現代まで保存されているはずがない。

　そして、多分ここは入場料が必要だ。あとで払はらっておこう。

「さあ行け、いすかよ。想おもい人に会ってこい」

「はい！　ありがとうございます！」

　いすかは大きく頭を下げ、練司のいる病院の方角を見る。

　小石川後楽園からは、もう一キロも離はなれていない。

「行こう、クラウ・ソラス」

　相棒に向かって手を差し出すいすか。

　が、クラウ・ソラスはあさっての方向を見ていた。

　いすかと草薙の剣も、そちらを向く。

「あ──！」

　息を呑のんで、一歩後ろに下がった。

　街灯もつかない、暗い公園の木こ陰かげに人が隠かくれていた。

　いや違ちがう、隠れてなどいない。

　その人間は木々の間から堂々とこちらに歩いて来る。

「あの人は……っ！」

　驚きよう愕がくするクラウ・ソラス。

　どうやらその人物を知っているようだ。

「予想通りですね。若わか林ばやしさんを張っていれば、必ず向こうからやってくると思っていましたよ」

　スーツの女性。

　身長はいすかより低いが、きっと大人なのだろう。武器も持たずに全身をさらけ出して歩くその姿は、余よ裕ゆうと言うより圧あつ倒とう的てき勝者の風格すら窺うかがえる。

　素す手でなのに、身体の底から震ふるえが来る。

　きっと彼女から漏もれている剣けん気きのせいだろう。

「ああ、三み倉くらか」

　草薙の剣も知っているようだ。

「弁慶で最強の女だ」

　簡潔に説明してくれた。それだけで全すべて理解できる。

「お久しぶりです、草薙さん。散歩を堪たん能のうされているようですね」

「いかにも。この時代は楽しいな。見るもの全てが新しく、人類の発展を感じさせてくれる。私も生きている実感が湧わく」

「そんな時に大変心苦しいのですが、再び鉄てつ塊かいに戻もどっていただきます」

「それはできぬ。私は彼女を送り届ける使命があるからな」

　草薙の剣はいすかを見る。

「さぁ行け、いすか。ここは私に任せろ」

「で、でも！」

　弁慶機関で最強の女と言った。

　草薙の剣ですら凌りよう駕がする力を持っているのではないのか。

「……黙だまって行かせるとでも？」

　三倉が両手を降ろした。

　戦せん闘とうの構えではない。ただ両手を自由にしただけだ。

　それなのに、すさまじい剣気が膨ふくれあがっている。

「行け、いすか」

　草薙の剣の言葉は揺ゆるがない。

　彼の全身から、三倉にも負けない剣気が飛び出した。

　三倉を威い嚇かくしているのではない。

　その剣気は無数の触しよく手しゆになり、そのうちの二本がいすかとクラウ・ソラスの身体からだを掴つかんだ。ヘビに巻き付かれているような不自由さを感じた瞬しゆん間かん、身体がふわりと浮ういた。

「きゃあっ！」

　いすかは飛んだ。

　正確には投げ飛ばされたのだ。

「草薙さん！」

　徐じよ々じよに遠くなっていく草薙の剣は、いすかを見て指を二本立てた。こんな時でもキザなポーズで決める彼に、いすかは少しだけ安心する。

　もう一度夜空を舞まいながら、いすかは考える。

　小石川後楽園に、最強のＤアームと伝承者テイルキーパーがいる。

　この後に待っているものは──







「追いかけないのか？」

　いすかを投げた方向を見ながら、草薙の剣は問いかける。

「……仕方ありません」

　三倉は残念がるが、それが嘘うそだと言う事を草薙の剣は知っている。なぜなら彼女の能力ならば、いすかを追う事は簡単にできるからだ。

　最初から三倉が草薙の剣を狙ねらっていたのかは分からない。いすかとクラウ・ソラスを尾び行こうしていたら、思わぬ所で草薙の剣と出くわしたため、急きゆう遽きよそちらにターゲットを変えたというのが妥だ当とうなところだろう。

「そういえば後楽園球場がなくなっていたな。今では野球はやらぬのか」

「現在は東京ドームという施し設せつがあります」

「ほう、あの卵のような場所がそうか！　今度じっくり見てみたいものだ！」

「残念ですが──鉄塊の中からでは見られませんよ」

　手をゴキリと鳴らす三倉。

　無表情に見えるが、その顔は愉ゆ悦えつに歪ゆがんでいる。

　それが草薙の剣には分かる。

　強い者が、より強い者を欲ほつするのは道理。

「Ｄアーム〝草薙の剣〟──弁慶機関の手を逃のがれ、秘密結社ロキに手を貸した罪で拘こう束そくさせてもらいます」

　三倉は近くの松の木に触ふれる。

　その松の木が揺れた。

　地面が振しん動どうし、周囲の土が盛り上がる。

　断続的な低い音を立てて、松の木は根本から引っこ抜ぬかれた。

　それを片手で持ち上げている三倉は、相変わらず無表情。

「ふむ、その怪かい力りきは相変わらずだな──」

　草薙の剣が感心していると、

「おわっと！」

　三倉が持ち上げた松の木から、人が落ちた。

　身体の大きな金きん髪ぱつの男。三倉のＤアームだ。三倉の二倍は身長がありそうだが、余裕のある笑えみや殺気を出さない態度が、どこか憎にくめない。衣い装しようも大きなジャケットに革かわのズボンといった、そこらへんのチンピラのように見える。

「オイコラァ！　なんでよりによってオレがいる木を抜くんだよ！」

「たまたま近くにあったもので」

「Ｄアームが伝承者テイルキーパーの近くにいるのは当たり前だろーが！」

　怒ど声せいを浴びせるＤアームだが、三倉は完全に聞き流している。彼女にそれ以上何か言うのをあきらめたのか、Ｄアームは指の骨をゴキゴキと鳴らす。

「おーし、そんじゃ一丁暴れさせてもらうぜ！」

「いいえ、あなたはここで待機です」

「はぁ!?」

　大きな身体を屈かがめて三倉に顔を近づけるＤアーム。

「草薙さんには伝承者テイルキーパーがいません。それは片手で戦うようなもの。ならば私もＤアーム抜きで戦うのが筋というものでしょう」

「ほう──」

　裏を返せば、Ｄアーム抜きでも勝てる自信があるわけだ。

　舐なめられている。

　日本最古のＤアームを嘲ちよう笑しようする人間がいるとは。

「ザケんなコラ！　こちとら最近身体がなまってんだ！　みんなお師し匠しようさんが持っていっちまうからよぉ！　少しは俺にも遊ばせろ！」

「落ち着きなさい。ほら、バナナでも食べて」

　スーツの懐ふところからバナナを取り出す三倉。

「バカにすんなゴラァ！　誰だれがこんなバナナなんかで引き下がるか！」

「いらないのなら、私が食べますが」

「いらないなんて言ってねーだろうが！」

　三倉の手からバナナをひったくり、皮を剥むき始めるＤアーム。猛もう獣じゆうのように凶きよう暴ぼうな剣気を持つＤアームだが、三倉はその御ぎよし方が上手なようだ。まるで猛獣使いだ。

「お待たせしました、草薙さん」

　三倉は何も持っていない両手を広げる。

　それで戦闘態勢は整っているようだ。

「クックック……！」

　血が滾たぎる。

　きっと三倉も同じような気分なのだろう。

　本当にこの時代は、予想もしなかったものがたくさん現れる。

　だから現代は面おも白しろい。

　草薙の剣は舌なめずりをして、剣気でできた八つの触手を振ふり上げる。

　その全てを三倉に向かって振り下ろした。




　　　　＊




　突とつ如じよ襲おそってきた激しい悪お寒かんに、練司は思わず身を震わせる。

「なんじゃ!?」

　病室で一いつ緒しよに携けい帯たいゲームをしていた薄緑も顔を上げた。

　ビリビリと振動する窓ガラス。

　目にも耳にも感じられないが、身体の奥底で分かる。

　これは強大な剣けん気き。

「どこだ──？」

　窓の外を見るが、ビルに隠かくれていて分からない。

　すぐにライラに連れん絡らくを取ろうとするが、病室で携帯電話は使えない。

　震えるほど大きな剣気が解放されているのは、誰かが力を使ったからだろう。つまり近くで伝承者テイルキーパー同士が戦っているのか。

　またロキが襲ってきたのか。

　──こんな時に、俺は何もできないのか。

　悔くやしさに歯は噛がみする練司。

「逸はやるな練司」

　薄緑が肩かたに手を置く。

「本来、こういう時に出動するのは一課じゃろう。お主に出番はない」

「あ、ああ……そうだった」

　普ふ段だんは何でも屋の三課に所属していたはずなのに、どうしても焦あせってしまう。

「どういうわけか、いつも俺が矢や面おもてに立ってたからな」

「お主、そういう体質なのかもしれんぞ」

「雨男みたいに言うなよ」

「殺人事件に遭そう遇ぐうしやすい探たん偵ていもいることじゃし、不思議ではなかろう」

　それはさっきまで薄緑が読んでいたマンガではないか。

「別に戦いたいわけじゃねぇよ」

　練司は窓の外をもう一度見る。

　見えないと分かっていても、気になるのだ。

「ただ、ロキにはいすかがいる。もしかしたら、あの剣気もそうじゃないかって」

「心配か、いすかが」

「ああ」

　正直に答える。

　今、どこで何をしているのか──

　いすかに会いたい。

　もう一度、あの顔を見たい。

　バン、という音に顔を上げる。




　窓の外に、いすかがいた。




「……え？」

　頭の中が真っ白になる。

　幻げん覚かくを見ているのだろうか。

「練司！　練司！」

　ガラスを通して聞こえる、いすかの声。

「開けてくれ、練司！」

　彼女の存在を証明するかのように、クラウ・ソラスも一緒になって窓を叩たたいている。

「……え、いすか？　えっ？」

　事態についていけない。

　ただ、そうしなければならないと思ったので、練司は窓を開ける。

　風と共に、懐なつかしい匂においが吹ふき込んできた。

「練司！」

　窓を開けて冷たい風を浴びても、やはりいすかはそこにいた。

　三階なのに平気な理由は、窓の外の縁ふちにかろうじて足を乗せているからだと分かる。

　それはいいとして、これは一体どういう事だ。

　あまりの事態に考えが追いつかない。

　が──

「練司、助けて！」

　いすかの声が練司を現実に呼び戻もどす。

「草薙さんと弁慶の人が戦ってるの！　このままじゃ他ほかの場所にも被ひ害がいが出ちゃう！　お願い、止めるの手伝ってっ！」

「っ!!」

　すぐに頭の中が切り替かわった。

　それだけ聞けば、もうやる事は一つしかない。

「薄緑！」

「うむっ！」

　差し出した手を自然に握にぎる薄緑。

「案内しろ、いすか！」

「わかった！」

　窓まど枠わくに足をかけ、練司といすかは夜の街へ飛び出した。




　　　　＊




　水すい道どう橋ばしの駅前では、軽い混乱が起きていた。

　駅周辺にあるビルの屋上から、練司たちも様子をうかがう。その時点で、何が起きているのか大体把は握あくできた。

　小石川後楽園から塔とうのような物がそびえ立っている。

　それが中央の池から噴ふき出した水柱だとすぐに理解した。

　さらに周囲の森が広くなっている。木々が薙なぎ倒たおされているようだ。樹じゆ齢れい百年以上の木もあるというのに。

「くっそ……やりすぎだろ！」

　Ｄアームを使った戦せん闘とうは、絶対に周囲に被害が出る。そうならないようにするのが弁慶機関の仕事だというのに。

「いすか！　クラウ・ソラス！　先に行ってくれ！」

　ビルから跳ちよう躍やくしながら、練司は叫さけぶ。

「分かった！」

『任せて！』

　いすかは剣になったクラウ・ソラスを構えると、光に変身して公園の中へ飛ぶ。一いつ瞬しゆんで姿が見えなくなった彼女を追うように、練司はビルからビルへと飛び移り、そして小石川後楽園に飛び込んだ。

「薄緑！　いいな!?」

『うむっ！』

　鞘さやから薄緑を抜ぬき放つ。

　すでに周囲は公園と呼べる代しろ物ものではなくなっていた。

　遊歩道は砕くだけ、木々は折られ、池には大きな穴が空いている。そこら中にクレーターが生じており、そこへ壊こわれた池から水が流れ込んでいる。

　いすかは戦闘開始とほぼ同時に練司を呼びに来たのだろう。そこから急いで駆かけつけるまで、およそ五分もかからない。

　その、たった五分の間にここまで破は壊かいしたというのか。

「馬ば鹿か野や郎ろう……っ！」

　歯噛みすると、遠くの暗がりから光が見えた。

　そちらに向かって全速力で駆ける。いすかのように光になったりはしないが、薄緑の「軽かる業わざ」の能力があれば、自動車より速く走る事も可能だ。

「いすか！」

　光と共に、いすかは遊歩道に立っていた。

　彼女の前後には、草薙の剣と──

「アンタか……！」

　三倉がいた。

　あれだけの戦闘をしておきながら、どちらも着衣に乱れがない。Ｄアームである草薙の剣はともかく、三倉はヒールも折れていない。どんな戦い方をしたのだろう。

「おお、娘むすめ！　想おもい人に会えたのだな！」

　嬉うれしそうに笑う草薙の剣。

　なるほど、彼がいすかと一緒にいたのか。ロキに解放されてから行方ゆくえ不明になっていたが、やはり一緒に行動していたのだ。

「そうだよ、草薙さん！　だからもう戦うのやめて！　このままじゃ後楽園だけじゃなくて、周りも壊れちゃう！」

　必死に草薙の剣を説得するいすか。

　すでに被害は後楽園だけではない。隣となりの東京ドームシティも余波を受けている。ホテル前のＷＩＮＳは建物にヒビが入り、その前でたむろしている人たちは暴動でもあったかのように逃にげ回っていた。

　これ以上被害を出してはいけない。

　それはいすかの頼たのみだからではなく、練司が戦う理由だから。

「しかしまぁ、たった数十分でここまで表情が変わるとはな」

　草薙の剣が、訳の分からない事を言う。

　誰だれの事かと思ったら、いすかだった。

「ずいぶんとスッキリした顔立ちをしている。この短時間で吹っ切れたか」

「……そうかも。草薙さんと、練司のおかげ」

　いすかは照れくさそうに笑う。

　彼女に何があったのか知りたいが、今はそれどころではない。

「……ちょうどいいところに来てくれました、若林さん」

　首をゴキリと鳴らす三倉。

「これから草薙さんと一条いすかさんを捕とらえますので、手伝ってください」

「アンタ、何言ってんだ！」

　刀の切っ先は、すでに三倉に向けている。

「これ以上、無意味な戦いすんなよ！　どこまで壊せば気が済むんだ！」

「……無意味？」

　三倉は練司の言っている事が分からないのか、ゆっくりと首を傾かしげる。

「私は破壊活動をしているわけではありません。秘密結社ロキの構成員を捕らえるのは、弁慶機関の義務です。その結果、周囲が壊れているだけです」

「同じだろ！　弁慶の人間が一番やっちゃいけない事だろうが！」

「ですが、ここで彼らを野放しにしては、別の場所が破壊されます。未来に起きる大破壊を未然に防ぐ意味もありますよ」

「そいつは詭き弁べんだ！」

　練司は背後を見る。

　必死で説得しているいすかと、その言葉を苦く笑しようしながら聞いている草薙の剣がいる。

　あんなに戦いを避さけたがっている人間もロキにはいるんだ。

　必要のない戦いはすべきではない。

「困りましたね」

　三倉は冷たい視線を練司に向けた。

「このままでは、命めい令れい違い反はんで若林さんも拘こう束そくしなければなりません」

「なんだと……！」

「上司に逆らったのですから、それ相応のペナルティは覚かく悟ごしてくださいね」

　三倉が手を鳴らす。

　本気だ。

　彼女はここにいる全員を相手にしても構わないつもりか。

『練司、どうするつもりじゃ？』

　手元から、薄緑の声がする。

『三倉と戦うのか？』

「……それは」

　気に入らないからと言って、上司に逆らうのは賢かしこい選せん択たくとは言えない。

　だがこの戦闘は無意味だ。

　身体からだを張ってでも止めたいのだが──三倉と戦っても、勝てる気がしない。

「練司……」

　背後から、心配そうないすかの声。

　あちらは説得に応じてくれたのか。さっきから草薙の剣はニヤニヤと笑っているが、もともと彼は戦う意志がなかったのだろう。つまり最初から三倉がふっかけたケンカなのだ。

「心配するな、いすか」

　練司はいすかに背を向け、三倉を見る。

　どちらにせよ、弁慶機関最強である彼女と正面から戦って勝てる自信はない。

　ならば戦う以外の選択肢しで、なんとか戦いを止める。

　そう、どんな手を使ってでも戦闘終しゆう了りようさせてしまえばいい。

「……よし」

　作戦を考えた。

「いすか。これから俺があの女の動きを止める。できれば逃げてくれ」

「……どうするの？」

「ちょっとな」

　ロキの人間を逃がすのは、重罪かもしれない。

　けど、このまま小石川後楽園を破壊して、周囲の人に迷めい惑わくをかけるよりはマシだ。

「薄緑。ちょっと代わってくれ」

『ふむ、よかろう』

　柄つかから薄緑の感かん触しよくが消え、別の物に変化していくのを感じる。

　やがて目を覚ました別人格が語りかける。

『私……戦うの？』

「違ちがう、吠ほえ丸まる。これは戦いを避けるためだ」

『……わかった』

　か細い声の吠丸。

　その瞬間、練司の姿は誰にも認にん識しきできなくなる。吠丸の「己おのれを斬きる」能力によって、他者の意識から消え失うせてしまうのだ。

「なるほど、奇き襲しゆうですか」

　しかし三倉は動かない。

　両手を下げたまま、じっと練司が来るのを待っているようだ。

「いいでしょう、どこからでもどうぞ」

「──じゃあ、お言葉に甘えてっ！」

　三倉には聞こえない声で叫びつつ、練司は素す早ばやく彼女の懐ふところに入る。

　服についたフレグランスの匂においが嗅かげるほど近くまで肉にく薄はくした練司。このまま刺させば三倉は死ぬだろうが、それは吠丸が最も嫌きらう行こう為いなのでできない。

　その代わりに──

「薄緑！」

『おうとも！』

　かけ声によって瞬時に入れ替かわった薄緑。

　その至し近きん距きよ離りから繰くり出される太た刀ちは、三倉の真下からまっすぐ斬り上げられる。

　斬ったのは三倉ではない。

　彼女が着ている衣服だ。スカートを裂さき、スーツのボタンを飛ばし、ブラウスを破り、その奥のブラジャーを断つ。

「どうだっ！」

　皮一枚の、さらに手前。

　破れたブラウスから三倉の大きな胸が露あらわになる。
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　これで彼女はまともに両手が使えまい。

　普ふ通つうの女性なら、身体を隠かくして戦意喪そう失しつするはずだ。

「イイヤッホォォオ───ッ！　イェス！　イェス！」

　派手な絶ぜつ叫きようが聞こえると思ったら、木の陰かげで三倉のＤアームが喜んでいる。別に彼のためにやったわけではないのだが。

『くっ……！　おのれ！』

　成功したのに悔くやしそうな薄緑。原因は三倉のブラウスの向こう側だろう。

　だが効果は絶大なはず。

　いくら三倉でも、服を斬られれば──

「それが、どうかしましたか？」

　練司の頭が鷲わし掴づかみにされた。

「っ!?」

　何かを感じるヒマもなく、その頭が地面に叩たたきつけられる。

　遊歩道に小さな穴が空き、練司の頭はバウンドした。目の前に火花が弾はじけ、次に激しい痛みが頭から全身に行き渡わたった。

『練司！　しっかりしろ！』

「がッ……！」

　フラつく頭を上げると、三倉はそこにいた。

　服を破かれた状態でも、なお無表情のまま。

　かと思うと、ストッキングを穿はいた足が伸のびた。

「げぶっ！」

　ヒールのかかとで練司の顔面を刺すようにして、蹴けり飛ばす。真後ろに吹ふき飛ばされた練司は、ボウリングの玉のように転がって倒たおれた。

「な……嘘うそ……だろ……！」

　少しは恥はずかしがっても良いものなのに、ノーリアクションとは。

　殺人マシーンという呼び名は、もしやアダ名ではなく本当にそうなのではないか。

「何が嘘なのですか？」

　三倉は練司に追つい撃げきを与あたえるため、静かに歩み寄ってくる。

「少しは恥ずかしがれよ！　アンタ本当に女か!?」

　苦し紛まぎれの質問だが、その答えは大きく揺ゆれる彼女の胸が物語っている。それを見たせいか、薄緑がカタカタと震ふるえている。怒おこっているのか。

　はだけた前を隠そうともしないので、かえって練司の方が恥ずかしくなるくらいだ。

「恥ずかしがる必要がないもので」

　そう言って、三倉は自分の身体に触ふれる。

　すると、その姿が忽こつ然ぜんと消えた。

「なっ!?」

　驚おどろく練司の背後から、ハイヒールの音が聞こえた。

　振ふり向くと、真後ろ──いすかや草薙の剣よりずっと向こうに、三倉が立っているではないか。

　瞬間移動、ではない。

　そうだった。

　彼女には、これがあったのだ。




「それは私の分身ですから」




　新品同様のスーツを着た三倉は、悠ゆう然ぜんと立っている。

　きっと草薙の剣と戦い、この場所を破は壊かいした三倉も分身だったのだろう。こうして話をしているあの三倉も分身なのかもしれない。

「私のＤアーム、〝如によ意い金きん箍こ棒ぼう〟の能力は、伸びたり力が強くなるだけではないのですよ。若林さんのやり方は悪くありませんでしたが、一つの能力に注視して他ほかが見えなくなるようでは、まだまだですね」

　怒るどころか丁てい寧ねいに評価までされてしまう。

　そのくらいの余よ裕ゆうが三倉にはある。

「くそっ……」

　立ち上がろうと身を起こすと、いつの間にか練司の側そばに男が立っていた。三倉のＤアーム、如意金箍棒である。

「やめとけやめとけ。そのまま寝ねてろって。オメーが強くなったのは分かるけどよ、お師し匠しようさんにゃまだまだ勝てねーって」

　親切で言っているのだろうが、この男、練司を馬ば鹿かにしているようにしか見えない。

　如意金箍棒──通つう称しよう「如意棒」は、言わずと知れた中国の伝記「西さい遊ゆう記き」に登場する武器である。その重さはなんと約八トンに相当し、大きさは天を貫つらぬき地じ獄ごくまで達すると言われている。

「だけどよ、練司。さっきの一撃──オレは男として敬意を表するぜ！」

「るせぇ！」

　明るく肩かたを叩く如意棒の手を振り払はらい、練司は立ち上がる。

　勝てないかもしれないが、いすかの前で無様な姿は見せられない。

「立ち上がるのは結構ですが、私の肌はだを見た代だい償しようは払ってもらいますよ」

　三倉はそう言って、練司の横にいる如意棒を見る。

「あなたもです」

「オレもかよ！　だいたい切ったのは練司だし、恥ずかしがる必要ないって自分で言ってただろうが！」

「それとこれとは別です。私と同じ姿の分身が辱はずかしめられたのですから」

　伝承者テイルキーパーとＤアームがコントを繰り広げている間に、練司は息を整える。

　しかし、同じ手は通用しない。というかこの女に精神攻こう撃げきの類たぐいは効かないだろう。

　どうするか迷っていると──

「練司を……傷つけないでっ！」

　かばうように立ちはだかる影かげ。

　いすかが三倉に剣けんを向けていた。

「やめろ、いすか！」

　最強と言われたクラウ・ソラスでも、三倉と如意棒に勝てるとは思えない。勝ったとしても激しい戦せん闘とうが繰り広げられるに違いない。それはいすかが望まなかった事ではないのか。

「でも、練司……！」

　戸と惑まどういすか。

　そのスキを、三倉が見み逃のがすはずがなかった。

「甘いですね」

　一いつ瞬しゆんでいすかに接近し、その頭を掴つかんだ。

　あの時の練司と同じだ。

「ひっ──」

「これで、もう一人」

　三倉がいすかの頭を持ち上げ、地面に叩きつけようとする。

「やめろっ！」

　練司が叫さけぶ。

　その声が届いたのか──

　三倉の手が、止まった。

「……？」

　練司も意味が分からなかった。やめろと言われてやめるような女なら、今ごろこんなに苦労していないはず。

　三倉は視線を横に移動し、そして僅わずかに眉まゆをひそめた。クールな彼女にしては珍めずらしく、不快感をあらわにしている。

　三倉の手から、いすかの頭が解放された。

「いたっ」

　地面に尻しり餅もちをつくいすかだが、他にケガはしていないようだ。

　安あん堵どする練司をよそに、三倉の手を止めた原因がやってきた。

「はいはい、そこまでね」

　くたびれたオッサン──三課の課長だった。

「課長！」

　絶好のタイミングだ。

　彼が来れば、もう安心だ。戦いに関する事ならともかく、戦いを終わらせようと思ったら彼に頼たのむのが一番なのだ。

　そして課長を護衛するように傍そばに立っていたのは、ライラ。

「まったく……どうせお前の事だから、考えもなしに三倉課長に突つっかかっていくと思っていたぞ。もっと賢かしこい解決方法を考えろ」

「うっ……」

　そう言われては何も返せない。

「まぁ、そういうワケだから、玄くろ恵えちゃん。これ以上の戦闘はやめてね」

「……あなたに何の権限があると言うのです」

「僕じゃなくて、総そう帥すいの命令ね。なんなら今、電話しようか？」

　課長はケータイを素す早ばやく操作すると、三倉に向かって放ほうり投げる。それを受け取った三倉は、電話の向こうにいるであろう弁慶機関の最高権力者の言葉を黙だまって聞いていた。

　ひとまず、これで戦いは止まったわけだが。

「いすかよ、これがお主が会いたがっていた男か？」

　こんな時に堂々と質問をする草薙の剣。

「……はい」

　いすかは小さく頷うなずいた。

　会いたかったのは、練司も同じだ。

「見たところ伝承者テイルキーパーのようだが──ああ、そうか。池いけ袋ぶくろで瀬田と戦っていた少年だな。珍ちん妙みような技わざで攪かく乱らんするのが得意なようだ」

　一度だけ練司も草薙の剣を見た事がある。壊こわれたサンシャイン60の最上階で、彼と瀬田を引き剥はがすために吠丸の能力で近づいたのだ。そこから先は瀬田と共に離り脱だつしたので、事情を知らない。

「しかし、弱いな。クラウ・ソラスと釣つり合うのか？」

「ぐっ……」

　これも言い返せない。

　その事はクラウ・ソラス自身からも言われて傷ついているのだ。

「まぁいい、会えたのだから、後は存分に語ると良いだろう」

　草薙の剣はいすかの背を押す。

「あ……」

　一歩前に出たいすかの手から、クラウ・ソラスが離はなれた。地面に落ちる前に人間の姿に戻もどったクラウ・ソラスは、ここまで来たら仕方ない、と言いたげに苦く笑しようする。

　いすかを押し出した草薙の剣は、全すべてやりきった表情で頷き、そして練司たちの中で話の通じそうな人間を捜さがした。

「おい、そこのお前！　課長とか呼ばれていたな」

「はいはい、なんでしょう」

「私はこのまま去るが、問題ないな？」

「ええ、構いません」

　それでいいのか、と問い詰つめようとするが、

「代わりにロキの使い手とクラウ・ソラスを連行させてもらいます。これだけの大物を持ち帰れるなら、きっと上も文句は言わないでしょ」

　課長の言葉を聞いて納なつ得とくした。

　つまり、いすかは弁慶機関が取り押さえた形になる。

「よしっ、では、また会おう！」

　気きっ風ぷの良い挨あい拶さつと共に、草薙の剣の剣気が地面を叩たたくと、反動で高く飛び上がる。夜の空へ消えていく草薙の剣を、誰だれも追おうとはしなかった。

「練司──」

　振り向くと、いすかが練司を見ていた。

　何と言うべきか。

　迷っていると、練司の手から剣が離れる。

「ほれ、とっとと行けい」

「いてっ！」

　人間の姿に戻った薄緑が、練司の背中を蹴ける。

　数歩前に出ると、いすかの顔が近くにあった。

　目に涙なみだを浮うかべている。

　あの頃ころのように、強気だが涙もろい彼女のまま。

「練司、あのね、私──」

　言いたい事は山ほどある。

　それこそ、一晩では語り尽つくせないくらいに。

　けど、これだけは言いたかった。

「よ──良かった」

　練司の手が伸のび、いすかの頬ほおに触ふれる。

　あの頃より、背が高くなっている。




「いすかが…………戦いが嫌きらいな、優やさしい伝承者テイルキーパーで……本当に良かった」




　もう、確信した。

　いすかは敵じゃない。わかり合える人間なのだ。
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「練司──練司ぃ！」

　胸に顔を埋うずめるいすかの髪かみを、練司はそっと撫なでる。

「会いたかったよ！　会いたかったよ！　ずっと会いたかったよぉっ！　うわぁあああああああああああああん！」

　号ごう泣きゆうするいすかの身体からだを、強く抱だきしめた。

　練司も泣きたかった。

　まるで長年かけて探していた宝物を手に入れたような嬉うれしさを感じる。

　──だが、それは幻げん想そうだ。

　まだ練司は手に入れていない。

　目の前に宝箱があるだけだ。

　本当にそれを掴めるかどうかは、これからにかかっているのだ。








　３　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ




　泥どろのように眠ねむり続けた後、練れん司じは見知らぬ部屋で目を覚ます。

　時計を見ようと思ったが、ない。

　さらに窓もないので現在の時刻が分からない。

　部屋にあるのはベッドと机のみ。

「あ……そっか」

　命めい令れい違い反はんの罰ばつで拘こう束そくされていたのだった。弁べん慶けい機関によっていすかと一いつ緒しよに連行された練司は、ここ弁慶機関本部の懲ちよう罰ばつ房ぼうで沙さ汰たがあるまで待機させられている。

　腹が減ったが、食べるものなどない。

　その代わりに傷口はだいぶ塞ふさがった。三み倉くらの攻こう撃げきで頭ず蓋がい骨こつにひびが入りそうなほどの衝しよう撃げきを受けた頭も、奇き跡せき的にかすり傷で済んでいる。どちらも薄うす緑みどりが剣けん気きで防いでくれたおかげだ。

　机の上を見ると、水差しと薬があった。

　練司が服用している、ロキ製の飲み薬だ。病院からここまで誰かが持ってきてくれたのだろう。

　食事代わりにそれを飲もうとすると、ノックの音がした。

「はい？」

　ノブのないドアに近づくと、向こうが開けてくれた。

「失礼します」

　入ってきたのは、尼に僧そう。

　僧衣を着た美しい女性で、頭にも頭ず巾きんを巻いている。布で完全武装しているような女性は、練司を見るなり大きくため息をつく。

「……まだ生きてらっしゃったの、練司さん」

「てめぇ……！」

　憎ぞう悪おの籠こもった発言に、練司の眉まゆが動く。

　この女にとって、これが挨拶のようなものだ。

「命令違反なんて格好の殺害理由なのに、どうして三倉さまは殺してしまわなかったんでしょうねぇ？」

「うるせぇよ、〝岩いわ融とおし〟。お前のご主人様はどうしたよ」

「フン。減らず口を叩けるまで回復しやがりましたのね」

　Ｄアーム、岩融が道を空けると、練司は視線を下げる。

　そこには車くるま椅い子すに座った若い男性がいた。

　二は十た歳ちの若者だが、高価なスーツを着こなしている。車椅子に座ってもなお姿勢は美しく、静かな笑えみは年ねん齢れい以上の余よ裕ゆうを感じさせた。まるで爪つめを隠かくした猛もう禽きん類るいのように感じられる。

「やぁ、練司」

「……ども」

　練司が頭を下げると、彼は車椅子を操作して懲罰房に入ってくる。それに続いて岩融も部屋に入ると、ノブのない扉とびらは閉まった。おそらく帰る時には誰かが扉を開けてくれるのだろう。

「どうしたんですか、武たけ守もりさん」

「上司として、部下の様子を見に来たってところかな」

　車椅子の男性は、武守歌か深ふかという。

　上司というのは、ウソではない。

　彼は弁慶機関総帥──この組織のトップに立つ男だ。

　三倉玄くろ恵えのような課長の上に、総長である片かた剣つるぎ剛ごう善ぜんがおり、その剛善に命令を下すのが彼、七十七代目〝武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けい〟こと武守歌深なのである。

　本来なら下したっ端ぱ伝承者テイルキーパーが会うには遠すぎる存在なのだが、構成員が少ない弁慶機関では何かと顔を合わせる機会がある。

　Ｄアームの事故で足が動かなくなってはいるが、その行動力は人並み外れている。人望も厚く、決断力もあるが、部下からは一様に優しいという評価を得ている。まさに人の上に立つべき男だ。練司も素す直なおに尊敬している。

　対して、彼の方針に異を唱えたのがロキだ。

　グングニルという脅きよう威いを前にして、なぜ武守は攻せめて出るような行動を取らないのか。練司にも彼の真意は分からないが、きっと方策があるのだろう。

「最近、ライラも世話になってるようだしね」

「……世話されてるのは、こっちですよ」

「いやいや、そうでもないよ。最近、彼女から君の名前をよく聞く。もしかして付き合ってるのかい？」

「んなわけないでしょーが。アンタがいるってのに」

　実は武守とライラは許嫁いいなずけの関係なのだ。

　年齢も近いし、家いえ柄がらも考えれば驚おどろくような事ではない。

　ただ二人とも「許嫁とか古くさい」と言い張っており、それほど重要視はしていないのだ。だからといって仲が悪いわけでもない。難しい関係である。

「ま、いいよ。ライラは友達が少ないからね。これからも彼女の支えになってやってくれ」

「……はい」

　笑顔でそう言われては、練司は頷うなずくしかない。

　もっとも、人に何か言われて変えるような態度は持ち合わせていない。武守は尊敬する上司だし、ライラは頼たのもしい友人だ。

「それで、何しに来たんスか、武守さん」

「だからさっきも言ったろう。部下の様子を見に来たんだよ。命令違反をした部下の意見を聞くのも仕事のウチってね」

　車椅子の上で足を組む武守。これでもリラックスしているのだ。

「で、どういうつもりだったんだい？」

「……何がですか」

「三倉さんに逆らって、ロキを逃にがした事」

　弁慶機関の方針に照らし合わせれば、立派な反逆だ。

　ロキの伝承者テイルキーパーは敵であり、殺すか捕つかまえるかしなければならない。

「まず、俺は三倉さんの直接の部下じゃないです。異動の予定があっても、まだ俺は三課の人間です」

「ま、それはそうだね」

「それに三倉さんの行動は間ま違ちがっている」

「ふぅん？」

　興味深そうに頷き、続きを促うながす武守。

「俺たち弁慶機関は、Ｄアームの脅威から人々を守る集団だ。闇やみ雲くもに街を破は壊かいするのは、その理念に反している。むしろ違反しているのは三倉さんの方だ」

「なるほど、それが君の主張か」

「はい」

　言いたい事を全部言うと、武守は組んだ足の上で指を組み、何事かを考える。

　死し刑けい判決を待つ囚しゆう人じんの気分だ。

「……通りませんかね」

「どうかな」

　武守は少しだけ笑って、練司を見る。

「君の意見は正しいが、行動は正しくなかった。罰に値あたいするほどの行動だ。ただ、ロキの伝承者テイルキーパーを無傷で連れてきた功績もあるからね。ま、最悪でもクビにはならないから安心していいよ」

　それはジョークか。

　伝承者テイルキーパーがクビにならないのは、唯ゆい一いつ無む二にの能力を持っているからだ。どんなに無能な伝承者テイルキーパーでも、どこかで使うのが武守の方針である。そして、それでも使い物にならない、つまり害悪と判断された伝承者テイルキーパーは封ふう印いんされるか、殺されるかだ。

「むしろ君に死刑宣告を出したいのは、彼女の方だね」

　武守が親指で背後を示す。

　そこでは机に置いてあった練司の薬に何か別の薬を混ぜている岩融がいた。

「ちょっ、お前なにやってんだ！」

「チッ。バレましたわね」

「それ毒か！　俺を毒殺しようとしたのか!?」

「ただの下げ剤ざいで、そんな大おお袈げ裟さな」

「じゃあお前が飲んでみろよ！」

　伝承者テイルキーパーである武守はとても人格者なのだが、このＤアームだけは苦手だ。他ほかの者に対しては聖母のように優やさしいのに、練司に対してだけは殺意をむき出しにしている。

「お姉様に近づくゴミムシは死ねば良いのです！」

　彼女の言う「お姉様」とは、薄緑の事だ。

　源みなもとの義よし経つねの愛刀である薄緑と、武蔵坊弁慶の愛刀の岩融。

　数百年という長い時間、ずっと薄緑に憧あこがれていた彼女。薄緑が復活したと聞いてそれはもう興奮したそうな。それが練司などというどこの馬の骨とも知れぬ輩やからと契けい約やくしてしまい、激げき怒どしているのだ。

「あ、そういやお姉様は？」

　話の通じない岩融は放ほうっておいて、武守に尋たずねる練司。

「お姉様はさっき、カギをもらいに行ってたよ」

「どこのカギです？」

「捕ほ虜りよを閉じ込めている部屋さ」




　　　　＊




「ほれ、差し入れじゃ！」

　ドーナツの箱を手に、薄緑は友人の家にでも入るような態度で部屋に入る。そこは懲ちよう罰ばつ房ぼうのような殺風景な部屋ではなく、窓もテレビもある普ふ通つうの部屋だった。

　二つあるベッドには、それぞれいすかとクラウ・ソラスが腰こし掛かけている。薄緑が入ってくると、二人とも驚いた表情を見せた。

「どうじゃ、弁慶のメシは旨うまかったろう？」

「……はい」

　机の上に置かれたトレイが空になっているのを見て、薄緑は満足げに頷く。別に彼女が作ったわけではないのだが、残さず食べているとスッキリする。

「いすかは、久しぶりに食欲が戻もどっていたね」

　食後のお茶を飲みながら、クラウ・ソラスも落ち着いた笑みを見せた。

「うん。安心したら、すごくお腹なかすいちゃって」

　いすかも微笑ほほえんでいる。

　以前サンシャインで会った時のような、絶望した顔はどこにもない。こうしていると、伝承者テイルキーパーではない普通の少女にしか見えない。

　その笑みに見覚えがある薄緑、少し考えてようやく思い至る。

「おい、いすか。ちょっとこっちへ来るのじゃ」

「え？」

　手招きしていすかを呼ぶと、薄緑は鏡の前に立たせる。

　そして薄緑もいすかの隣となりに並び、頬ほおがくっつきそうなほど顔を近づける。

　そんな二人を見ていたクラウ・ソラスが、ぽつりと呟つぶやいた。

「あ、そっくりだ」

「そうじゃな！」

　前に見た時は全然似ていないと思ったのに、今は他人とは思えないほど似ている。

　笑顔がそっくりなのだ。

　練司はいすかの一番いい顔を知っている。

「私も驚いてるの。前はこんな風に笑えなかった。クラウ・ソラスと二人だった時は、いつも泣いてた気がする」

「草くさ薙なぎの剣つるぎのおかげじゃと言っていたな」

「あと、練司も。あいつが近くにいるって分かっただけで、力が出せたの」

　晴れやかな顔で訂てい正せいするいすか。

　初めて薄緑が練司と出会った時、笑った事は一度もなかった。それでも練司は薄緑の笑顔を想像できたのだろう。笑えばいすかと似ていると感じていたのだ。
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　この笑顔が見たくて、練司はずっと戦ってきた。

　彼の心の奥が、一つだけ見えた気がする。

「のう、いすかよ」

　それを踏ふまえて、薄緑は練司の代役を務めようと決めたのだ。

　少しでも彼の助けになりたくて。

「練司はお主らを弁慶に迎むかえたがっている。一いつ緒しよにいたいと考えておる。妾わらわとしても魅み力りよく的な案だと思うのじゃが」

　練司の個人的な望みだが、長い目で見れば弁慶機関にとってもプラスになるはず。なんたってクラウ・ソラスが味方につくわけだから、戦力は大おお幅はばに上がる。

「……それは」

　しかし、いすかの笑顔が消える。

「私は今まで東京を破壊したロキの仲間だから。その罪が許されるとは思えない」

「罪つみ滅ほろぼし、という考え方もあるじゃろうて」

「……それでも、ダメだよ」

　いすかの決意は変わらない。

「みんな、いい人だから。だからこそ、迷めい惑わくはかけられない。私は練司に会えただけで満足だから」

「お主……！」

　その言葉は、言外に我々が頼たよりにならない事を示している。

「僕もいすかと同意見だ」

　クラウ・ソラスも静かに語る。

「こないだも言ったけど、弁慶機関はグングニルと戦うだけの力を持っていない。このまま戦えば全ぜん滅めつしてしまう。そんな場所に僕たちは留とどまれない」

「……！」

　薄緑は二人を睨にらむ。

　彼らの優しさは分かる。

　しかし、ここまで虚こ仮けにされたのは初めてだ。

「そんなにも、妾が弱いと言うのか！」

「えっ……？」

　薄緑の絶ぜつ叫きように、いすかが戸と惑まどう。

　その沈ちん黙もくが雄ゆう弁べんに語っている。

　薄緑自身も、自分がどれほどのＤアームかは理解しているつもりだ。

　練司と組み、これまでに二人の伝承者テイルキーパーを倒たおした今でも、多重人格を克こく服ふくできずに悩なやむ時がある。練司はその一人一人と丁てい寧ねいに接し、打ち解けてきた。

　イマという宿敵を倒すために結んだ、事務的な契約だ。

　だからこそ契約はしっかり果たしたい。

　練司の力になり、いすかを取り戻してやりたいと願っていた。

「妾は……相棒の願いすら叶かなえてやれぬのか」

　所しよ詮せん、逸いつ話わ級のＤアーム。

　神話クラスのＤアームとこれまで対等に渡わたり合えた事が奇き跡せきなのか。

「待って、薄緑！　誤解してるよ！　私はただ──」

　いすかが弁解しようとするが、聞きたくもない。

　薄緑は差し入れるはずだったドーナツの箱を引っ掴つかむと、制止の声も無視してそのまま部屋から飛び出した。

　怒いかりの感情を露あらわにして、廊ろう下かを踏みしめながら歩く。

「──アタシさ、前にマンガで読んだよ」

　語りかけるのは、心の中の声。

　薄緑の姿が変わり、現れたのは膝ひざ丸まる。

「恋こい人びとのお父さんがすっごい金持ちの政治家でさ。貧びん乏ぼうな主人公がボロクソに言われて帰っていくの」

「それなら、妾も読んだ」

　また薄緑の姿に戻る。

　あのスポーツマンガの結末は、主人公が努力の末に全国大会で優勝し、プロにスカウトされて、そこで初めて恋人の両親に認められるハッピーエンドだ。

　そして──主人公は話の途と中ちゆうで、愛用していた道具を新調する。

　思い出が詰つまった古い道具は、感謝の言葉と共に大事に保管され、それきりストーリーには出てこなくなった。

「妾は……！」

　練司のために、どうするべきか。

　答えを出せないまま、薄緑は歩き続ける。







　簡素な机に向かって、練司は一心不乱に始末書を書いていた。ほとんど反省文に近いその書類の空白を埋うめる事のみが、この部屋で彼に許された行動だった。

　本当は悪いと思っていないのに、自分の罪を認める文章を書くのは疲つかれる。練司は自分の頭の中からなんとか単語を引っ張り出してペンを走らせる。

　その途中で、ふと、振ふり返る。

　吠ほえ丸まるがいた。

「……どうして」

　口を押さえて驚おどろく吠丸。

　彼女の能力は、誰だれからも見つからずに行動できる隠おん密みつの技わざ。姿形を消すだけでなく、行動の痕こん跡せきも残さず、電子機器からも隠かくれられる。また、刃やいばが通る隙すき間まならどこへでも入れる。施せ錠じようされているこの部屋に入り込んだのも、その能力だろう。

「いや、なんとなく」

　正直に答えた。

　本当になんとなく、そこに薄緑がいる気がしたのだ。

　きっと毎日一緒に過ごしているからだろう。たとえ吠丸だとしても、気配ではなくもっと深い何かを感じられたのだ、と言ったら傲ごう慢まんだろうか。

「いっつもウザいくらいに近くにいるからな」

「そういう事言わないで」

　珍めずらしく吠丸に怒おこられた。

「そんな事言うと、薄緑、本気で悲しむ」

「……なんだよ、いつもの事だろ」

「薄緑にとっては、いつもじゃないの」

　どうしたのだろう、吠丸の様子もおかしい。

　そもそも入ってはいけない練司の懲罰房に入ってきたのだって、何か理由があっての事だろう。

「何かあったのか？」

「…………」

　吠丸が口ごもっていると、

「まぁ……なんだ。たいした事じゃないよ」

　今度は膝丸が出てきた。いつもハキハキと喋しやべる彼女も、今はおかしい。

「なぁ練司。アンタ、本当にいすかと添そい遂とげるつもりなのかい？」

「何だよ。本当にお前らどうしたんだ？」

「答えろよ。アタシたちは大おお真ま面じ目めだ」

　顔を近づける膝丸。

　どういう意図だ。その件については、最初に宣言したではないか。

　それなのに改めて尋たずねると言う事は──

「何か不都合があるのか？　俺がいすかと一緒にいると」

「不都合？　そんなんじゃないよ」

　膝丸が近づくと、練司は下がる。机に手をつき、身体からだを浮うかせてしまう。そこへ膝丸の手が伸のび、練司の肩かたを掴んだ。




「もしもいすかとアタシたち──どっちかしか選べなかったら、どうすんの？」




　ふざけているわけではない。

　膝丸は本気だ。

「よせ、膝丸！」

　すぐに薄緑が現れた。

「すまぬ練司。膝丸がバカな事を申した」

「いや──」

　驚いた。

　膝丸の質問は、練司を大きく揺ゆさぶった。

　本気で尋ねる理由は、ただ一つ。

　どちらか一人、選せん択たくしなければならないのだとしたら。

　そうなったとしたら、理由は──

「悪かった」

　練司は薄緑の頭を撫なでる。

「俺が弱いから、お前にそんな考えをさせちまうんだな」

「違ちがう！　練司は悪くも弱くもない！」

「けど、足りないんだろう」

　練司は椅い子すに腰こし掛かけ、薄緑をじっと見る。

　彼女を不安にさせたのだとしたら、それは練司の罪だ。

「見てろって。すぐに強くなって、クラウ・ソラスのガキんちょを見返してやるからよ。これでもかなり分かるようになったんだぜ？　吠丸との連れん携けいも増えたし、もっともっと強くなれるさ」

「その強さにも、いずれ限界が来よう」

「そうかもしれないけど、けど俺は──」

「お主の話ではないっ！」

　突とつ然ぜんの怒ど声せいに、練司はびっくりして顔を上げた。

　どうして薄緑は怒っているのだ。

　そして──どうして、泣いているのだ。

「なぜお主は、そうやって自分ばかり──」

　顔を覆おおうと、身体が変質する。

　薄緑から吠丸に代わると、練司を見上げて何か言おうとする。

　彼女も怒っているのかと身構えると、こちらに走ってきて、胴どうにぎゅっとしがみついてきた。

「吠丸……？」

「ごめんね、練司」

　そう言うと、吠丸は練司の身体から離はなれる。

　練司が二の句を継つげずにいると、彼女はそのまま扉とびらに向かって走っていく。ドアの隙間から消失するように、音もなく通り抜ぬけていった。

「……どうして」

　自分は思い違いをしているのではないかと、練司は初めて気づいた。

　だが、まさかそんなはずはない。

　薄緑が自分の弱さを気にするなんて、ありえない。

　あんなに明るい彼女が──いすかと自分を比べるなんて。

　だが、もしそうなのだとしたら。
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　練司が懲ちよう罰ばつ房ぼうを出たのは夕食後、九時を回った頃ころだった。退室時に返してもらったケータイでようやく時刻が分かったのだ。

「練ちゃん、こっちだよ～」

　部屋を出してくれた杏あんに案内されたのは、弁慶機関の地下駐ちゆう車しや場じよう。

　薄緑はいなかった。

　彼女の事が気になるが、きっとすぐに会えるだろう。

「帰るのか？」

「ううん、これから行くんだよ～」

「？」

　ベンケイ警備保障のワゴン車に乗り込む杏。仕方がないので練司もそこに乗る。何度も行き先を尋ねても、「すぐに分かるよ～」とからかうような口調で返されたまま、練司と杏は外に出た。

　そして杏の言う通り、目的地はすぐに分かった。

「ん……」

　ワゴン車が靖やす国くに通りに入ったところで、練司にもピンと来た。やがて神じん保ぼう町ちようの駅から白はく山さん通りへ曲がると、もうそれは確信に変わった。

　水すい道どう橋ばしの駅前は、普ふ段だんより人が多かった。

　昨日の騒さわぎのせいで、小こ石いし川かわ後こう楽らく園えんは一時閉へい鎖さされている。園の外側に白い幕が張られ、警察や消防の車両が囲んでいる。道路も一部通行止めしているので、渋じゆう滞たいが起きていた。昨夜の騒ぎは、やはり謎なぞのテロ事件として扱あつかわれているようだ。

　その余波は近きん隣りんにも及およんでいた。

　小石川後楽園の隣となり、東京ドームシティも全施し設せつが停止している。

　東京ドームシティは、文字通り全天候型野球場である東京ドームを中心としたテーマパークで、ホテルやスパ、そして遊園地などの娯ご楽らく施設が集まった場所だ。昼は遊園地やＷＩＮＳ、夜は東京ドームを目当てに人が集まるので、深夜くらいしか静まる事はない。

　しかし午後九時、本来ならば野球の試合が行われているこの時間でも東京ドームシティは静かだった。まるで施設全体が死んでいるように見える。

「ほいほい、こっちだよ～」

　杏が連れてきたのは、その中でも一番目立つ建物。駅から顔を上げれば目に入る、東京ドームシティホテルだ。休止中でも明かりはついている。

　二階のエントランスから中に入ると、すでに大勢の人間が待機していた。

「うおっ……」

　その光景を見て、練司は軽く面めん食くらう。

　何しろ三十人近い弁慶機関の人間が勢せい揃ぞろいしていたのだ。ほとんどの人間が戦せん闘とう服を着ており、Ｄアームを携けい帯たいしている。

　一課だけではない、二課や三課の伝承者テイルキーパーも勢揃いだ。

「お、来たな練司」

「練司さん！」

　ライラと糸いとが出で迎むかえてくれた。ゆっくり歩み寄るライラを抜き去って、糸が練司に飛びついてくる。

「もう大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「ああ、多分な」

　糸の頭を撫でる。

　むしろ大丈夫か心配なのは、糸の方だ。普段戦わない彼女まで戦闘服を着ているのは尋じん常じようではない。これから何が待っているのだろうか。

　緊きん張ちようした空気に晒さらされ、練司は思い出す。

「薄緑は？」

　危険を前にして、一番近くにいて欲しい人物がいない。

　やはり愛刀がないと落ち着かない。

　それに、先ほどの件も気になる。

「ああ、薄緑なら──」

　ライラが振ふり向くと、いた。

　フロント奥の喫きつ茶さ店てんで走り回っている。長い髪かみを振り乱して、何かから必死に逃にげているようだ。その光景を見ている弁慶機関の男たちが楽しそうに笑っている。

　その薄緑も練司に気づいたようだ。

「練司！」

　目が合うと、一目散にこちらに走ってくる。

「ちょうど良かった、助けてくれ！」

　さっきの糸よりも速くこちらに走ってきて、胸に飛び込んでくる。

　その背後から、

「死ねぇっ！」

「うおおおおっ！」

　逃げていたのは薄緑のはずなのに、なぜか練司に向かって花か瓶びんが飛んできた。これはホテルのインテリアではないのか。避よけようと思ったが、壊こわしては怒おこられるので根こん性じようで受け止める。

「チッ。仕留め損そこないましたわ」

　掴つかんだ花瓶の向こうで舌打ちしているのは、やはり岩融。

「やりすぎじゃぞ、岩融！」

　薄緑にしてはもっともらしい叱しつ咤た。

「お姉様がいけないのですわ！　お姉様がこんなクズ野や郎ろうと契けい約やくなどするから……いっそ殺してしまえば、もっと良い殿との方がたが見つかりますわ！」

「余計なお世話じゃ！　あっちへ行け！」

「ああ……いけずなお姉様もステキ……」

　頬ほおを赤らめて去っていく岩融。どういう嗜し好こうなのか練司には良く分からない。

「……すまぬな練司。色々と迷めい惑わくをかける」

「ありゃお前のせいじゃねーだろ」

「ん──そうじゃな」

　改めて練司の隣に立つ薄緑。やはり彼女がいないと落ち着かない。

　会う前は何を言うべきか迷っていたが、岩融に場を乱されまくったおかげで心配なくなった。いつものように接すればいいだけだ。

　そして落ち着かないと言えば──

「いすかは？」

「あそこじゃ」

　薄緑もその答えを予想していたのだろう。フロントの一角を見る。

　そこには奇き妙みようなメンツが揃っていた。

　先ほど逃げていった岩融と、その伝承者テイルキーパーである武守歌深。

　彼の隣に、いすかとクラウ・ソラスがいる。

「いすか！」

　練司が呼ぶと、

「練司──」

　いすかだけでなく、彼女の周囲にいた人たちもこちらを見る。

　弁慶機関総そう帥すいだけあって、彼の周囲には幹部たちが勢揃いだ。

「う……」

　そのうちの一人、三倉が練司を睨にらんでいる。

「どうも、若わか林ばやしさん」

「ど、どうも……」

「今日、私も総帥に叱しかられました。小石川後楽園を破は壊かいしたのは、私にも責任があると」

　あれは責任と言うより三倉が進んで破壊したように見えるのだが。

「若林さんの言い分も理解できます。人々を守るため、破壊活動はさせない理念をお持ちですね。それはとても立派だと思います」

　そう言ってから、

「ですが、今夜はどうにもなりませんよ」

「え……？」

　さらに三倉の後ろには、意外な人物がいた。

「お、お前は！」

「よぉ坊ぼう主ず……久しぶりじゃねーか」

　金きん髪ぱつの男──阿あ形がただ。

　手て錠じようを嵌はめられており、服も支給品の簡素なシャツとズボンに変わっている。

「な、なんでお前がここに!?」

「へへっ……俺と嬢じようちゃんは交こう渉しよう材料なんだとよ」

　阿形の視線を受けて、いすかが身体からだを小さく震ふるわせる。

「それよりも、オメー、瀬せ田たをやったんだってなぁ？」

「あ、ああ」

「やるじゃねぇか！　スカッとしたぜ！　アイツはいつもヘラヘラ笑ってるくせに、無む駄だに強いのが気にくわなかったんだよ！　あとＤアームもイイ女だしな！」

　低く笑う阿形に、練司は言葉が出ない。

　彼は自分たちを交渉材料と言った。

　と言う事は──

「さて」

　集まった人たちの中心にいる、武守が手を打ち鳴らす。

　それまでざわついていたホテルのエントランスが、一いつ瞬しゆんで静まりかえった。

　武守は車くるま椅い子すを操作すると、ゆっくりと動き出す。

「時間だ。交渉を始めよう」

　ホテルの時計を見ると、きっかり十一時を指していた。
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　交渉と言うので、てっきりホテルの一室で行うのかと思っていた。

　しかし、弁慶機関一行が向かうのはホテルの隣──東京ドーム。

　正面ゲートをくぐると、強い風が吹ふき付けてくる。閉店している売店を横目に、観客席を迂う回かいするように通路を歩く。突つき当たりの階段を下りて、非常口を通ると、もうそこはグラウンドだった。

　初めて触ふれる人じん工こう芝しばの感かん触しよくが楽しいが、今はそれを満まん喫きつしている場合ではない。

　こうして黒い服を着た男たちが何十人も歩いていると、まるでこれからスポーツの試合でも始まりそうな雰ふん囲い気きだ。

　だが、そうではない。

　交渉とは本来、テーブルについてするものだ。

　しかし練司たち弁慶機関は、こんなに広いグラウンドにいる。

　収容人数五万五千人。グラウンド面積一万三千平方メートル。

　これだけ広い空間に、戦闘を主とする集団がやってくる理由は一つしかない。

　今夜の交渉は、戦う事を前提にしている。

「ピリピリしておるのぅ」

　その空気を楽しんでいるかのように笑う薄緑。

「みんな戦うために来てんのかな」

　武守は交渉と言っていたが、本当にそうだろうか。

　これでは戦争ではないか。

「仕方ないだろうな」

　練司の隣となりを歩いていたライラが苦く笑しようする。

「相手はロキだ。特に一課の連中は何度も苦く汁じゆうをなめさせられているからな。仇きゆう敵てきを前にして気持ちが高ぶってしまうんだ」

「……けど、やられてんのは、ロキも同じだよな」

「そういう事だ。どちらも憎にくい敵同士。例えばこれがヤクザやマフィアの抗こう争そうなら、仮に交渉がこじれても銃じゆうの撃うち合い程度で済むが──」

「こっちはＤアームだもんな」

　万が一を想定しても、もっと広い空間が欲ほしいところだ。

「だったら高たか尾お山さんにでも行って、誰だれにも迷惑がかからないようにすればいいじゃねーか」

　あそこだったら戦いになっても問題ないと思ったのだが、

「高尾山でＤアームなんて使ったら、これ幸いに本気を出すヤツが出るぞ。山の事故は恐おそろしいんだからな」

　ライラの言う通りだ。

　Ｄアームの性能を考えれば、山の一つや二つ、簡単にぶった斬ぎれる人間がいる。そうなったらドーム程度の被ひ害がいでは済まなくなるか。まだ東京ドームにいれば、多少なりとも理性がはたらくわけか。

「ようこそ、弁慶機関のみなさん」

　ピッチャーマウンドの上には、すでにロキが集まっていた。

　弁慶機関に比べて、少なすぎる。

　練司の知らない人物の方が多いが、それでも総勢十人にも満たない。日本人と外国人が半々くらいなのが特とく徴ちよう的だ。ほぼ全員、Ｄアームを武器の状態にして携たずさえている。

「やっ」

　そのうちの一人、瀬田が練司に気づいた。

　気さくに手を振ふる彼に対し、練司は小さくお辞じ儀ぎをする。練司と同じように、瀬田もケガからは回復しているようだ。

「やあ、ジェシカ。久しぶりだね」

　武守は弁慶機関員を手で制すると、一人で前に出る。

「お久しぶり、歌深さん」

　名を呼ばれたＪもロキの構成員を置いて、一人で武守に近づいた。

　ピッチャーマウンドに、代表が二人。

　その様子を、練司はじっと見守っている。

　こちらは一課のほぼ全員に、二課の役職持ちが数人。そして三課の全員がいる。一番数の少ない三課のさらに端はしで、練司は一兵卒のように直立不動の姿勢を取る。背後にいる糸が怯おびえないように、時折様子を見ながら。

　そんな弁慶機関の精せい鋭えいをざっと見回すＪ。誰か探している人がいるかのように。

　彼女の態度に気づいたのか、武守が説明した。

「剛善さんなら来ないよ。本部をカラにするわけにはいかないからね」

「……そうでしょうね」

　弁慶機関の総長とは、武守の右みぎ腕うでに相当する。武守が本部にいないのであれば、Ｊの父である剛善が待機するのが慣例だ。それが分かっているから、Ｊは頷うなずく。

　実の父親を敵にして、目の前で交渉する事態になったら。練司には恐ろしくて想像すらできない。

　しかしＪの実の妹ならいる。ライラは先さき程ほどから感情を押し殺そうとしているが、表情に出てしまっている。彼女の心情を推おし量る事も、練司にはできなかった。

「そちらも──やっぱり来ないか、蛇だ船ふねは」

「ごめんなさいね」

　寂さびしそうに微笑ほほえむＪ。

「でも、その代わりにコレを」

　そう言って差し出したのは、タブレット型ＰＣ。

　Ｊがそれを起動させ、いくつかの操作をすると、低い音が鳴った。球場のスピーカーとモニターが動いている。

　上を見ると巨きよ大だいモニターに人が映っていた。

　黒いスーツを着た、武守に良く似た人物。

　彼の背景には薬品棚だなが並んでいる、白い部屋。どこかの研究所のように見える。そこに彼は一人で立っている。

『やぁ、皆みなさんお揃そろいで』

　歌深と同じ笑みで挨あい拶さつするその人物を、この場にいる誰もが知っていた。

　武守蛇船。

　歌深の双ふた子ごの弟であり、秘密結社ロキの創設者だ。

「あの人、総帥に良く似てますね」

　彼を知らない糸が呟つぶやく。

「双子の兄弟だからな。昔はよくコンビで先代を助けてたんだ」

「それなのに、裏切ったんですか？」

　糸になんと答えるべきか、練司は迷った。

　蛇船にしてみれば裏切りではない。彼なりの正義に基もとづいて行動した結果、袂たもとを分かったのだから。

　練司も新参なので、武守兄弟の仲がどれほどのものなのかは知らない。だが血を分けた兄弟が正義の違ちがいで刃やいばを交える事になった辛つらさは想像できる。

『本来ならば交渉の席に私がつくべきなのだろうが、全権はＪに一任してある。彼女の言葉は私のものと思ってくれていい』
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　悪びれもせずに、蛇船は言い放つ。

『なぜならＪは私と同じ志を持つ者だからだ。彼女だけじゃない、ここにいるロキのメンバー全員が、私と同じ考えを持っている』

「構わないよ。私もそんなに難しい話を持ってきたわけじゃない」

　車椅子の肘ひじ掛かけに身体を委ゆだねながら、武守も頷く。

　その返事に満足すると、蛇船は突とつ然ぜん顔を上げ、

『ああ、そうだ。そちらに若林練司くんはいるか？』

「えっ？」

　いきなり名を呼ばれて、練司は戸と惑まどった。弁慶機関もロキも、全員が自分へ視線を向ける。刺さすような視線の雨の中、練司は蛇船の言葉を待つ。

『薬は効いたかい？　クラウ・ソラスに刺された傷の具合は？』

「あ……ああ」

　なんだ、その話か。

「平気です。むしろ効き過ぎて怖こわいくらいに」

『もしも足りなくなったら言ってくれ。私がいくらでも調合してあげるから』

　邪じや気きのない微笑み。

　蛇船のＤアーム〝アゾット〟は、あらゆる薬品を調合できる能力を持つ。戦せん闘とうには向かないが、こういう時には非常に役立つ力だ。今、この場にいないのも、戦いに巻き込まれたら確実に死ぬからだろうか。

『それじゃあ、私はここで話を聞かせてもらうよ。大きい顔が見ていては邪じや魔まになるだろうから、引っ込んでいるから』

　それを合図にＪが誰かに目線を送ると、巨大モニターから蛇船の顔が消えた。

　まるで開会式のような大おお仰ぎような挨拶が終わると、また全員の視線は武守とＪに集中する。

　交こう渉しようはこれから始まるのだ。

「……それじゃ、まずは我々をここに呼び出した理由を聞かせて」

　気がつけば傍そばにやってきたミョルニルにタブレットＰＣを渡わたすと、Ｊは腕うでを組んで質問する。

　練司もＪと同じ疑問を抱いだいていた。

　交渉とだけ聞かされていたが、武守の目的が分からない。

「それじゃあ、単刀直入に言わせてもらおう」

　気圧のせいか、耳の奥がざわついてくる。

　全員が見守る中、武守はこう宣言した。

「これ以上、ロキがグングニルを相手にする必要はなくなったよ」

「なんですって？」

「君たちが今まで弁慶に逆らっていたのは、弁慶機関のやり方が生なま温ぬるかったからだろう。グングニルの脅きよう威いに対して何もしない臆おく病びような連中だと思っていたから──そうだね」

　尋たずねたのはＪではなく、彼女の後ろにいるミョルニルが持っているタブレットＰＣ。

『ああ、そうだ』

　スピーカーを通して聞こえる蛇船の声。

「でも、もう心配いらないよ。グングニルに対たい抗こうする戦力は整った。各国との連れん携けいを強化し、日本にいるはぐれＤアームを確保した。そして部隊も再編成して直接的な戦力も強化する。強力なはぐれＤアームを回収する事で、各地で起きている小さな妖よう刀とう事件なども未然に防げるから、結果としてグングニルに充あてる人員が増やせるのさ」

「何を今さら……！」

　それを聞いて、Ｊの怒いかりが高まる。

「なら、どうしてそれを今までやらなかったの!?」

「やっていたんだよ。大々的に活動はしなかったけど、それでも草の根を分けるように地道に一つずつこなしてきた。蛇船も知っていたはずだ」

『ああ、知っていた』

　感情のない声で肯こう定ていする蛇船。

『私が気に入らなかったのは、その速度だ。もっと確実で手早い方法がいくらでもあるのに、兄さんはカタツムリのようにノロノロと進んでいた。そうしている間にグングニルが攻せめてきたらどうする？』

「実際、遅おそかったよ」

　武守も蛇船を肯定する。

「〝牙の部隊ダブルタスク〟がやられたのは、本当に計算外だった。正直、まともに戦えると言っても、こうなってしまっては苦戦するだろう。しかし勝てない戦いではない」

『世界中の手助けがあれば、そうだろうな』

「そして、君たちの活動がそれを早めたのも事実。尻しりに火をつけられたのは否いなめない。そういう意味では感謝している」

　練司を含ふくむ、弁慶機関の全員がざわめいた。

　あの武守がロキを肯定する発言をしたのだ。それはあのテロ活動を認める事になるではないか。

「だが、ここまでだ。これからは弁慶機関が戦う。君たちには手出しさせない。グングニルから日本を、いや世界を守ってみせよう」

「ふざけないでっ！」

　Ｊの怒りが頂点に達したのを見て、控ひかえていたミョルニルが前に出た。Ｊの意志を代弁するかのように、無言で手を前に突つき出す。雷かみなりを放つその白い手は、銃じゆうを突きつけるのと同様の威い嚇かくを意味している。

「これからは？　じゃあ、私たちの今までの行動は何だったと言うの!?　あなたの言い分じゃ、私たちは弁慶機関のために働いていたようなものじゃない！　汚お名めいだけを着て、名めい誉よは全部そっちが持って行くつもり!?」

「いいや、グングニルとの戦いで、少なからず被ひ害がいは出る。その汚名は我々が請うけ負おう。そもそも今までの破は壊かい活動についても、補ほ償しようしたのは弁慶じゃないか」

「だったら──私たちはなかった事になるの!?」

　今までロキがやっていた事を、全部弁慶機関がやれば、当然ロキは必要なくなる。無む駄だな争い事もなくなるし、グングニルとの戦いに集中できる。

「君たちロキの言い分だと我々は『遅すぎた』のだろうが、私に言わせれば君たちは『早すぎた』んだ。功を焦あせるよりも、しっかり地力をつける。一歩一歩着実に進んでいくのが日本人の美徳だろう」

「くっ……！」

　練司は弁慶機関という立場だが、Ｊの怒りは理解できる。

　テロリストにも正義がある。己おのれの信じるもののために破壊活動を行う。その大義名分を敵に全部奪うばわれてしまったら、心の拠より所がなくなってしまうではないか。

「…………！」

　Ｊは歯は噛がみしながら武守を睨にらむ。

　あと一つのアクションで戦闘になりかねない雰ふん囲い気きに、弁慶機関もロキも自然と身構える。練司も糸の前に立ち、かばうようにしながら見守っている。

　隣となりのライラを見るが、表向きは平静を装よそおっている。しかし姉があそこまで怒ど鳴なっているのを見て、平気なわけがない。

「……フッ」

　しかし、Ｊは息を吐はいて手を横に出す。

　威嚇していたミョルニルの手から電流が消え、さらに一歩下がった。

「分かったわ。それでつまり、私たちにどうして欲しいわけ？」

「破壊活動の停止と、今まで奪ったＤアームを返して欲しい」

「なるほどね」

　Ｊの表情に余よ裕ゆうが戻もどる。

「正直、そこまでやってくれるとは思わなかったわ。本当に驚おどろいたわ。やはり閉じこもってばかりの蛇船じゃ、弁慶機関のリーダーは務まらないのね」

『ま、それは事実だ。だから私は継けい承しよう者を決める時、潔いさぎよく身を引く事ができたわけだ』

　苦く笑しようする蛇船の声。

「歌深さん、今度はこちらの話をしてもいいかしら？」

「ああ、もちろん」

　武守が頷うなずくと、Ｊは背後にいるロキの一人を見る。

　三十代くらいの白人男性だ。他ほかのメンバーと比べて、一人だけ様子が違う。弁慶機関に対して何の感情もないような、まるで傍ぼう観かん者のような目をしている。

　その男が頷くと、Ｊはこう告げた。

「我々、秘密結社ロキはあなた方の望み通り日本での活動を停止します」

　その発言にざわめく弁慶機関。

　まさか武守の言葉をそのまま受け入れると言うのか。

「そして活動場所をアメリカに移します。あちらの組織が我々を高く評価しており、全面的にバックアップをしてくれるそうです」

「〝ＤＲＢ〟か……」

　武守が口にした名はアメリカのＤアーム管理組織。つまり弁慶機関と同じような集団だ。

　政治に疎うとい練司だが、どういう思惑おもわくでそうなったのか、なんとなく分かった。

「アメリカ……？」

　背後で考えこんでいる糸と薄緑。

　練司が説明しようと思ったが、ここは聡そう明めいなライラに頼たのむとしよう。目配せすると、ライラは小さく頷く。

「Ｄアームに関しては、アメリカはそれほど強い組織じゃないんだ。歴史が浅いから、土着のＤアームが少ない。だから外から持ってくるしかないんだ」

　アメリカ大陸の中で唯ゆい一いつ強力な力を持っていたネイティブ・アメリカンも、先祖代々続いたＤアームを渡そうとしなかった。侵しん略りやく者に渡すくらいならと、自ら破壊したり、別の国へ売り渡すケースがほとんどだった。

　そんなアメリカのＤＲＢが、ロキを味方につけるのは自然な選せん択たくだ。

　加えてロキがグングニルを倒たおそうものなら、世界での発言権は一気に増す。それでなくとも英えい雄ゆうという存在を重要視するアメリカにとって、世界を救おうとする集団はまさに救世主に見えただろう。

「別に国同士でＤアームの優ゆう劣れつを競きそうものではなかろうに」

　呆あきれる薄緑に、全員が同意する。

「国で繋つながってると言っても、一つの組織じゃないからな。国ごとに考え方が違ちがっても不思議じゃないさ」

　練司はそう言って、武守とＪを見比べる。

　そう、日本ですらこうやって二つに分かれて戦っているくらいなのだから。

　おそらくＤアームの多いイギリスやインドなどでは、もっと激しい派は閥ばつ争あらそいが起きているだろう。

「そういうわけだから、歌深さん。もう日本での活動は控えます。良かったわね、あなたの望み通りになるわよ」

「それだけかい？」

「もちろん、こちらにも要求があるわ。まずは人ひと質じちの引き渡し」

　いすかと阿形の事だ。

　彼女たちがロキに戻ると言う事は──

「ま、待ってくれ！」

　練司の口から、自然と声が出た。

　集まった全員が練司を見る。

「あ……」

　下したっ端ぱの身分で発言できる雰囲気じゃない。

　彼女の処しよ遇ぐうを決めるのは武守たちなのだから。

「練司──」

　いすかがこちらを見た。

　もしもロキに戻れば、いすかはアメリカに行ってしまう。そうなったら、もう会えないような気がしたのだ。

「練司。君の気持ちは理解しているよ」

　その練司の行動をきっかけに、歌深が話を切り出した。

「そういうわけで、一いち条じよういすかくんを引き渡すのは練司だけでなく、彼女本人にとっても不都合じゃないかと思うんだが」

「…………」

　いすかは何も言わないが、それは肯定と考えて良いだろう。

　彼女だって戦いが好きなわけじゃないのだ。弁慶機関の庇ひ護ご下に入れば、少なくとも危険からは守られる。

「それに今までさんざん荒あらしておいて、必要がなくなれば欲ほしいモノだけ持ってハイサヨウナラ、というのは虫が良すぎるな」

「何をいまさら。弁慶だって似たようなものじゃない」

　武守もＪも笑ってはいるが、目は本気だ。

　お互たがいに戦う理由はなくなったが、それで今までの争いがチャラになるわけではないのだから。どこかで折り合いをつけなければならない。

　そのために弁慶はいすかを、そしてクラウ・ソラスを要求しているのだろう。

「……いすかの気持ちは、私も知っている」

　Ｊは頷くが、

「でも、ダメよ。これはいすかだけでなく、あなたたちの安全のためでもある」

「……どういう事だよ？」

　つい問いを発してしまったのは、練司。

「いすかがいる所に、災わざわいは訪おとずれる」

　抽ちゆう象しよう的てきな指し摘てきだが、意味はわかる。

「グングニルに追われてるって言うのか？」

「そうよ」

　言われて思い出したが、どうしてクラウ・ソラスが狙ねらわれているのか明確な理由を知らなかった。でなければ、いすかがここまで逃とう亡ぼう生活をする必要もなかったのに。

「何か因いん縁ねんがあるのか？　クラウ・ソラスとグングニルに」

「……そうじゃない」

　答えたのは、いすかの隣にいるクラウ・ソラス本人。

「それがグングニルの性格なんだ」

「性格？」

　そんなもの、好みの問題ではないか。

「グングニルは狙った獲え物ものを逃のがさない。一度投げられれば、獲物を射い抜ぬくまでどこまでも追い続ける。そういう槍やりなんだ」

　そこまでいけば性格ではなく、もはや呪のろいの類たぐいだろう。

　クラウ・ソラスの話では、復活したグングニルが真っ先に狙ったのは彼らしいが、その時に呪いのマーキングをされてしまったのか。

　だからいすかは練司を頼たよれなかったのか。

　どこまでも追ってくると分かっているから。

「てことは……なんだ」

　ロキがいすかを欲ほつしていた理由が分かった。

　アメリカにどうしても連れて行きたがるのは、クラウ・ソラスがマーキングされているから。

　グングニルをアメリカにおびき寄せるためだ。




「それじゃあ、いすかはただのエサじゃねぇか！」




　練司の怒ど声せいに、誰だれも反応しない。

　皆みんな、それを理解していたからだ。

　アメリカにグングニルを誘さそいこめば、ＤＲＢが倒せる可能性が高まる。そうすれば名めい誉よを独ひとり占じめできると考えたのだろう。

　しかしそれは、いすかとクラウ・ソラスの安全を保障しているわけではない。

　要は目標を連れて来れば、それで役目が終わってしまうのだ。

「…………」

　いすかは何も言わない。

　その運命を受け入れているのか。

「ん、ちょっと待て。どこまでも追ってくるのじゃったら、おかしな点があるぞ」

　突とつ然ぜん、薄緑が発言する。

「グングニルはクラウ・ソラスを狙っておったのじゃろう？　ならば南極の襲しゆう撃げきはどうなのじゃ？　目標に一直線に突つき進むのではなかったのか？」

「そこがグングニルの恐おそろしいところだ」

　答えたのは武守。

「合同調査隊の報告によれば、グングニルの襲撃は偶ぐう然ぜんだったらしい。つまりたまたま通りがかったから〝牙の部隊ダブルタスク〟を滅ほろぼしたんだ」

「そんな簡単な理由じゃと……？」

「もちろん暴力的な衝しよう動どうのみでやったわけじゃない。グングニルにしてみれば、獲物をより確実に殺すために武器が欲しかったのだろう」

「武器とは何じゃ？」

　南極のＤアームを根こそぎ奪うばったのだとしたら、それは強力な武器になるだろう。しかしグングニル自身がＤアームなのに、そんな事をしても意味がない。

　が、練司の考えは覆くつがえされる。

　武守はＪに目くばせする。

「……そうね。知らない人もいるでしょうから、説明するわ」

　そう前置きすると、静まり返った一同に向けてＪは語り始める。




「グングニルの能力は〝英雄の魂エインヘリヤル〟、これは殺した相手の魂たましいを配下にする力があるの」




　ざわめきは一いつ瞬しゆんだった。

　事実を知らなかった者は息を呑のみ、それを知る者は目を閉じて沈ちん黙もくする。

「グングニルの持ち主、主神オーディンは神々の戦争のために死者の魂を集めて兵士にしたの。グングニルはその役目を受け継ついで、強い者の魂を集めているのよ」

「じゃあ、南極でグングニルが手に入れた武器って──」

　練司の呻うめきに、Ｊは頷うなずく。

「そう、〝牙の部隊ダブルタスク〟そのものよ」

　世界でも有数の研究機関。あまりにも強い力を持っていたために極ごつ寒かんの地へ集められたＤアームと伝承者テイルキーパーたち。

　その全員が敵の支配下になったのか。

「グングニルはどんどん軍勢を増やしてくるわ。だからこそ早めに叩たたくべきだったのよ。弁慶機関が遅おそすぎる、という理由が分かってもらえたかしら？」

　復活したグングニルが、まずクラウ・ソラスを狙った理由もそれか。

　世界でも有数なＤアームなのだから、それを味方につければ戦力は大おお幅はばに増す。

　グングニルは個人での戦いを望んでいたのではない。

　軍勢を率いて、戦争をするつもりなのか。




「Ｄアームの軍団による、世界戦争。それこそが〝神ラ々グのナ黄ロ昏ク〟よ」




　球場に響ひびくＪの言葉。

「じゃあ、死者を生き返らせるっていう能力はウソだったのか……」

　ずっと、そう聞かされていた。

　弁慶機関によって、信じ込まされていたのだ。

「だったら俺が今まで戦ってきた意味は……」

　膝ひざから崩くずれそうになる練司。

　その身体からだを支えてくれる、薄緑。

「落ち着け練司。無む駄だになったわけではなかろう」

「そ、そう……だけど」

　伝承者テイルキーパーになったからこそ、いすかに出会えた。

　まったくの無駄ではなかった。

　だが練司が想像していたグングニルの能力が、今話していたようなものだとしたら、弁慶機関に騙だまされていた事になる。

「練司」

　持ち直した練司の肩かたに、課長の手が置かれる。

「グングニルの能力には謎なぞが多い。君の目的だった『命を取り戻もどす力』もあるかもしれないんだ」

「けど、それって可能性じゃ……」

「Ｄアームの能力は未知数だ。それは薄緑が証明しているだろう」

　薄緑の能力だって一つではない。膝丸、吠丸も含ふくめて、今まで聞かされていない不思議な力が秘ひめられている。グングニルも同じように、能力を秘めているかもしれない。

「千年前、つまり昔グングニルを倒たおした時の文ぶん献けんにそういう記述があったんだ。鵜う呑のみにするのも良くないけど、与よ太た話と無視するほどでもない」

　実際にこの目で確かめた者はいないわけだ。

　それに練司はいすかを取り戻すために戦っていたが、ほとんどの伝承者テイルキーパーはグングニルの戦力強化を恐れていたのだ。前者は個人の目的だが、後者は世界の存亡に関かかわる。危険視すべき案件の方が優先されるべきだ。

「これで分かったでしょう、グングニルの恐ろしさが。戦力を増強した今、すぐにでも日本にやってくるかもしれない。だから私たちはアメリカに行く。あそこなら広大な土地があるから、全面戦争になってもリスクを回かい避ひできるの」

　もしもグングニルの軍勢が東京にやってきたら。

　想像するだけでもゾッとする。理性を持った人間が使ってもあれだけの被ひ害がいが出たのだ。最初から戦いを望んでいるＤアームが集団でやってきたら、東京どころか日本が壊かい滅めつするかもしれない。

　弁慶機関が弱よわ腰ごしになった理由が、ようやく分かった。

　これでは下手に攻せめられない。

　返り討うちにあったら、そのままグングニルの配下にされてしまうのだから。

　まるで将しよう棋ぎの駒こまのように。

　そんな状じよう況きようなのに、ロキはリスクを恐れずに立ち向かおうとしたのだ。

　迂う闊かつに手を出せないが、放ほうっておけば強くなる。

　弁慶とロキ。二つの組織の考え方の違ちがいだ。

「だから、私たちはいすかを連れていく。これは日本のためでもあるのよ」

　最後のＪの言葉は、いすかに向けられたものだろう。

「……はい」

　いすかは小さく頷いた。

　己おのれの運命を悟さとったいすかからは、目の輝かがやきが失われている。

　練司を刺さした、あの時の表情と同じ。

「代わりに私たちが今まで奪ったＤアームは返へん却きやくするわ。それなら問題ないでしょう、歌深さん？」

「……仕方ない」

　武守も頷く。

　練司の同意もなしに。

　いや、彼には練司の同意を得る必要などないのだ。

　彼らが話しているのは、練司といすかの問題ではない。世界の脅きよう威いを前に、どう動くかという話ではないか。

　それは分かっているのだ。

　分かっているけど──

　ここで練司が止めなければ、誰がいすかを救うのだ。

　いすかが本当にグングニルのエサになるのを望んでいるはずがない。誰だって死にたくないし、居たい場所があるだろう。

　それを守るというのが、練司の望みではなかったのか。

「練司」

　まさに練司が声を発しようとしたその時、薄緑が練司の手を取った。

「お主、何を考えている」

「俺は──」

「敵は強大じゃ。クラウ・ソラスでも苦戦するほどのな。そんな敵を前にして、本当にいすかを守れると言い張るつもりか？」

　冷たい手の感かん触しよくがする。

　震ふるえているのをごまかすように、薄緑が練司の手をぎゅっと握にぎる。




「お主と──妾わらわの弱さで、本当にいすかを守るつもりか？」




　薄緑は唇くちびるを噛かむ。

　どうして彼女がこんなに弱気になっているのだろう。本来なら、そういう言葉は練司の口から出るものだ。そんな練司に対して「誰だれが弱いか！」と激げき怒どするのが薄緑ではなかったか。

「俺は──弱い」

　口に出して確かめる。

　練司は弱い。

　しかしそれは薄緑のせいではない。

　未熟な腕うで、脆ぜい弱じやくな精神、不足している鍛たん錬れん、そのどれもが練司の資質によるものだ。だから薄緑にもたくさん迷めい惑わくをかけた。

　そんな練司がいすかを助けられるかと訊きかれれば──

　練司が一人で悩なやんでいる間にも、交こう渉しようは淡たん々たんと進んでゆく。

「では、交こう換かんといこう」

　武守の言葉で、いすかと阿形が前に出る。

「……ヘッ」

　沈しずんだ表情のいすか。彼女の隣となりにはクラウ・ソラスが無言で付き従っていた。

　そんな二人とは対たい照しよう的に、手て錠じようを嵌はめられた阿形は何が楽しいのかヘラヘラ笑っている。　彼に関しては、誰も注目していない。すでに契けい約やくしたＤアームであるティルヴィングは破は壊かいしたのだから。

「こちらを」

　Ｊが合図すると、ミョルニルが幾いくつものＤアームを抱かかえて歩いてきた。表情を変えずに、それを人じん工こう芝しばの上に置く。

「確かく認にんしてくれ」

「はい」

　武守の指示で前に出たのは、三倉。転がったＤアームを一つ一つ手にし、その状態を見ている。偽にせ物ものを掴つかまされるかもしれないからだ。

　一方、ロキの方はＪがいすかを出で迎むかえていた。

「いすか」

　そしてゆっくりといすかを抱だきしめるＪ。

「ごめんなさい」

「……うっ」

　Ｊにとって、いすかはどういう立場なのだろう。話を聞けば、彼女を利用しているだけにしか見えないのだが、こうしていすかを抱いている時の悲しい表情は本物に見える。

　練司が知らない間、いすかはいすかでロキの人間と関係を築いてきた。それが羨うらやましくもある。

　そして一方で、阿形は。

「……よお」

　別のロキの構成員に出迎えられていた。

　一人は練司の知らない大男。

　そしてもう一人は──老ろう婆ば？

「あれ、あんな奴やついたか？」

　練司が指し摘てきするより早く、誰かが動いていた。

「三倉課長！」

　一課の数人が飛び出す。

　が、それよりも速く阿形は行動していた。

　老婆の全身が光る。

「あれは──Ｄアーム！」

　まさか予期していなかったわけではないだろう。

　伝承者テイルキーパーにはＤアームを感知する力がある。弁慶機関の構成員のもの、ロキのもの、そしてロキが奪うばったＤアーム以外の存在があるなら、誰かが察知していたはずだ。

　姿を隠かくす能力か──あるいは道具や薬などを使ったか。

　舵船ならば用意していてもおかしくない。彼が作れる薬には、塗と料りようやオイルなども含まれているのだ。

「ヒッヒッヒ──さぁ、契約しようかね」

「おうともよ！」

　阿形の返事と共に、Ｄアームは本来の姿──長ちよう剣けんへと変化した。刃やいばの広い、ティルヴィングに似た片手剣。

　それを手にすると、阿形はそれを真下に落とす。足で柄つかを蹴けり上げると、回転する刃が手錠の鎖くさりを切断した。

「ヒャアアアアアアアアアアアアッッ！」

　剣を掴んでから、わずか一秒。

　阿形は身を屈かがめると、バネのように跳ちよう躍やくする。Ｄアームの確認をしている三倉の頭上から、躊躇ためらいもなくその刃を振ふり下ろした。

　が、三倉の身体からだが斬きられる寸前、その姿が消失する。

「それは分身です」

　すでに三倉は阿形の真後ろにいた。

　武器ではなく、手刀を阿形の首に向かって振り下ろす。さきほどの仕返しと言わんばかりに。

「チィッ！」

　それに反応した阿形、片手剣を背後に向かって振った。三倉の手刀は阿形の片手剣とぶつかり、また消える。あれも分身だったのか。

「どういう事だ、蛇船？」

『すまないね、兄さん』

　怒いかりの籠こもった武守の声に、球場のスピーカーから返事がきた。

『アメリカの支し援えんを受けるには、いくつかのＤアームを手て土産みやげにしないといけないんだ。Ｄアーム不足のアメリカなら当然かもしれないがね。だからそれを返却するわけにはいかないのさ』

「なるほどな」

『想定していなかったわけではないだろう？　こんな物ぶつ騒そうな場所に呼び出しておいて、今さら交渉のみで終わると思ったかい？』

「……それもそうだ」

　武守は納なつ得とくしたように頷うなずく。

　その会話の間にも、戦いは続いていた。

「ハァァァアアアアアアアアアアアッ！」

　球場の真ん中で阿形の剣を避よける三倉。

「なるほど、ティルヴィングとの契約によって得た強さはそのままに、別のＤアームと契約したわけですね。確かに伝承者テイルキーパーとＤアームのどちらかが死ねば、再契約は可能です」

「クククククッ、アンタ強いんだってなぁ！　俺の強さ、試ためさせてもらうぜ！」

　阿形の剣は、あの時と少しも変わっていない。速くて強い。特とく殊しゆな能力こそないが、純じゆん粋すいなパワーとスピードで勝負している。

　彼の持つＤアームを見て、三倉は小さく呻うめいた。

「〝スコフニュング〟とは。厄やつ介かいな剣ですね」

　デンマークの伝承「ラックサー谷の人々のサガ」に登場する武器だ。偉い大だいなる王フロールヴ・フラキが所持し、その死後に人から人へと渡わたり歩いたＤアーム。その刃で斬られた者は、特殊な石がないと傷が塞ふさがらない伝説を持つ魔ま剣けんである。

「ですが──まだ付つけ焼やき刃ば」

　阿形と距きよ離りを取った三倉。

　彼女の後ろにはＤアーム──如によ意い棒ぼうが控ひかえていた。

「今度はやっていいのかい、お師し匠しようさん」

「ええ。Ｄアームと契約者が揃そろっているのなら、手加減の必要はありません」

　伸のばした三倉の手に、如意棒が触ふれる。




「狼ろう藉ぜきを許可します、如によ意い金きん箍こ棒ぼう」

「──ブッ潰つぶしてやるぜぇぇぇぇっ！」




　人間体だった如意棒の身体が光ると、三倉の手に深しん紅くの棒となって変化する。両りよう端たんには金色の輪が嵌められており、身を低くした三倉の体勢から非常に重い事が見てとれる。

「いきます」

　反応は速かった。

　消えたと思われた三倉の身体が、阿形の剣を打つ。

「ガァッ！」

　阿形の身体が吹ふき飛んだ。大きく弧こを描えがいて宙を舞まう阿形は、そのままフェンスに激げき突とつする。それを追って三倉ではなく、一課の伝承者テイルキーパーが三人がかりで襲おそいかかった。

「舐なめるなぁぁぁぁぁっ！」

　三人がかりでも阿形は臆おくせず、手にしたばかりのスコフニュングを振り回す。

　が、戦いはそれで終わりではなかった。

「ふっ！」

　阿形が奪い取ろうとしたＤアームを回収しにきた一課の集団に、空中から強力な一いち撃げきが突つき刺ささる。衝しよう撃げき波はで吹き飛ばされた一課の男たちの中心には、ゲイ・ボルグを構えた瀬田が立っていた。

「ごめんね、弁慶さん」

　口では謝りつつも、余よ裕ゆうの表情で槍やりを振り回す。

　彼の背後ではバチバチと雷かみなりが蠢うごめいていた。まるで鞭むちのように自在に雷を操あやつっているのは、Ｊとミョルニルだ。手から雷を出したかと思えば、自分が雷になって攻こう撃げきを避ける。翻ほん弄ろうされながら、弁慶機関の連中は次々に痺しびれて倒たおれていく。

　さらに練司の知らないロキのメンバーも次々に参戦した。剣と剣がぶつかり合い、火花ではなく剣気が飛び散る。人工芝に穴があき、轟ごう音おんはドーム全体にこだまする。

　そんな中、練司は動かない。

　じっと戦いを見ていた。

「なんで……なんだよ、これ」

　たった一度の攻撃で、交こう渉しようが崩くずれた。

　最初から薄はく氷ひようの上に立つようなギリギリの話し合いだったと思っていた。しかしそれは幻げん想そうだ。もとより戦せん闘とうを前提とした交渉だったのだ。

　東京ドームというロケーションもそうだ。そもそも最初から交渉のみを目的にしているのであれば、電話などの通信で済む話ではないか。それがわざわざボス自らが軍勢を率いてやってくるなんて。

　武守にもそういうハラがあったわけだ。

　どちらも戦いを望んでいたのだ。

「なんで戦うんだよ……敵はグングニルだっていうのに」

「戦う理由はあるさ」

　練司の隣に立って傍ぼう観かんしている課長。

「そもそも弁慶がロキを追っている理由は、勝手にグングニルと戦おうとしているからじゃない。Ｄアームを使って人様に迷めい惑わくをかけてるから、だろ？」

「けど、それもアメリカに行けば関係ないでしょう」

「うん、その通り。練司は正しいよ」

　感情のない声で肯こう定ていする課長。

　正しいが、間ま違ちがっている。それは練司にも分かる。

「要はプライドの問題だよ。落とし所を見つけたいのさ。ナメられっぱなしが気に入らないんだ。そういうところ、サムライの時代から変わらないのかねぇ」

　うんざりした口調の課長。彼は戦闘に向いていないので、こうして立っているしかないのだ。

　強力なＤアームが地面を割り、客席を斬り落とす。人間が吹き飛び、鮮せん血けつが舞う。

　これがしたかったのか。

　弁慶も、ロキも。

　──違うだろう！

　練司は叫さけびだしたくなる。

「ガアアァァアアアアアアアアアアアアアッ！」

　が、代わりに叫んだのは阿形。

　囲まれていた一課の伝承者テイルキーパーたちの間をすり抜ぬけ、一人の肩かたを蹴って跳躍する。昆こん虫ちゆうのような反射速度で動く彼が目指すのは、如意棒を持った三倉。

「そこのチビ姉ちゃん！　俺と遊ぼうぜぇっ！」

「…………」

　三倉は如意棒を構え、無言で手招きする。

「ヒャアアアアアアアアッ！」

　人じん工こう芝しばを蹴り、高く跳躍する阿形。

　空中から繰くり出されるスコフニュングの剣気にあてられるが、三倉は動じない。

「死ねやぁああああああっ！」

　怒ど気きと怒声を受けながら、三倉はゆっくりと如意棒を振りかぶる。

　その目は阿形の身体の中心を見ていた。

「空中から襲いかかるとは──私の攻撃を避ける気がないのですか？」

　如意棒に集約される剣気。

『あ、こりゃいけないわ。防ぼう御ぎよしなきゃ』

「あぁ!?」

　阿形の剣から発せられる剣気が、彼の全身を包み込む。それはまるで一つの巨きよ大だいな球体のようになり、淡あわい光を放った。

　そこに、三倉の如意棒が横よこ殴なぐりに叩たたきつけられる。

　金属を叩くような軽快な音が響ひびいた。

　弾はじき返された阿形の身体は、高く高く昇のぼってゆく。

「ぬああぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──！」

　それはどんどん高度を増してゆくが、スピードはまったく衰おとろえない。

　やがて阿形の身体は東京ドームの天てん井じようにぶつかり、そして大きな破は裂れつ音が生まれた。風が生まれたと思ったが、それは気圧が変化したせいだ。




　東京ドームの天井が裂さけていた。




　煌きらめく星空に向けて、まだ阿形の身体は上じよう昇しようしてゆく。それ以上は目で追えなくなった。どこまで飛んでいったのだろう。あの速度と角度ならば、最悪宇宙まで飛んでいきそうなのだが。

　パラパラと何かが降ってくる。

　それは東京ドームの天井を補強するガラス繊せん維いと、それをコーティングする素材だ。阿形が空けた穴は予想外に大きく、徐じよ々じよに広がっているように見える。

「……しまった」

　如意棒を振ふり抜いた姿勢のまま、三倉が固まっている。

『うっひょー、すっげぇお師匠さん！　ホームランだよ！』

「またやってしまいました……」

『今度は始末書じゃ済まないぜー』

「以後、気をつけます」

　反省の言葉を吐はく三倉だが、顔は相変わらず無表情だ。

　小石川後楽園のみならず、東京ドームまで破は壊かいしたこの女は、今の弁慶機関の象しよう徴ちようとも言えよう。

　大義名分のためなら、誰だれを傷つけても構わない。

　練司がしたかったのは、彼女のような破壊活動ではない。

　Ｄアームで人を傷つけないようにするのが、弁慶機関の理念のはずなのだ。

　キラキラと輝かがやくコーティング素材の雨に打たれながら、練司は前を見る。

「いすか！　どうするつもり!?」

　クラウ・ソラスが、いすかの手を掴つかんでいる。普ふ通つう、伝承者テイルキーパーがＤアームを掴むものなのだ。いすかがクラウ・ソラスの意向を無視して進もうとしている。

「決まってる！　こんなの間違ってる！」

「じゃあ君は戦わないの？　君はどちらの味方なんだい？　弁慶なのか？」

「それは……！」

　言い淀よどむいすか。

　きっと彼女の中でも様々な葛かつ藤とうが起きているのだろう。

　クラウ・ソラスの言葉は間違っていない。が、その正論がいすかを苦しめる。

「いすか！」

　彼女を呼んで、手を伸ばそうとする。

　その身体からだが、強く引っ張られた。

　練司の服の裾すそを、薄緑が掴んでいる。

「──呼んでどうするつもりじゃ」

「どうするって……！」

　そんな事、分かりきっているだろう。

「戦いを止める。いすかは戦いが嫌きらいな、優やさしい伝承者テイルキーパーなんだ」

「練司！」

　さらに強い力で、薄緑は練司を引っ張った。

「本当にそれがお主のやりたい事なのか!?」

「当たり前だろう！　俺はいすかのために戦ってきたんだ！」

「いすかのために、戦いを止めるのか？」

　しつこいくらいに聞き返す薄緑に、練司も落ち着いて見返す。

　薄緑は練司を見ていた。

　潤うるんだ瞳ひとみで、ずっと。

　最初から彼女は練司しか見ていなかった。

　今まで練司はいすかにしか意識が行かなかったので、気づかなかった。

「……泣きそうなツラすんなよ」

「バカ者」

　薄緑は袖そでで自分の顔を拭ふく。

「お前に泣かれると、困るんだよ、俺が」

　彼女を見ていると、思い出す。

　今までの戦いの日々を。

　ずっと二人で戦ってきた。その先にあるものを信じて。

　それは、逃にげていては得られなかったものだ。

「──そうか」

　薄緑が何を言おうとしているのか、練司も気づいた。

　このままじゃ、ダメだ。

　いすかの望みを叶かなえるためには、これじゃいけない。

「ありがとう、薄緑。危あやうく忘れるところだったぜ」

　薄緑の頭に手を置いて、撫なでる。

　こうされて喜ぶのは吠丸だけで、いつもの薄緑ならはね除のけるのだが、

「……妾わらわはもう、このくらいでしか役に立たぬからな」

「何言ってんだよ。お前らしくもない」

「じゃが、妾は弱い──練司を助ける事もできぬ」

「バカ！」

　急に怒ど鳴なられて、身体を震ふるわせる薄緑。

「いつも助けてくれたじゃねーか！　薄緑がいなきゃとっくに死んでた。いすかに会う事もできなかった。いくら感謝しても足りないくらいだ！」

「練司……」

「いすかを助けられたら、今度はお前の番だ。イマを探し出して、必ず倒たおす。お前に受けた恩、俺は絶対に返すぞ」

「忘れて……おらなんだか」

　肩に置いた練司の手に、薄緑が自分の手を重ねる。

「なんだ、忘れてると思ったのか？」

「だ、だって、練司はいすかに会えばそれで目的は達したのじゃろう？　それなら弱い妾と共にいるより、二人揃そろって弁慶の庇ひ護ご下にでも入っておれば幸せではないか……」

　徐々に声が小さくなる薄緑。

　今まで態度がよそよそしかったのは、そういう事だったのか。

「バカ」

「いたっ」

　ようやく理解した練司は、薄緑の額を指で小こ突づく。

「お前は俺の相棒だ。強くても弱くても、俺の目的が達成されても変わらない。相棒の願いは、俺の願いだ。それだけは忘れるな」

「……うう」

　薄緑の目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいる。

　その涙を親指でそっと拭き、練司はこう続ける。

「それに弱くてもいいさ。問題ない」

「問題……ない、じゃと」

「ああ」

　練司は後ろを向く。

　ライラと、糸がいた。

　二人ともＤアームを手にしている。




「俺は弱いかもしれないが──俺たちは弱くない」




　ライラは練司の隣となりに立ち、悠ゆう然ぜんと戦せん闘とうを眺ながめる。

「何やら薄緑と話していたが……この戦い、止めるのか？　それとも加わるのか？」

「みんなはどう思う」

　ライラと糸に問いかけると、最初に答えたのは糸だった。

「私は、イヤです！　こんなの意味がないですっ！　だって、これからグングニルってのと戦わなきゃいけないのに、争っている場合じゃないですっ！」

「しかし戦いをふっかけてきたのは向こうだ。降りかかる火の粉は払はらうべきだ。それにＤアームは一つたりとも奴やつらに渡わたすべきではない」

　ライラは八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしを抜ぬき放ち、眼前に構える。理り屈くつでは戦いに賛成しているようだが、釈しやく然ぜんとしない表情をしている。

「練司はどうするんだ？」

　ライラの質問に、練司は答える。

「戦うさ」

「ロキとか？」

「いや」

　練司は薄緑の手を握にぎる。冷たい手から、力が溢あふれてくる。




「両方だ。この戦いを──ブッ壊こわす」




　私利私欲で戦いを仕し掛かけるロキも、それを受けるだけの弁慶機関も。

　そして戦いが嫌いで泣くいすかも──

　全部、間ま違ちがっている。

「このままじゃ、どちらに転んでも俺の気に入らない結果になる。だから俺は俺のために戦ってくる」

　薄緑の手を握ったまま、練司は戦場へ歩き出す。

「伝承者テイルキーパーってのは、そういう生き物だろう」

「……本当にバカだな、練司は。弁慶も敵に回してどうする」

　苦く笑しようを含ふくむため息をつくライラ。

「だが、受け入れると決めたのは私だ」

「私もですっ！」

　ライラに並んで、糸も練司の後ろをついてくる。

　共に戦ってくれると言うのか。

「本当に俺が得するだけの戦いだぞ。むしろ止める側じゃねーのか」

「問題ない」

　ライラは頷うなずき、いつものように凜りんとした顔で宣言する。




「この争いは、私の美学に反する。私のために、私は戦う」




　そして、ライラの隣に並ぶ糸。

　彼女は剣けんを抱だきしめ、そっと目を閉じる。

　糸のＤアームから発せられる剣気が、彼女の気持ちとシンクロして雷かみなりのようにスパークし始める。




「ここは私の居場所じゃありません。だから、元の居場所を取り戻もどしますっ！」




　練司の横に並び立つ二人。

　どちらも強く、かつ自分の意志でここにいる。

「ああ──」

　その光景を見て、薄緑は目を閉じる。

「そうじゃった──九く郎ろうも一人ではなかった。頼たのもしい部下たちに囲まれ、それは幸せそうに戦っておった──」

　過去の光景に思いを馳はせる薄緑。

　その手の感かん触しよくは優しく、徐じよ々じよに暖かくなる。

「練司」

　何も言わなくても、その手から伝わってくる。
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　相棒の、薄緑の気持ちが。

「ああ」

　練司は薄緑と手を繋つないだまま、課長を見る。

「すいません課長、念のため訊ききますけど、俺クビですかね？」

「いやぁ、どうだろうね」

　課長は頭を搔かいて笑うだけ。

「けど、正しいかどうかはともかく、考え方の一つとしてアリだと思うよ」

　そう言って、課長はベンチがある方向へ歩き去っていった。練司の行動を見て見ぬフリをしてくれるのだ。

　そうと決まれば、練司はもう迷わない。

　やるべき行動と理念は、完かん璧ぺきに定まった。

「いすか！」

　ありったけの声で、練司は叫さけぶ。

「こっちに来い！」

　言い争いをしていたいすかとクラウ・ソラスは、びっくりした表情でこちらを見る。

　いすかは救われたような、でも困ったような顔をする。

「戦うのが嫌きらいなら、戦いを奪え！　自分に言い訳してたら、また泣くぞ！」

　練司もそうだった。

　自分が弱いから、立場が弱いから、人を殺すのが怖こわいから。

　そうやって自分に言い訳ばかりをしていた。

　その結果、何も勝ち取れなかった。

　薄緑や、ここにいるみんなの力がなければ、前に進む事もできなかった。

　だけど、もう違う。

　練司は自分の足で進める。

　今度は練司が、それを教える番だ。

「君に何ができる」

　クラウ・ソラスは冷たい目で練司を見る。

「君がこの局面を打破するとでも言うのか」

「黙だまれクソガキ！」

　練司は指を突つきつけ、クラウ・ソラスを睨にらむ。

「さっきから聞いてりゃ、どうもいすかを困らせてんのはお前のようだな。理想論ばかり語ってるのはどっちだ。お前の消極的な理想が、どれだけいすかの足を止めてんだ！」

「……っ！」

「俺は進むぜ。蛮ばん勇ゆうだろうが盲もう進しんだろうが、止まってるよりマシだ」

　練司の言葉に、いすかが顔を上げる。

　もともと前に進んでいたのは、いすかの方だった。無む鉄てつ砲ぽうで勝ち気な幼おさな馴な染じみに、過去の練司がどれだけ救われたか。

「練司……私」

「怖いか、一人で戦うのが」

「……うん」

「安心しろ。俺たちがいる。どこまでも一いつ緒しよに戦ってやる」

　練司は手を差し伸のべる。

　今まで怖くて言えなかった言葉を、声が嗄かれるほど大きな声で伝える。




「だから、こっちに来い！　俺の傍そばにいろ、いすか！」




　練司の言葉がいすかの胸に染しみ渡るように、強こわばった顔がほぐれてゆく。

　やがて花が開くように明るい顔になると、いすかは勢いよく立ち上がった。

「うんっ！」

　瞬まばたきをすると、もうそこにいすかはいなかった。

　光の速度で飛んできたいすかは、一いつ切さいの迷いもなく練司の胸に飛び込んできたのだ。







　それでも双そう方ほう、力の加減はしていた。

　何な故ぜなら本気でＤアームの能力を使えば、味方にまで巻き添ぞえが出るからだ。そういう意味では少数精せい鋭えいのロキの方が強い力を出せる。その差を弁慶機関の人数が埋うめているわけだ。

　混戦になり、続々と負傷者が出始めた。

　そのほとんどが弁慶機関の人間である。物量で勝まさる分、ロキの強力な一いち撃げきの余波に晒さらされる者が多いのだ。

　死者が出る前に、止める。

　戦いを止めるには、まず注目を集めないといけない。

「な、なんだっ!?」

「うおっ！」

　剣を交えていた人間たちが、ふと、その手を止めて上を見る。

　そこには身長二十メートルほどの、巨きよ大だいな練司がいた。

「『戦いを止やめろ！』」

　練司と薄緑、二人の声が東京ドーム内に轟とどろく。どんなに遠く離はなれていても、その声はハッキリと聞こえたはずだ。

　声を剣気に乗せて、遠くまで飛ばす。

　それは覇は王おうの剣であった薄緑の能力の一つ。相手の「心を斬きる」事に特化した薄緑は、敵を威い圧あつし、味方を鼓こ舞ぶする能力に秀ひいでているのだ。

　ではこの巨大化は何かと言うと、クラウ・ソラスの力だ。光の剣であるクラウ・ソラスなら、屈くつ折せつ率を操作して見た目を騙だます事など朝飯前だという。今まで戦いにしかその力を使っていなかったため、それを練司が提案した時のいすかは非常に驚おどろいていた。

「俺の話を聞いてくれ！　この戦いは無意味だ！」

　叫ぶ練司の身体からだが、徐々に小さくなる。

　巨大練司を見ていた人は、その視線をゆっくりと下に向ける。そうすると外野に立っている練司と薄緑、そしてライラと糸、それにいすかの姿が見えただろう。

　彼らは双方に剣を向けている。

　唯ゆい一いつ、薄緑だけは練司の傍にずっと立っていた。

「また邪じや魔まをするのですか、若林さん」

　集団から一歩前に出た三倉。如によ意い棒ぼうをまっすぐにこちらに向けている。

　三倉に同調するように、一課の男たちも練司を睨む。

「今度は立派な反逆罪ですよ」

「今度も反逆じゃねえよ！」

　練司は言い返す。

「俺はただ、意見を言いたいだけだ！」

「一兵卒のあなたが、弁慶機関とロキの会談を邪魔すると言うのですか。そんな資格があると思っているのですか？」

「そう……それだ。その、資格ってやつだ」

「？」

　今まで練司を苦しめていたのは、その固定観念だ。

　立場では自分の道は決められない。

「資格がないから、発言権がないから──そうやって理由をつけて、俺はみすみすロキにいすかを渡わたすところだった。だけど俺はもう決めたんだ」

　薄緑から手を離し、無防備になった練司は一歩前に出る。

　誰だれからも守られていない状じよう況きようで、練司は両手を広げた。

「俺は、武守さんの考えに異を唱える。これは若林練司個人の意見だ」

　三倉は表情を変えない。

　そのまま、構えた如意棒が伸びた。一いつ瞬しゆんで数十メートルの距きよ離りを詰つめ、練司の喉のど元もとを正確に狙ねらって飛び出す。それは赤いレーザーのようにも見えた。

　だが練司は動じない。

　自分の弱さと、仲間の強さを知っているから。

「っ!?」

　如意棒は練司の眼前で弾はじかれた。

　何者かが伸びる如意棒を真横から攻こう撃げきしたのだ。

　練司は二階の客席を見る。

「んふふふ～」

　そこではポップコーン片手に狙そ撃げき銃じゆう型のガーンデーヴァを持っている杏が手を振ふっている。彼女がいる限り、防ぼう御ぎよは万全だ。

「大おお森もり山やま博士まで……！」

　如意棒を防がれた三倉は悔くやしそうに歯ぎしりする。

　彼女に続こうと、一課の連中が武器を構える。しかし襲おそってこようとしないのは、練司の言葉が届いたからだろう。何人かは練司とロキを交こう互ごに見比べている。

　ロキの方も一番血気盛さかんな阿形が倒たおれ、強力な使い手だったいすかが寝ね返がえった事で攻せめあぐねている。瀬田だけは槍やりを担かついだまま笑っているが。

「これだからＤアームは恐おそろしい」

　この混戦の最さ中なか、車くるま椅い子すに悠ゆう然ぜんと座っていた武守。彼の身の安全は岩融が保障しているとはいえ、ロキに真っ先に狙われる立場の人間としてはいさか不用心すぎる。

「たった数人で戦せん況きようがひっくり返るのだからね。しかし練司。それはこちらも同じだよ。一課が本気を出せば君たちはあっという間に制圧されてしまう」

「……できるかよ、アンタに」

「どういう意味だ？」

「こっちにゃライラもいるぜ」

　武守の許嫁いいなずけが反逆したとあっては、立場がない。さらにこれで武力で取り押さえようものなら、関係の修復は不可能だろう。ここにはいない剛善も責任を取らなくてはならない。そうなったら組織図が大きく変わる。

　武守もそれを知って苦く笑しようする。

「そうだな。一応訊きいておくがライラ、君も本気かい？」

「別にあなたに恨うらみはないが、今回は練司に協力させてもらう。規則に反してでも、私の美学を守りたい」

「……なるほど。練司はライラに何を吹ふき込んだのやら。今度ゆっくり男同士の会話をする必要がありそうだね」

　今まで見た事もない恐ろしい視線で練司を見る武守。

　しかしそれは一瞬で、すぐに元の温和な笑え顔がおに戻もどる。

「しかし武力で制圧する必要はないな。君は私に意見をしたいだけなのだろう？」

「ああ。提案がのめなければ、蹴けってもいい」

「では訊こう。君は何のために戦いを止めた？　まさか平和主義か？」

「いいや」

　練司はゆっくりと首を横に振る。

「訊きたいんだ。武守さん、アンタはこの戦いの決着をどうやってつける？」

「それはもちろん、ロキの撤てつ退たいだ。Ｄアームを守り、ロキが大人しく手ぶらでアメリカに行ってくれる事を望んでいる」

「それじゃダメだ」

「何？」

「足りないんだよ。今までさんざん東京で暴れられて、さらに一度返すと言ったＤアームまで奪うばおうとするロキに、手ぶらで帰ってもらおうなんてムシが良すぎるんだ」

「なっ……！」

　Ｊの顔が歪ゆがむ。

「では練司。君はさらに何を上乗せするつもりだ？」

　武守の質問に答えるため、練司は後ろに下がる。

　そして大切な人の肩かたを抱だきながら、宣言した。




「いすかを、もらっていく」




　球場内に静かな衝しよう撃げきが走る。

「なっ──!?」

「バカな！」

　Ｊもロキの面々も驚いているが、武守は苦笑したまま。

「それでチャラだ。アメリカでもどこでも行っちまえ。二度と俺たちの平和な生活を乱すなよ」

「認められるわけないでしょう！　いすかがいなければ、意味がないのよ！」

「知ったことか」

　電撃を伴ともなうＪの怒ど気きを、練司は涼すずしい顔で受け止める。

　その目に迷いはない。

　最初からこのために生きてきたのだ。

　いすかを取り戻す。

　そのためならどんな困難をも乗り越こえてみせる。

「俺はいすかが欲ほしい」

　真っ向から告げると、いすかは顔を赤らめる。

　そして練司は空いた手で、隣となりにいる相棒の肩も抱く。

「俺は薄緑とも戦いたい」

　薄緑は練司の目を見て頷うなずく。

「二人だけじゃない。ライラも、糸も、杏も──俺が欲しいものは、全すべてこの手で掴つかむ。それが俺の力になるんだ」

「何を──勝手な事を！」

「ああ、俺は身勝手な男だ」

　自分の都合で戦いを止めたのもわがままだし、いすかを欲しがるのもわがままだ。自分の欲望だけを押しつけて生きている、本当に身勝手な男だと思う。

「だから、止めたければ止めてみろ」

　それが力の世界に生きる人間のやり方だ。

　練司のやり方が気に入らなければ、そちらも押し通せばいい。

「……いいわ。逸いつ話わ級のＤアームでどこまでやれるか、見せてみなさい。実力が伴わない妄もう言げんなんて、すぐに止めてみせる」

　Ｊがハンマーを構えると、ロキの構成員も一様に練司に剣けんを向ける。

「ならば、罷まかり通らせてもらう」

　練司は傍かたわらの相棒を見る。

　薄緑は切っ先を向けるようにＪを見み据すえていた。

「欲しい者は手に入れ、邪魔する者は叩たたき潰つぶし、道があればまっすぐに進む──それがお主の望みか、練司」

「ああ」

　薄緑の問いに、即そく座ざに答える。

　欲望の赴おもむくまま、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞まいたいわけじゃない。

　そうしないと、願いが叶かなえられないだけだ。

「別にでっかい夢なんてないけどな。ただ幸せに暮らせる世界が欲しいだけなんだ」

「それはでっかい夢じゃぞ」

　普ふ通つうの人ならともかく、伝承者テイルキーパーにとっては高望みかもしれない。

　だからこそ、練司は望んだ。

「その世界に、妾わらわは入っているのか？」

「もちろんだ。みんな一いつ緒しよだ。誰だれ一人ひとり欠ける事はない」

　目を閉じると、脳のう裏りにありありと浮うかんでくる。

　戦いのなくなった平和な世界で、楽しくも騒さわがしい毎日を送っているみんなの姿が。

　それは夢物語じゃない。

　自分が手にする事のできる、未来なのだ。

「ついてこい薄緑。イマを倒すその日まで」

「──九郎」

「え？」

「い、いや、なんでもない」

　慌あわてて手を振る薄緑に苦笑しつつ、練司は改めて手を差し出す。




「踊おどろうぜ、薄緑」

「──喜んで」




　掴んだ手が光に溶とけ、硬かたい感かん触しよくになる。

　一いつ瞬しゆんの発光で刀に変化した薄緑は、今までで一番手に馴な染じんでいた。

「練司」

　刀を構える練司を呼び止めるのは、武守。

「君がここまで好戦的な男だとは知らなかった。戦いは新たな戦いを呼ぶぞ？」

「すみません。あとでどうにでも処分して下さい」

　たった一人の下したっ端ぱ構成員の欲望によって引き起こされた、新たな戦い。

　しかし練司にしてみれば、人生を賭かけた一番勝負。

　自分勝手なその願いは、しかし世界の命運がかかっている。

　いすかを助けるという事は、グングニルと戦うという事。

　──それがどうした。

「ここからは、俺の戦いだ」

　好きな女を守るためなら、世界くらい救ってやる。








　４　Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ




『いすか。本当にそれでいいのかい？』

　手にした武器が、不安そうな声で尋たずねる。

「構わないよ。私は決めた──ううん」

　いすかはかぶりを振ふって、言い直す。

「最初から決まってたの。私が戦ってきたのは、練れん司じのため。今もそれは変わってない」

『もう逃にげない、という事かい？』

「うん」

　こちらに来い、と練司は言った。

　助けてくれとも、助けてやるとも言わずに、いすかを誘さそった。

　一緒に戦おうと言ってくれた。

　それだけで、命を懸ける価値はあったのだ。

「だから、クラウ・ソラスもついてきて」

『……やれやれ』

　剣から出るため息。

『最初に出会った時とは大おお違ちがいだ。君はそういう性格だったっけ？』

「そうだよ」

『練司と再会してからの君は、まるで別人だ』

「だって私、ずっと練司の傍そばにいたんだもん。元に戻もどっただけだよ」

　いすかは笑う。

　周囲で戦いが繰くり広げられているこの東京ドームで、心底楽しそうに笑っている。

『練司が言った通りだ。裏を返せば、僕のせいで悲観してしまったんだね』

「その通りっ！」

　ズバリ指し摘てきすると、手の中の剣がビクッと震ふるえた。

「君の弱気に、私も引かれちゃってたみたい。だけど、これからは私が引っ張ってあげるからね。安心していいよ」

　いすかは剣を構える。

　いつも、戦う時はブルブルと震えていた。クラウ・ソラスの行動に身を任せていたせいで、眼前の敵すら見えない事が多かった。

　でも、今は違う。

　倒たおすべき敵が見える。

　それから、大切な仲間が見える。

「私を助けて、クラウ・ソラス」

『──君のためなら』

　凜りんとした声に、強く応こたえる声。

　──全すべては、大切な人のために。







「あなたの行動は許せないけど、考え方は嫌きらいじゃないのよ」

　手にしたハンマーを弄もてあそびながら、Ｊは笑う。

「目的遂すい行こうのためなら手段を選ばないその心意気。むしろロキに欲ほしいくらいだわ。いすかと一緒にこちらに来たらどう？」

「アンタらと一緒にすんな」

　切っ先でＪの首元を狙ねらったまま、練司は答える。

「俺の目的は平和な世界だ。手段だって選ぶ。ロキのように気に入らなければ全部破は壊かいするようなやり方は、一生理解できない」

「フフ……子供ね」

「ああ、青あお臭くさいだろうよ。大人から見ればな」

　欲しいものがあれば泣いて喚わめいて駄だ々だをこね、大人が与あたえてくれるのを待つのが子供だ。そこから一歩前に出ようと、自らの手で掴つかもうとする行こう為いを成長と呼ぶ。

　あとは、自分にどれだけの握あく力りよくがあるかだ。

「どうかしらね。私もまだまだ子供かも」

　Ｊは自じ嘲ちようする。

「ここに来ても意地を張って、まだ負けたくないと思っているの。どんな手段を使ってでもあなたを屈くつ服ぷくさせて、いすかを取り戻したいの」

「だったらどうする」

「助っ人にお願いするのよ」

　Ｊが指を鳴らす。

　騒がしい球場内に、その音はよく響ひびいた。

　そして待つ事、数秒。

「…………？」

　それらしい人物は現れず、練司もＪも周囲を見る。

　すると客席で狙そ撃げき銃じゆうを構えていた杏あんが動いた。

　狙撃銃を置いて、後ろの席にいる何者かを起こしているようだ。それに気づき、球場のパンフレットや東京案内の雑誌を置いて立ち上がる人ひと影かげ。

　彼は剣けん気きを集め、その場から高く跳ちよう躍やくする。

「ふむ、私の出番か。来ないと思っていたが」

　練司とＪの間に立ったのは、草くさ薙なぎの剣つるぎだった。

　身体からだから滲にじみ出す剣気は、ゆらゆらと陽炎かげろうのように立ちこめており、徐じよ々じよに大きくなっていく。あれを一気に解放すれば球場内のどこでも届くのではなかろうか。

「アンタ……ロキに味方するのか」

「とんでもない。私は日本のために戦っている。ただこの娘むすめには恩があってな。一度だけ力を振るう約束をしてしまったのだ」

「いくら約束って言っても、弁べん慶けいに刃やいばを向けてどうすんだよ！　弁慶機関は日本を守るための組織だろう！」

「しかしお主の望みは、戦いの早期解決であろう？　ならば私が出て、血の気の多い者を全て倒してくれよう」

　練司たちの会話を聞いていたようだ。

　だが、草薙の剣の答えは弁慶機関への反逆を意味しているのではないのか。

「全員倒すって……」

「むしろ私としては、弁慶もロキも安全な場所に避ひ難なんしてもらいたいほどだ。グングニルとかいう敵は強大なのであろう？　ならばいたずらに死者を増やす必要もあるまい。この私自らが出て、グングニルを屠ほふれば良いのだ」

　つまり草薙の剣にとっては、弁慶もロキも邪じや魔ま者ものでしかないのだ。

　我々が本気で戦っていても、彼にとっては取るに足らない小こ競ぜり合いにしか見えないと言っているのだ。

「なれば、お主たちに恨うらみはないが、しばらく寝ねていてもらおう」

「ふざ──」

　練司が怒ど鳴なろうとした、その時。

　草薙の剣が右手を動かす。軽く上げたその手のひらに、棒の先せん端たんが突つき刺ささった。激しい衝しよう撃げきが人じん工こう芝しばをめくり上げるが、草薙の剣は揺ゆらぎもしない。

「ふざけないでください。我々は遊びでやっているのではありません」

　三み倉くらだった。

　その小さい身体のどこにこんな力があるのか。如によ意い棒ぼうを構えたまま、彼女も微び動どうだにせず草薙の剣を睨にらんでいる。

「若わか林ばやしさん」

「は、はい！」

　今までになくドスのきいた声に、思わず練司の声もうわずってしまう。覚かく悟ごを決めたつもりだったが、三倉の雰ふん囲い気きには逆らえない何かがある。

「この戦いに勝てば、我々はクラウ・ソラスという味方を得る。加えてＪを無力化すれば、戦いの早期決着にも繋つながる。非常に合理的です」

「勝てば、の話ですよね」

「交こう渉しようや駆かけ引きよりも、ずっと単純明快なルールです」

　彼女もＪと似たような事を言う。

　欲しければ、力ずくで奪うばえ。なんと暴力的な響きだろう。

　しかし力を持っている者同士であれば、そのルールは通用する。

　伝承者テイルキーパーには、伝承者テイルキーパーのやり方があるのだ。

「ですが、こちらは弁慶機関の戦いです」

　如意棒を引き戻し、三倉は草薙の剣と対たい峙じする。

「決着をつけましょう、草薙さん」

「良かろう！　一課の連中も、まとめてかかってこい！」

「もとより、そのつもりです」

　三倉が如意棒を構え直すと、彼女の両りよう脇わきに控ひかえていた一課の伝承者テイルキーパーたちが散開する。草薙の剣を取り囲むと、各おの々おのが武器を構えて剣気を放つ。

「いいぞ……グングニルと戦う前の準備運動といこうか！」

　草薙の剣から太くて長い剣気が立ち上った。それは八つのヘビが鎌かま首くびをもたげるようにうねり、穴の空いた東京ドームの天てん井じようから飛び出していく。そのうちの一つが巨きよ大だいな看板にぶつかると、ひしゃげて客席に転がり落ちた。

「頼たのむぜ、三倉さん」

　さらに穴が広がった東京ドームの天井を見上げてから、練司は視線をＪに戻す。

　彼女を倒せば、終わる。

　弁慶機関の戦いも、練司自身の戦いも。

　理り屈くつではそうだが──

「複数の人間と戦う場合、二通りの手段があるのよ」

　Ｊはハンマーを両手で支えたまま、微動だにしない。

「敵の司し令れい塔とうから狙う場合と、最も弱い人間から順に潰つぶしていく場合」

　キスをするように口をすぼめるＪ。

　その唇くちびるから発せられたのは、高出力の雷かみなり。

　瞬しゆん間かん、練司の胸で電流が弾はじけた。

「がはっ！」

　電流と衝撃に全身が揺さぶられ、頭の中が真っ白になる。

　身体のどこにも力が入らなくなり、膝ひざをつきそうになるが、その寸前で意識を取り戻し、なんとか踏ふみとどまる。剣気によるガードがなければ感電死していただろう。

「どうやら、私は両方達成できそうね」

「くそっ……！」

　雷の神であるトールのハンマー、ミョルニル。

　雷らい撃げきによる攻こう撃げきはもちろん、その重量による物理的な打撃も驚きよう異い的だ。全力で地面を叩たたけば、首都機能がマヒするおそれもあるほどに。

　だが逃にげられない。

　この戦いには、いすかがかかっているから。

「さぁ、戦いを早く終わらせたいのでしょう？　だったら望み通りにしてあげる」

　Ｊの人差し指がピストルのように練司に向けられる。




「命令オーダーよ。全て叩き潰しなさい、ミョルニル」

『──…………！』




　またあの電撃が飛んでくる──

　が、練司の視界が塞ふさがれた。

　グラウンドから人工芝がめくれ、壁かべになったのだ。

「くっ！」

　Ｊが放った電撃は、その芝に吸収されてしまう。

「助かった！」

　練司は背後のライラに礼を言う。

「……いつの間にか乗せられていたが、私は練司の部下ではないのだぞ」

　サンシャインの事件から、ライラの剣はさらに冴さえ渡わたるようになった。物を斬きるだけでなく、時間を遅おくらせた物体に対して力を加えることで、力学を無視した障しよう壁へきやトラップを作る勉強をしたという。

　戦場を作り替かえる能力は、他ほかでは得え難がたいものだ。まさに唯ゆい一いつ無む二に、ライラが創意工く夫ふうで編み出した戦法である。

「けど、ありがとな」

「いいさ。私が困った時には、また助けてくれよ」

　微笑ほほえむと、ライラは剣を振ふるう。一ひと太た刀ちごとに人工芝がめくれ、Ｊを取り囲む壁が四方に展開する。

　これなら電撃は使えまい──そう思ったが、Ｊは人工芝の壁をたやすく破は壊かいする。ミョルニルの一撃で、全ての人工芝は四散した。

「変わったわね、ライラ」

　衝撃の中心でＪが呟つぶやく。

「姉さんは変わらないな」

　剣を向けてライラが答える。

　袂たもとを分かった姉し妹まいが出会うのは、久しぶりだ。しかし二人の間にそれ以上の会話はなかった。すでに語るべき事は語りつくしたのだろう。二人とも余よ裕ゆうのある笑みを向けただけで、全て理解しているようだ。

　だが、感傷に浸ひたる時間はない。

　その一瞬のスキに、練司は動き出す。

「吠ほえ丸まる！」

『うん！』

　合図すると、練司の身体が消失した。

　正確には消えたのではなく、相手の意識から逃のがれただけだ。実際にはそこにいるのに、誰だれからも認にん識しきされなくなる。

「消えた──いや」

　周囲を見るＪ。だが、どうやっても練司は確認できないはず。

　その間に練司は彼女の背後に回る。

　どれだけ強くても、背後から攻せめれば不意をつける。

　そう考えていた練司だったが、甘かった。

「うおああああああっ！」

『きゃあああっ！』

　激しい電撃が練司を包み込んだ。

　最初の一撃よりもずっと強力な雷が、練司の全身に浴びせられる。

　今度は意識は残っていた。が、全身が動かなくなっていた。身体に動け、と命令を出してもまったく聞いてくれない。それどころか意思に反してビクビクと痙けい攣れんしている。

　グラウンドに倒たおれた練司は、黒くろ焦こげになった人工芝を見て、ようやく理解した。Ｊが放った電撃は自分を中心にしてドーム状に展開されていた。バリヤーのようなものを張ったのだ。これなら全方位からの攻撃に対応できる。

「くっ……そぉっ！」

　立て。立て。早く立て。

　身体からだに命令するが、指くらいしか動かない。

「瀬せ田たくんからの情報で、吠丸の力は知っていたの。残念だったわね」

　練司に向けて、もう一度指を向けるＪ。

　あの電撃をくらったら、心臓が止まる。

　──まだだ。

　練司は絶望していない。

「わあああああぁあぁああぁぁああっ！」

　Ｊが電撃を放つ寸前、別の電撃が横から割りこんできた。

　二つの電流が絡からみ合い、そしてスパークする。

　糸いとだった。

「逃げて、練司さんっ！」

　クトネシリカは獣けものの姿ではなかった。剣けんの姿のまま、糸の口にくわえられている。

　そして剣をくわえた糸の全身から、雷のような剣気が発せられていた。獣のように前ぜん傾けい姿勢になった糸の顔や手足には、紋もん様ようのようにはっきりと見える剣気が流れている。あれは、瀬田のようにクトネシリカと同化したのだろうか。

「うわぁぁぁあああああっ！」

　吠ほえながら、糸はＪを攻撃する。技術も何もない、ただの突とつ進しんだ。しかし雷の速度による突進は音速を超こえる。

「くっ！」

　Ｊも自らを雷化させ、糸の突撃を避よける。

　二つの雷がぶつかり合った。

「無む駄だよ！　あなたも私も！」

　Ｊの言う通り、雷に雷をぶつけても意味がない。

　だが逆に考えれば、糸だけはＪの攻撃が効かないのだ。

　だから、時間を稼かせげる。

「練司、こっちへ！」

　動かない練司の身体をひっぱるのは、いすか。

　光の速さでその場を離り脱だつすると、フェンス際ぎわまで持っていかれた。いすかの細ほそ腕うででよく練司を運べたものだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、練司？」

　まだ倒れている練司の顔を覗のぞき込むいすか。

「あぁ……」

　ようやく立てるくらいには回復した。いすかの肩かたを借りて立ち上がると、足に力を入れて大きく息を吸う。

「それにしても練司、モテモテだね」

「はぁ!?」

　何を言ってるのだ、こんな時に。

「私がいない二年間で、何人たらしこんだわけ？」

「バッ、バカ！　んな事してねーって！」

「まーいいや。そのあたり、後でちゃんと聞かせてね」

　いすかは笑っていた。

　あの頃ころと同じ、不敵な幼おさな馴な染じみの笑え顔がおで。

「ああ、ゆっくりと話すぜ」

「じゃあ、お先にっ！」

　光に変身して、いすかはＪと糸の戦いに割り込んだ。

「はぁぁぁっ！」

　クラウ・ソラスの刀身が、雷になったＪを正確に捉とらえる。

「くっ！」

　Ｊもミョルニルでいすかの攻撃を受け止めた。雷と光、性質は似ているが違ちがうもののようだ。異なる性質の剣気がぶつかり、大きな衝しよう撃げき波はを生んだ。

「いすか……！　あなたまで！」

「ごめんなさい、Ｊ！　あなたには本当に感謝してる！　けど、もう私はロキにはいられない！　ずっと練司の傍そばにいる！」

「それで……世界が守れると思っているの！」

「やってみる！　できるかどうか分からないけど、私はそうしたいの！」

「あなた──」

　剣と槌つちでの鍔つば迫ぜり合いが続く。

　互たがいの剣気が反発して、何度も衝撃波が飛んでくる。

　その二人の戦いに、今度は別の人間が割り込んだ。

「っ！」

　とっさに背後に飛んだいすかを、さらに追撃するのは、槍やり。

　瀬田のゲイ・ボルグだった。

「大人数でよってたかって攻こう撃げきするのはいいけど、僕たちもいるって事を忘れないでね」

　槍を回転させ、いすかの胴どうを狙ねらう瀬田。いすかもクラウ・ソラスを構えて瀬田の突撃を捌さばく。体幹がしっかりしている瀬田に比べて、いすかの剣は振り回されているように見える。それでも互ご角かくなのは、Ｄアームの性能差だろう。

「いすかちゃん。良かったね、練司くんに会えて」

「はいっ！」

「けど、僕はこちら側の人間だ。わかるね？」

「ええ！　もう迷いません！」

「うん」

　いすかも瀬田も、命を削けずる戦いをしているのに笑っている。

　それなのに攻撃に一いつ切さいの手加減がない。言葉の通り迷いがなく、相手に自分の信念を叩たたきつけようとしているのだ。

　ならば、黙だまって見ているわけにはいかない。

「くっ……！」

　練司は刀を構え、Ｊの前に立つ。

「まだ戦えるの？　三度目は本当に死ぬわよ」

　Ｊのハンマーが帯電していた。電撃の痛みは身体の芯しんに届いたが、ここで退ひいたら仲間の誰かがあれをくらう事になってしまう。

　雷かみなりの速度で動き、全方位に電撃を飛ばせる伝承者テイルキーパー。

　死角はない。

　だが、勝機はある。

　剣を握にぎるが、まだ力が入らない。

『吠丸はまだ気絶しておるぞ』

　そういう薄うす緑みどりも、少し疲つかれ気味の声だ。

「悪い、次はうまくやる」

『うむっ』

　薄緑が返事をすると、剣が握れるようになった。

　練司が自分から掴つかんでいると言うより、向こうが手を握ってくれたような感覚だ。

「ライラ。もう一度アレ頼たのむ」

「わかった」

　理由も聞かず、ライラは刀をグラウンドに差し込む。

　人じん工こう芝しばがめくれるタイミングに合わせて、練司は前に飛び出した。

　今度は薄緑のまま、一直線に。

「うぉおおおおおおおおおおおおっ！」

「ふん──」

　Ｊのハンマーが人工芝の壁かべを吹ふき飛ばす。たった一瞬、軽く振ふっただけで、ライラの障しよう壁へきは全すべて消し飛んでしまった。

　が、その一瞬でいい。

　練司がＪに近づきさえすれば。

「おおおおおおぉぉおおおおおおおおっ！」

　練司の剣が、Ｊのハンマーとぶつかった。

　ハンマーに帯電していた電流が練司に流れ込む。

「がああぁああああああぁぁっ！」

　激痛の中、それでも薄緑は離はなさない。

　もう一度剣を振りかぶり、Ｊに斬きりかかる。

「無駄よ」

　またハンマーと撃うち合う。

　そして同じように、電流が流れ込んだ。

「ぐああぁぁぁぁぁぁぁ！」

　脳のう髄ずいが溶とけそうなほどの痛み。

　だが、もう一度。

　練司は剣を振り上げる。

「な、なんなのあなた──！」

　Ｊの目に焦あせりの感情が見えた。

　ハンマーを引き、一歩下がるＪを見て、練司はニヤリと笑う。

「アンタ、怯おびえたな」

「っ!?」

　さらに練司は剣を振りおろし、ミョルニルを叩く。

　今度も電撃が跳はね返ってきた。

　が、痛くない。
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　激痛なのには変わりないが、先ほどより出力が弱い。

　──効いている。

「くっ……！」

　痛みで朦もう朧ろうとしており、剣けんを握る力も徐じよ々じよに失われている練司。対して神話級の雷を操あやつり、純じゆん粋すいな戦せん闘とう技術でも勝まさるはずのＪ。

　それなのに、Ｊの方が下がっている。

　ダメージなら、練司も与あたえていたのだ。

「なぜ……!?」

「アンタ、吠丸のデータはあるのに、薄緑については調べなかったのか」

「薄緑の──まさか！」

　答えに行き着いたＪ。

　彼女の考えている通り──




「薄緑の剣は、心に届くんだ」




　覇は王おうの器うつわを持った男が使った剣。

　それは相手を屈くつ服ぷくさせるだけでなく、真に信しん頼らいできる仲間の心を癒いやす力を持ったＤアームなのだ。

　薄緑の「心を斬る」能力とは、相手の弱さを見つけ、そして味方の強さを見つける事。その一撃は心に届き、心を支配する。それは伝承者テイルキーパーにとって技術よりも大切な強さだ。

『使いこなせるようになったか、練司』

　手元から薄緑の声がする。

「使っているって意識はないさ。ただお前の剣から、いろんな心が感じ取れるだけだ」

　彼女がそういう力を持っている事は、本人から聞いていた。実際、阿あ形がたとの戦いでは弱点を知る事ができた。その時も薄緑とは深く繋つながっている気はした。

　今は、もっと深く薄緑が分かる。

　平和を目指して戦ってきた源みなもとの義よし経つねの想おもい。

　多くの仲間に慕したわれた彼の、優やさしい強さが流れ込んでいるようだ。

「ぐっ……おおおおぉぉぉっ！」

　しかし、痛い。

　相手の心を斬ったとしても、自分のダメージが減るわけではない。電撃による痛みは、もう刀を振り上げる力も奪うばい去ろうとしている。

「それが覇王の能力だと言うなら──神の力で、それを破ってみせるわ！」

　ミョルニルを構えるＪ。逃にげるのはやめて、真っ向から立ち向かうつもりだ。力こそが全ての伝承者テイルキーパーの戦いで、戦意を喪そう失しつすることがどれほどの屈くつ辱じよくか分かっている。

　だが、遅おそい。すでに彼女の戦意は削られており、雷を出すアクションがワンテンポ遅おくれてしまう。

　そのワンテンポこそが、練司の勝機。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　自然と両手が持ち上がる。

　薄緑が支えてくれているのだ。

　練司は最後の力を残さず使って、その刀を振り下ろす。

「ぐっ……あぁぁぁぁぁっ！」

　ミョルニルを振り上げるＪ。

　薄緑とミョルニル、逸いつ話わ級と神話級のＤアームが激げき突とつした。

　結果は──

「うおおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　練司の身体からだが後方に吹き飛ばされた。

　心を削られたとはいえ、ミョルニルの打撃はそれでも練司に勝ったのである。電撃に力はなかったが、ハンマーの攻撃は純粋な位置エネルギーとなって練司を飛ばした。

　吹き飛んだ練司の身体が倒たおれ、転がる。

　が、追撃は来なかった。

「はぁ……はぁ……っ！」

　ミョルニルを取り落とし、Ｊは肩かたで息をしていた。

　肉体的なダメージはなくとも、戦意が削りきられているのだ。

「完全に……見くびっていた……。逸話級のＤアームでも、こんなに苦しめられるなんて……やはり世界には面おも白しろいＤアームがたくさんあるわね……」

　グラウンドに落ちたミョルニルが人間の姿に戻もどる。倒れそうになるＪの身体を支えていた。もう彼女にも戦意は残っていないだろう。

　番ばん狂くるわせではない。

　およそ全ての力において、Ｊとミョルニルが勝っていた。

　それでもただ一つ、戦意を削り取るという攻撃が効いただけだ。Ｄアーム同士の戦いでは、こういう決着のつけ方もある。

　正確には勝利ですらない。相手が戦いを止やめてくれただけの話なのだから。

「練司！」

「しっかりしろ練司！」

「練司さん！」

　薄緑も人間に戻り、さらにライラと糸が飛んできた。もはや倒れて動けない練司の上体を、三人がかりで起こしてくれる。

「…………！」

　声も出ないほど疲ひ弊へいしている練司に代わり、ライラが前に立った。

「まだやるのか、姉さん」

「……今、あなたたちを相手にしたら、確実に負けるわね」

　その言葉は、事実上の戦闘停止を意味していた。

　Ｊの戦闘不能を悟さとったロキのメンバーも戦いをやめる。瀬田といすかも剣を収め、成り行きを見守っていた。

「……いいわ。持っていきなさい」

　Ｊが言っているのは、いすかの事だろう。

「その先に、どんな辛つらい困難が待ち受けていても、私は知らないわよ」

「ああ」

　練司は糸に肩を借りて、立ち上がる。足がガクガクするが、それでも無理をして直立不動の姿勢を取った。

「？」

「Ｊ──いや、片かた剣つるぎジェシカさん。いすかを助けてくれて、本当にありがとう」

　一礼する。

　事情はどうあれ、孤こ独どくだったいすかを救ってくれたのは彼女だ。

「……ありがとう、Ｊ」

　練司に倣ならって、いすかも頭を下げる。

　顔を上げると、まだ東京ドーム内で戦闘は続いていた。

　三倉たちと草薙の剣である。

　ここまでの規模になると、もはや剣と剣ではなく剣気と剣気のぶつかり合いになっており、球場の空間が歪ゆがんでしまうほどのエネルギーが発せられていた。

　その中心にいる草薙の剣は、八つの剣気を触しよく手しゆのように操り、弁慶機関の使い手を翻ほん弄ろうしている。一つの剣気は掴つかみ、一つの剣気は叩たたき、さらに一つの剣気は薙なぎ払はらう。それに巻き込まれた弁慶機関員も負けじと斬ざん撃げきを繰くり出し、炎ほのおや雷かみなりが花火のように舞まっていた。

　その戦いも、もはや続ける意味がない。

「草薙さん、もういいの！」

　強大な剣気を前に、いすかが飛び出した。

「Ｊは戦えなくなったから、決着はついたんだよ！　もうやめて！」

「そうはいかんぞ、いすか。これは私の戦いだ。お主たちとは別の理由で、私も彼らも戦っている」

「その通りです」

　いすかの眼前に如によ意い棒ぼうを突つき付ける三倉。

「私は逃とう亡ぼうの罪で草薙の剣を捕ほ縛ばくしなければなりません。暴れるＤアームに対処するのが弁慶機関本来の仕事ですから」

　喋しやべりながらも、戦いは止まらない。いすかに突き付けた如意棒を大きく振ふると、五十メートル以上の長さになって草薙の剣の頭上から振り下ろす。それをさらに大きな剣気で受け止める草薙の剣。

　これを止めるには、どうすべきか──

　練司が考えている間にも、

「草薙さん、もう戦わないで！」

　いすかは必死に呼び続ける。

「しかしだな、いすかよ」

「私の悩なやみを聞いてくれるって約束だったんでしょ！　だったら戦うのをやめて！　私は今、それで悩んでるんだから！」

「む……！」

　なんだかすごい理論で草薙の剣を言い包くるめようとしている。いすかの勢いに、草薙の剣も剣気を動かすのを止めるくらいだ。

「そもそも草薙さんが逃げるのがいけないんでしょ！　なんで逃げるの！」

「それは日本を救うためだ」

「弁慶機関と戦うのが日本を救う事になるの!?　ならないでしょ！」

「そ、それはそうだが……」

　徐々に草薙の剣の剣気がしぼんでゆくのが見える。悩みを聞くと言った手前、本当にいすかの話を聞いてくれている。

「すげぇ、あの子……草薙の剣を言い負かしてる……！」

　一課の誰だれかの呟つぶやきが練司に聞こえてきた。

　いすかは怒おこらせるとコワイのだ。練司も口ゲンカで彼女に勝った事は一度もない。もっとも口ゲンカで勝った事のある女性など一人もいないのだが。

「そもそも鉄に閉じ込められたのだって、戦争中に暴れたからでしょ！　どうして同じ過あやまちを繰り返そうとするの！」

「そう言われては、返す言葉もない……」

「分かったら、もうやめて！　みんな困ってるから！」

「むっ……」

　とうとう草薙の剣の剣気が消えた。

　しかしこれ幸いに草薙の剣に襲おそいかかろうとする者は誰一人としていなかった。三倉も戦意なしと判断したのか、如意棒を元の大きさに戻す。

「だが、私は日本を守らねばならぬ。お前たち次世代の人間に、もうあの戦争のような悲劇は繰り返させたくない。そのために私は鉄てつ塊かいから出てきたのだ」

　草薙の剣は上を見る。

　大きい穴の向こうには、星空が見えた。

「出てきたからには、役目を果たさねばなるまい」

　豪ごう放ほうで享きよう楽らく的で、何よりも戦いが好きな草薙の剣だが、その点に関しては最初から貫つらぬいていた。

「私は一人で往いく。弁慶機関もロキも必要ない。グングニルを倒してこよう。そうすればもう争いは起きなくなる」

「……ダメよ！」

　叫さけんだのは、ミョルニルに支えられているＪ。

「それだけはダメ。草薙、あなたは絶対に一人で戦わないで」

「その通りです、草薙さん」

　Ｊの言葉に同意する三倉。

「どうした、二人して。私の力が信用できぬか？」

「そうじゃない。君がいくら強くても、不安要素があるんだ」

　安全な場所から出てきた武たけ守もり。彼の周囲には岩いわ融とおしだけでなく、数人の伝承者テイルキーパーが護衛に就ついていた。

「弁慶よ、私に問題があるのか？」

「君じゃなくて、グングニルにね。正確には、彼が滅ほろぼした〝牙の部隊ダブルタスク〟だ。グングニルが殺した者の魂たましいを従える能力を持つ、という話は聞いたね」

「いかにも。つまりお主は、その〝牙の部隊ダブルタスク〟とやらが私より強いと言いたいのだな」

「その通りだ。いかに草薙の剣といえど、彼らには勝てない」

　武守はおそらく事実を語っている。

　練司も分かる。あの集団がグングニルの部下になっているのだとしたら、草薙の剣は負けるかもしれない。

「ほざけ！」

　再び草薙の剣の剣気が膨ふくれ上がった。

「たとえどのような敵が現れようと、私は一歩も退ひかぬ！　それが日本を守るために生まれた剣の務めだ！」

　怒ど気きを剣気に乗せ、草薙の剣はグラウンドを思い切り叩いた。地面が揺ゆれ、その場にいた人間はたじろぐが、草薙の剣は反動で高く跳とび、東京ドームの穴に吸い込まれていく。

「見ておれ、弁慶よ！　すぐに平和を取り戻してみせよう！」

「草薙！」

　武守の叫びも届かず、草薙の剣は夜空に消えていった。

　強大な剣気が遠ざかっていくと、ようやく球場内に静せい寂じやくが訪おとずれる。しかしそれは安あん堵どによるものではなかった。

「……バカね」

　吐はき捨てるように呟いたのは、Ｊ。

「わざわざ草薙の剣を怒らせるなんて」
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「理解してくれると思ったんだが」

　武守も頭を抱かかえている。すぐに岩融が草薙の剣を追うように命令し、三倉がそれを一課の人間に伝える。まだ動ける伝承者テイルキーパーは、早さつ速そく東京ドームから飛び出していった。

　再び慌あわただしくなる球場で、練司はようやく身体からだの力を抜ぬいた。

　一難去って、また一難。草薙の剣を追いかけないと、大変な事になる。彼が暴走すれば、勝ち負けに関係なく、またどこかが破は壊かいされるかもしれない。

　が、今の練司にはそれ以上考える力も残ってなかった。

「ふぅっ……！」

　身体の痺しびれはなくなっていたが、激痛は残っている。おそらく身体のどこかに火傷やけどを負ったのだろう。

　けど、これで終わりだ。

「いすか──」

　呼ぶまでもなく、彼女は練司の隣となりにいた。

「練司──」

　前に見た時とは違ちがう、生気に満ちた瞳ひとみ。

　薄緑にそっくりな顔。

　これが、ずっと探し求めていた宝物。

　ようやく掴む事ができる。

　と、思ったのだが──

「ちょっと待てい」

　見つめ合う二人の間に、薄緑が割って入った。

「な、なんだよ、薄緑？」

「練司よ、お主はいすかしか見ておらぬのか？」

「……ん、んな事ねーよ」

　正直に言えば、今はほとんどいすかしか見ていなかった。

　が、目を覚ましてよく見回すと、そこには多くの仲間がいた。

　ライラ、糸、杏。そして薄緑。

　みんな練司のために戦ってくれた。

　忘れてはいけない。

「ありがとう」

　感謝の気持ちを込こめて、練司は頭を下げる。

「そして、本当にごめん。俺のわがままに付き合ってくれて」

「練司さん……」

　糸が切ない視線を向ける。

　練司ではなく、彼の背後に向けて。

「もう宜よろしいですか？」

「ああ」

　練司は両手を挙げる。

　彼の背後には岩融が立っていた。

　どういう用件かは、大体分かっている。

「命令無視に加え、騒そう動どうを大きくした罪。ゆっくり聞かせてもらいますよ」

　練司の周囲を、一課の男たちが取り囲む。犯罪者を拘こう束そくするためのフォーメーションだが、全員練司を見ては苦く笑しようしていた。

「ほんっとにお前は若いなぁ」

　誰かがそんな事を言いながら、練司の背中を叩たたく。彼らに促うながされ、練司は歩き出した。また拘束と取り調べの日々が続くだろう。

「練司！」

　心配する薄緑に、練司は手を振ってみせる。

「悪い薄緑！　いすかの事、頼たのむわ！」

　次に再会できるのは、いつの日だろう。もしかしたら永遠に会えないかもしれない。

　だが、いすかを取り戻もどしたのだから、もう悔くいはない。

　穴から夜空を見上げ、練司は晴れやかな笑え顔がおを作った。

　戦いのない、静かな球場の中。

　キラキラと舞まう樹じゆ脂しのかけらが、まるで雪のように見えた。








　エピローグ




　ここ一か月の間で連続して起きた大規模破壊を、もはや政府が隠かくし通せるはずがなかった。一連の事件は謎なぞの組織によるテロ活動と報道され、マスコミにウケのいい架か空くうのテロ組織をでっちあげる事になった。貧ひん困こんと格差社会に耐たえかねた爆ばく弾だん魔まが正義の鉄てつ槌ついを下す、というシナリオらしい。

　原因が判明したところで、国民の安全が保障されるわけでもない。危険を感じた都民は東京を離はなれ、企き業ぎようも相次いで他県に引っ越こした。

　国会では首都機能移転について表向きは議論している演技をした。実際はすでに東京以外でも問題なく日本を動かせる準備は整っている。もしも東京がＤアームによって破壊されても、国会は開けるようになっている。

　中には日本を離れて海外へ移住しようとする人もいるのだが、実際は他国でもＤアームによる事件は頻ひん発ぱつしている。なにもロキだけが暴れているのではない。向こうは向こうで似たような集団がいるのだ。

　そんな事を、新聞を見ながら練れん司じは考えていた。

「んー…………」

　今日で懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられてから三日になる。

　外の情報は新聞でしか得られない。一日に一度、薄うす緑みどりが面会に来てくれるので、その時に他ほかの仲間の情報を聞いた。

　とりあえずライラと糸いとと杏あんはお咎とがめナシらしい。全すべて練司に命令されてやった事になったそうだ。これは本当に嬉うれしかった。彼女たちまで巻き込んでしまったので、心苦しかったのだ。

　そしていすかは弁べん慶けい機関の監かん視し下に置かれている。過去にロキで何をやったか尋じん問もんされ、そしてこれからの事を決めるそうだ。弁慶機関に入れば戦力にはなるが、これ以上戦いを望まないのであれば、そういう生き方もさせてくれるらしい。

　最後に、練司はというと。

　まず半年の減げん俸ぽう。さらに一か月の謹きん慎しん。

　Ｄアームの没ぼつ収しゆうはされなかった。薄緑に罪はないし、なによりクラウ・ソラスを奪だつ取しゆした事が評価されたらしい。それからライラと杏、それから課長が武たけ守もりに嘆たん願がんしてくれたのも効いた。彼らには感謝してもしきれない。

　反省はしている。

　自らの欲望を叶かなえるために戦いを引き起こすなんて。

　ただ本心には違いなかった。

　どうせＤアームを使うのなら、意味のある戦いをしたかっただけだ。

　そういう意味では、草くさ薙なぎの剣つるぎの考えと行動は評価できる。どれだけ乱暴でも、その目的はひとえに日本を救うためだ。常に一いつ貫かんしている。

　それに引き替かえ、練司は自分のためにしか戦っていない。

　ちっぽけな一個人が戦うには、そのくらいしかないからだ。

「見つかったのかな、草薙……」

　今いま頃ごろ、弁慶機関が総出で捜さがしているはずだ。

　早いところ見つけないと、本当に単独でグングニルに戦いを挑いどんでしまう。

　そう考えていると、扉とびらのインターホンが鳴った。

　答えようとする前に、扉が開く。

「練司、ちょっと来て」

　課長だった。

「そこ、テレビないだろ？　どこかモニターがある部屋に来て欲しいんだ。武守さんには話してあるからさ」

「何かあったんですか？」

「うん、まぁね。今ちょうどニュース速報でやってるんだけどさ」

　腕うでを組んで難しい顔になる課長。

「硫黄いおう島じまと南硫黄島が消しよう滅めつしたみたいなんだ」

「消滅──？」

　爆破でも損そん壊かいでもなく、消滅。

　あの規模の島を消し去るには、核かく爆ばく弾だんでも使わない限り不可能だ。

　もしくは──

「Ｄアーム……！」

「そのへんも含ふくめて、詳くわしい説明があるからさ。食堂に行って集まろう」

「はい」

　様々な可能性が推測されるが、弁慶機関の事だ、きっともう調査隊を派は遣けんしているのだろう。練司たちはその報告を待つわけだ。

　課長に促されるまま、急いで懲罰房を出る。

　すると隣となりの部屋の扉を叩いている如によ意い棒ぼうがいた。

「お師し匠しようさん！　早くしろよ！」

「わかりましたよ、怒ど鳴ならないでください」

　隣のドアが開き、出てきたのはパジャマ姿の三み倉くら。

「あ、どうも若わか林ばやしさん。おはようございます」

「どうも……あの、そこも懲罰房でしたよね？」

　彼女も東京ドーム破は壊かいの件でここに入れられていたと聞く。手にインクがついているのは、大量の反省文を書いた証しよう拠こだ。どれだけ立場が上でもきちんと責任を取る組織なのは良いが、残された一課の面々は大変そうだ。

「慣れてますから」

　まるで自分の家のようにリラックスしている三倉。どれだけ入れられればあの窮きゆう屈くつな部屋に慣れる事ができるのだろう。

「やっ、玄くろ恵えちゃん。おはよう」

「……！　着き替がえてきます」

　課長が挨あい拶さつすると、顔を赤らめて懲罰房へ戻っていく三倉。

　練司や如意棒の前では平然としていたのに、どうして課長の前では照れるのか。

　詳しく尋たずねたかったが、今は硫黄島の件が先だ。







「遅おそいぞ練司！」

　食堂には薄緑をはじめ、三課が集まっていた。それと杏や、彼女に付き添そうようにしているいすかとクラウ・ソラス。他の課の連中も箸はしやスプーンを片手に複数あるモニターを凝ぎよう視ししている。

「悪い悪い。で、アレなんだ？」

　モニターには荒あらい画質の映像が映し出されている。

　ゆらゆらと揺ゆれる船から、島を撮さつ影えいしているようだ。

「なんでも今朝撮とられたものらしい。小お笠がさ原わらの漁船からな。始まってから五分が経たっているが、まだ変化はないようじゃ」

「ふーん」

　薄緑の隣に座って、練司も様子を見守る。

　それから一分ほど、映像は続いた。どうも撮影者は素人しろうとのようだ。魚を釣つった瞬しゆん間かんを撮りたくて、船にビデオカメラを置いただけのように見える。

　その映像に大きなノイズが走った。

　風の音が大きくなる。

『……んだ、あれ！』

　映像の奥の方から聞こえる、誰だれかの声。

　ノイズがどんどんひどくなる。強力な電磁波のようなものを浴びているのか。

「あ──」

　そして、練司は見た。

　映像の中の、空。

　曇どん天てんの空に立つ、人間。

「あれは──！」

　覚えている。忘れるはずがない。

　その人間が振ふり上げた両りよう腕うでの先に生まれるのは、巨きよ大だいな武器だった。

　──光の槍やり。

　いすかの乗った飛行機を破壊した、あの槍だ。

　それを認にん識しきした直後、光が画面を埋うめ尽つくした。映像も音声もノイズまみれで何も見えず、しかしそれを見ている練司たちには何が起きたのか良く分かっていた。

　時間にして、一分くらい。

　ようやくノイズがなくなると、奇き跡せき的に生き残っていたカメラは、静かな海中と漁船の残ざん骸がいを映し出した。おそらく撮影者は死んでいるだろう。

　そうしてカメラは海へ沈しずんでいき、ここで映像が終わる──

　誰もが、そう思っていた。

　突とつ如じよ、場面が切り替わる。

『ああ、生きてますわ。ただしバッテリーがもう残り少ないようです』

『構わぬ。十秒でも我々の姿が映れば良いだろう』

　誰かの声。女と、男。

　そこに映し出されているのは──

「あ、あいつら！」

　モニターを見ていた弁慶機関の男たちが一いつ斉せいに立ち上がる。

　どこかの島。硫黄島の付近だと思われる。

　その埠ふ頭とうに、国こく籍せきがバラバラな十人ほどの人間が並んでいた。

　全員が武器を所持している。

　その顔は人形のように冷たく、そしてまったく動かない。

「あれは……〝牙の部隊ダブルタスク〟じゃねぇか！」

　誰かの叫さけび。

　死んだはずの〝牙の部隊ダブルタスク〟がいる。

　ならば、これを撮影しているのは──

『はい、そこのあなた。グングニル様を撮影してくださいな』

　一番先頭にいた、若い日本人と思われる青年に、誰かがビデオを託たくす。

　視点が切り替わり、先さき程ほどまでの撮影者が映し出された。

　男女。

　片方は白人の男性。上半身が裸はだかだ。鍛きたえられた無む駄だのない筋肉を惜おしげもなく晒さらしている。格好だけでなく、態度も自信に満ちあふれている。精せい悍かんな顔つきは若さと老ろう獪かいさを併あわせ持つ不思議な魅み力りよくがあった。アクション映画のスターのようだ。

　彼が、あの──

「グングニル……だと……！」

　先程までの撮影者の女は、彼をグングニルと呼んでいた。

　それを確かめるために、いすかとクラウ・ソラスを見る。二人は練司を見ると、無言で頷うなずいた。

　あれが、世界の敵。

　武器と言うより、神がそのまま降臨したかのような姿だ。

『で？　こんな事をして、何の意味があるのだ？』

『ウフフ、きっとこの後、弁慶機関が駆かけつけてくるでしょう？　何にも手て柄がらがないのは可哀かわい想そうかと思いまして』

『フン。つまりあれか、犯行声明──いや、宣戦布告というヤツか』

『その通りですわ。日本語がお達者になられて。ウフフフフ』

　グングニルが映っている画面の端はしで、ヒラヒラと踊おどるように動いている女。

　日本人のように見える。

　血のように赤い髪かみと、同じ色の着物。

　着物の胸むな元もとがはだけ、妖よう艶えんな色いろ香かを漂ただよわせている。

　整列している人間たちとは違ちがい、彼女だけは自分の意思で動いているように見える。〝牙の部隊ダブルタスク〟とは関係ないのだろうか。

「フ…………フフフフフフフ」

　くぐもった笑い声。

　薄緑だった。

　ゆらりと立ち上がる彼女は、モニターに映るその女を見て──笑っていた。

「薄緑……？」

　口元を引きつらせた、歪ゆがんだ笑え顔がお。

　いつも明るく笑う彼女からは想像もできない、澱よどんだ剣けん気きが立ちこめている。

「まさか……まさかこんな場所で見るとは思いもせなんだ。どれだけ妾わらわはお主を捜さがしていたか──フフフ、それもようやく終わる」

　鋭するどい風が吹ふいた。

　手刀に乗せた薄緑の剣気がまっすぐに飛び、巨大なモニターが真っ二つに割れた。

　火花を散らして床ゆかに落ちるモニターに直前まで映っていた、あの女。

　ここではない、遠い場所に向けて──

　薄緑は獣けもののように吠ほえる。

「イマァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッッッッ!!」

　あれが。

　あの女こそが、薄緑が捜していた宿敵。

　Ｄアーム──〝今いまの剣つるぎ〟。

　まさかグングニルと一いつ緒しよに行動していたとは。

　だが薄緑の話を聞く限り、イマというＤアームの性格はよく分かる。あの薄緑が目の敵かたきにするくらいの女だ、覇は王おうとは真逆の、つまり破は滅めつへと進みたがる性格をしているだろう。

　まさに破滅を象しよう徴ちようするグングニルにぴったりではないか。

「おのれ……おのれっ！」

　息をきらす薄緑。

　その肩かたに、そっと手が置かれる。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　いすかだった。

「進まなきゃ。あのＤアームを倒たおさないと平へい穏おんな暮らしが手に入らないなら、倒せばいいのよ」

　乱暴だが、それは練司の主義そのもの。

　欲ほしいものは戦って勝ち取る。

「いすか……」

「そうでしょ、練司？」

　振り返るいすかは、練司のよく知っている幼おさな馴な染じみだった。

　勝ち気で無む鉄てつ砲ぽうな、一いち条じよういすかというパートナー。

「ああ」

　練司は薄緑といすか、二人を交こう互ごに見る。

　良く似た笑顔の二人。

　彼女たちの力が、必要なのだ。

「これで──終わらせる」

　練司と九く郎ろうが望んだ、平和な世界のために。








　あとがき




　Ｄアーム。

　それは未来からやってきた奇跡の道具。

　かつて少年少女と共に様々な冒ぼう険けんをした機械の人形。時を超こえてやってきた、青く塗ぬられたその機械は、少年を救うために様々な奇跡を起こした。それは多くの子供たちに夢を与あたえ、大人ですら魅み了りようする。

　故ゆえに封ふう印いんしなければならなかった。

　その奇跡は実際に手にしてはならないもの。

　偉い大だいなる機械の腹にのみ存在を許された、禁断の力なのだ。







「さあ、戦おうか！　特に理由はないけど、なんだか急にこのビルを破は壊かいしたくなったから仕方ないよね！」

「せめてもっともらしい理由を考えろよ！　どうせ十ページのあとがきだからって、手ェ抜ぬいてんじゃねーぞ！」

　Ｄアームを構える瀬せ田たに絶ぜつ叫きようする練れん司じ。

　毎度の事とはいえ、付き合わされる身にもなって欲しい。ここ神か奈な川がわ県川かわ崎さき市のとある建物内でいきなり始まったバトルでも、練司の身体からだは戦う準備が出来ていた。

「よーし、やるか！」

　練司は相棒に手を伸のばすが、

「やらぬ！」

　少女は首を振ふって練司から逃にげた。

「なに言ってんだ！　戦わないと川崎市が滅ほろびるんだぞ！」

「どうせ今回も黒はんぺんなんじゃろう!?　もう妾はあんな珍ちん妙みような食べ物になるのはご免じゃ！」

「大丈夫だって、あれは前回だけだから」

「……本当か？」

「ああ、もちろんだ。今回はちゃんとした武器だって」

「むぅ……お主がそう言うなら」

　渋しぶ々しぶと手を伸ばす少女。

　練司はその手を取り、敵を見る。




「踊ろうぜ、空気ピ●トル」

「──喜んで」




　少女の姿が輝かがやき、そして別の物質に変化する。その姿は小さな円えん筒とうになり、練司の指にすっぽりと嵌はまった。

『おお、前回よりまともな武器じゃ！』

「さあ、いくぜ瀬田！」

　これこそ練司のＤアーム。指に装着した状態で「バン」と口にすれば、圧縮された空気が弾だん丸がんとなって相手を撃うつ。正しよう真しん正しよう銘めいの武器だ。

「ほう！　これが君のＤアームか！　なら僕も負けてられないな！」

　そう言って瀬田は自らのＤアームを取り出す。

「しかしどんな攻こう撃げきでも、僕の〝スモー●ライト〟が小さくしてみせる。君の自尊心すらも豆粒のようにしてあげるよ！」

「うおおおおおおおおおっ！　バン！」

　練司は指から空気の弾丸を発射すると、同時に横に飛んで逃げた。瀬田の持つ電灯から照射される光は空気の弾丸を小さくし、さらに練司の背後にあったイスや柱が縮小し、歪んだ建物に亀き裂れつが走る。

『練司よ、あやつの武器は一発でも食くらったら最後じゃぞ？』

「わかってる！」

　光に触ふれた物体全すべてを小さくするライト。あれは文字通り一いち撃げき必ひつ殺さつの威い力りよくだが、反面、遮しや蔽へい物ぶつがあれば光を防がれてしまうという弱点もある。

　つまり瀬田の正面に立たなければ、まだ対処できるのだ。

　だがそう簡単にはいかない。

「オラアアアァァァァァッ！」

　前回から再登場した阿あ形がたが練司の背後から襲おそってきた。

「チィッ！」

　間かん一いつ髪ぱつで攻撃を避よける練司。Ｄアームではなく、ごく一いつ般ぱん的な日本刀での斬ざん撃げき。それをかわしたと思ったら、今度は阿形は右手に拳けん銃じゆうを構えていた。

「うおおおおっ！　バン！　バン！」

「いてっ！」

　空気ピ●トルを撃ち、阿形の手から拳銃を叩たたき落とす。

　だが阿形の攻撃は終わらない。

「お次はこれだっ！」

　阿形の手には手しゆ榴りゆう弾だんが。これも全て彼のＤアーム、〝とりよ●バッグ〟の力によるもの。記き憶おくにあるあらゆる物体を際限なく取り寄せる事ができる、恐おそろしい鞄かばんだ。

『どうするのじゃ練司！　挟はさみ撃ちじゃ！』

「心配ない。こっちにも味方はいる！」

　そのタイミングで、阿形の身体が爆ばく発はつした。

「ぬおおおっ!?」

　阿形の手榴弾ではない。何者かが阿形に向かって爆弾のようなものを放ほうり投げたのだ。爆発に巻き込まれた阿形は煙けむりにまぎれてよく見えない。

「大丈夫か、練司!?」

　その声はライラのもの。

　振り返ると、手に時限爆弾のようなものを持ったライラが立っていた。

「助かったぜ、ライラ！」

「さあ反撃開始だ！」

　ノリノリのライラが、今度は瀬田に向かって爆弾を投げる。

「くっ──！」

　スモー●ライトを照射する瀬田だが、間に合わない。爆風は小さくなったが、それでも威力を完全に殺しきれず、瀬田の身体は後ろに吹ふき飛ばされた。瀬田がライトを照射しなければ、こちらまで爆風が飛んできただろう。

　そして、ライラの爆弾の効果はそれだけではない。

「エ……エヘ」

　なんと爆弾を浴びた阿形と瀬田、二人が立ち上がる。

「エヘヘヘ、エヘヘヘヘ」

「アハハハハハハハハハハ」

　目の焦しよう点てんが合わず、フラフラとした足取り。

　完全にバカになっていた。

「これが私のＤアーム、〝時●バカ弾〟の能力。その爆発に巻き込まれたもの全てがバカになる」

　なんという恐ろしい力。絶対に敵に回したくない。

　しかし戦いは終わっていない。

「エヘヘヘヘヘヘ！」

　バカになってもなお、阿形の手がとりよせバッグに伸びる。

　そして鞄から取り出したものは──巨きよ大だいな弾頭。

「あれは〝地球破壊●弾〟！」

　最強のＤアームではないか。

　おそらく阿形だけでなく、彼のＤアームも時●バカ弾の影えい響きようを受けてしまったのだろう。つまり故障である。

『まずいぞ練司！　今の阿形はバカになっておる！　平気でアレを使うぞ！』

「くっ……どうすれば！」

　今から攻撃しても間に合わない。

　打つ手なしか──

　練司が観念した、その時だった。

「大だい丈じよう夫ぶです、練司さん！」

　糸いとが駆かけ込んできた。

　彼女が背中に担かついでいるのは、巨大な公衆電話。

「この〝も●もボックス〟で全部なかった事にしますから！」

「……それがあれば、俺たち必要なくね？」

「それを言ったら終わりです！」

「エヘエヘエヘエヘヘヘヘ」

「アハハハハハハハハ」

　沈ちん黙もくする練司たちをよそに、阿形と瀬田はいつまでもバカになって笑っている。

　結局、地球破壊爆弾もバカになってしまい、不発に終わったという。




　　　　＊




　どうもみなさん、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　今回のデーゲンメイデン３巻、楽しんでいただけたでしょうか。

　物語はいよいよクライマックスです。

　そうです、次で終わりです。

　もっと読みたいと思った方、申し訳ない。

　ですが最後まで全力で突つっ走っていきますので、応おう援えんしてくださいっ！







　そもそもデーゲンメイデンを書こうと思ったのが、伝説上の武器が好きだったからに他ほかならないんですよね。

　みんなＲＰＧなんかで普ふ通つうに目にする武器、ああいうのも調べていくとすごく楽しい逸いつ話わがあったりするんです。その武器の所有者と、それにまつわるストーリーが本筋なので当たり前なんですけどね。

　大たい抵てい、ＲＰＧの攻略本なんかにチラッと逸話が書いてあったりして、その短い文章がまた興奮させてくれるわけですよ。んでよく深く調べているうちに神話や伝承などにどっぷりハマっていって。

　なのでデーゲンメイデンを通じて、少しでもＤアームの元ネタに興味が湧わいた方がいれば、俺は満足です。ＲＰＧなどで武器の名前を見て、「あ、これデーゲンメイデンで見たやつだ」と思い返していただければ。

　そこから神話に興味を持ったり、現代兵器に着目するのも自由です！

　武器にまつわる物語はたくさんあるので、ぜひ探して読んでみてください！







　では、最終巻でお会いしましょう！

　新シリーズも考えておりますよー！





田口　仙年堂













デーゲンメイデン




3．後こう楽らく園えん、破は砕さい
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